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はしがき

自然言語の最も重要な機能は､話し手から聞き手への事態の伝達であり､したがって自

然言語の本質を解明するためには､言語普遍的な事態表示がまず可能な限り達成される必

要がある｡事態を構成する要素のうち､最も普遍性が高いと判断されるのは､意味役割､

時制､モダリティー､定性などの､いわゆる文法的機能を表示する統語的および形態的手

段である｡本研究においては､かかる文法的機能がいかなる手段によって事態表示に関係

してくるのかを､できるだけ多様な類型の言語を分析することによって明らかにしている｡

分析の対象としてとりあげたのは､膠着語である､日本語､ツングース系のへツェン語､

ウラル系のフィンランド語､複統合語であるアブハズ語､屈折語であるゲルマン語､そし

て類型的には孤立語に分類することができる英語である｡異なった類型に属する諸言語の

文法的機能の表示手段を詳細に検討することにより､より言語普遍的な事態表示の様態が

解明されたと考える｡
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自然言語における文法的機能の表示を支配する原理

町田 健(研究代表者)

名古屋大学大学院文学研究科

0.序論

自然言語の本質的機能は事態の伝達である｡事態を表示する言語単位を｢文｣と呼ぶ｡Wittge

nstein(1922)の主張する通り､事態の認識は言語を通してのみ行われるのであるから､事態の構

造は自然言語の与える文の構造をもとにすることにより得られる｡言語を媒介としない事態の直接

的認識があり得ないとすると､言語が表面的には多様であることは自明の事実であるから､異なっ

た言語を使用する人間が認識する事態には共通性がないということになる｡

事実､言語相対論においてはかかる事態認識の様態が主張されているのであるが､これを反

駁する根拠はある｡それは､異なった言語間での相互翻訳が適切に達成されているという誰にで

も知られた事実である｡翻訳とは､ある言語で作られた文が表示する事態と同一の事態を､それと

は別の言語の文によって表示する過程である｡同一の事態を異なった言語によって表現すること

が可能であるのだとすれば､異なった言語を使用する人間であっても同一の事態認識が達成さ

れていると結論できることになる｡

しかも翻訳は任意の複数の言語間において可能であるのだから､この結果として､同一の事態

を任意の言語によって表示することができると考えてよい｡すなわち､使用する言語が何であれ､

人間の事態認識には普遍性があり得るということである｡

当然のことながら､翻訳によって果たして同一の事態が表示されているのかという疑問は残る｡

異なった言語の文によって表示された事態が､もとの言語で表示されていた事態と同一であること

を確認するための厳密な手続きは､現在のところ未だ提案されていない｡しかしながら､翻訳の一

種である通訳の実態を観察してみると､起点言語において表示されていた事態が正しく理解され

たとすれば実現するはずの行動が､目標言語の文のみを理解することによっても実現しているこ

とが分かる｡たとえば､起点言語において何らかの命令が行われたとする｡この命令を表示するは

ずの目標言語の文を聞いた人間は､確かに命令が行われた場合に期待される行動をとるのが通

常である｡

Bloom丘eld(1935)における意味と､それに対する反応の同一視に見られる誤謬をここで犯すわ

けにはいかないが､通訳を介した翻訳の場面で､異なった言語によって同一の事態が表示されて

理解されているのは､恐らく疑うことのできない事実である｡さらにまた､文書の翻訳であったとし

ても､翻訳文が原文と同一の事態を表示していることを疑わしめる事実は確認されない｡ヨーロッ

パ共同体や国際連合のような､多言語が日常的に使用される機関においては､大量の文書が日
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々複数の言語に翻訳されることによって業務が遂行されているのであるが､これらの機関におい

ては､翻訳の達成する同一の事態表示の実現は当然の前提である｡そして､この前提を覆す事

実は知られていない｡

以上より､同一の事態が､任意の言語のよって表示され得ると見なすことに不合理は認められ

ないとしてよい｡ただし､翻訳が効果的に達成されている事実によってのみ､任意の言語による同

一の事態表示が可能であることを検証したとするのは､当然不十分である｡翻訳が効果的に達成

されていることを確認する手段の厳密化が必要であることは言うまでもないし､翻訳以外に､任意

の言語による同一の事態表示がなされることを検証する事実を求める必要もある｡

さらに､言語学が経験科学であるとすれば､多様な言語の文が表示する事態を分析することに

よって､帰納的に同一事態の表示が達成されていることを確認する方法もとられるべきである｡本

論は､異なった類型に属するいくつかの言語を取り上げて､事態がいかなる形式で表示されてい

るのかを分析し､普遍的な事態表示を提示することを目標とする｡ 文は形態素の列であり､文

が表示する事態は､形態素が表示する集合●1を合成することによって得られる｡Saussure(1916)が

主張しているように､名詞や動詞などの内容形態素に関しては､それらが表示する集合が体系を

なすため､あらかじめ厳密な定義が与えられている専門用語などの場合を除いては､異なった言

語で全く同一の集合に対応している二つの形態素は存在しない｡*2しかし一方で､意味役割や時

制､法などの､いわゆる文法的な機能を表示する形態素群に関しては､異なった言語で機能の

同一性が広く確認されている｡このことから､異なった言語における同一の事態表示をまず保証

するのは､機能形態素であると考えることができる｡何より､事態の成分としての個体や事態集合

の機能が明示されなければ､事態表示は完成しないのであるから､形態素の文法的機能の普遍

性を探求することは､事態の普遍的特性を適切に捉えるためには重要である｡

したがって本論では､文法的機能の表示を中心に､任意の言語において表示される事態の普

遍的特性を解明していくことにする｡

1.日本膏による事態表示

1.1.文の構造

日本語は膠着語の代表であって､基本的な文の構造は以下のように表される(風間他1994､町

田2002)｡

り本論では､形態素は個体や事態の集合を表示すると考える｡名詞は個体集合または事態集合を表示し､動詞は､主体や対象などが

不定の事態集合を表示する｡これは､Montagne(1974)などの形式意味論で採用されている､形態素の意味を集合として捉える方法と同

じである｡

■2ただし､経験的にも観察されるように､言語が異なれば内容形態素の意味が似ても似つかぬものになることもない｡内容形態素の

体系によって設定される集合の性質には､かなりの共通点が見られることも確かである｡
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(1)文=主題+名詞群1+‥･+名詞群n+述語群

主題､名詞群および述語群の構造は､以下のような形態素配列規則に従う｡*3

(2)主題=名詞句+主題助詞

名詞句=(指示詞)+(形容詞)+名詞

名詞群=名詞句+格助詞

述語群=動詞語幹+助動詞1+…助動詞n+アスペクト辞+時制辞+モダリティー辞群叫

述語群=形容詞語幹+時制辞+モダリティー辞群

述語群=名詞句+断定辞+時制辞

モダリティー辞群=法助動詞語幹+時制辞+モダリティー助詞

1.2.事態の構成要素

文は形態素の列であって､形態素は何らかの集合を表示する｡形態素は､その表示する集合

が事態中で果たす機能によって分類される｡

l.2.1実体集合

名詞は､個体または事態の集合を表示する(以下､｢個体または事態の集合｣を｢実体集合｣と

総称する)｡個体の集合を表示する名詞が｢普通名詞｣と呼ばれるものであり､事態の集合を表示

する名詞が｢抽象名詞｣と呼ばれるものである｡｢固有名詞｣は､通常は一個の個体を表示する

が､これは要素の数が一個の集合であると見なすことができる｡

名詞の表示する集合を､何らかの属性に基づいて限定する働きをするのが､名詞句の要素で

ある場合の形容詞である｡この機能をもつ形容詞を｢限定形容詞｣と呼ぶことにする｡限定形容詞

も､ある属性をもつ個体または事態の集合を表示するのだが､色彩を表したり､個体の成分を表し

たりする一部の形容詞を除いては､形容詞のみではそれが表示する集合を与えることはできな

い｡形容詞の機能は､並列する名詞が表示する集合の部分集合を表示させることである(町田19

97)｡

りここでは､従属節を含まない単純な構造の文(単文)を対象とする｡従属節の表示するのは何らかの事態であって､すなわち単文

と同じであるから､文法的機能の表示を考察する場合には､単文のみを対象としてもー般性が失われることはない｡

■4ここで､添字のnの値は1であってもよい｡日本語の場合､助動詞の連続は最大3個であると考えられる｡モダリティー辞として

は､モダリティーを表示する助動詞と､事態に対する発話者の判断を表す助詞(終助詞)がある｡
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1.2.2.意味役割

名詞が表示する集合が事態中でもつ機能(意味役割)を表示するのが格助詞である｡事態中の

実体集合がもつ機能が適切に理解されてはじめて､事態の個別化が可能になる｡したがって､い

かなる言語であれ､実体集合の機能は何らかの形で表示されなければならない｡

意味役割として最も重要なのは｢主体｣である｡主体は述語群に属する語幹そして/あるいは

助動詞の一部を決定する機能をもつ｡●5後述のように､述語群によって事態の枠組みが与えられ

るから､主体を表示する実体集合が選択されなければ､事態の個別化は完成しない｡言語が伝

達するのは個別的事態なのであるから､事態の個別化を決定する意味役割である主体は､事態

に属する実体集合の中では最も重要な位置にあると言ってよい｡

主体と同様に重要であるのが､主体から何らかの作用を受ける｢対象｣を表示する集合である｡

｢作用｣という概念は定義が不明確であって､今後さらに厳密な観点から特性を記述する必要が

ある｡いずれにしろ､事態の性質によっては､主体と並んで重要な役割を果たす実体集合が含ま

れることがあり､その集合が主体に代わって自らが主体となることにより､述語群の形式に決定的

に関与する可能性をもつ｡次の例を見てみよう｡

(3)太郎が次郎を棒でなぐった｡

この(3)においては､｢太郎｣が主体であり､このことは格助詞の｢が｣によって表示されている｡こ

の文で､｢次郎｣は主体である｢太郎｣から｢なぐる｣という作用を受けており､したがって｢次郎｣の表

示する個体のもつ意味役割は｢対象｣であると言われる｡ここで､｢太郎｣に代わって｢次郎｣を主体

とすると､次の文が出来上がる｡

(4)次郎が太郎に棒でなぐられた｡

すなわち(4)においては､｢次郎｣が主体としての地位を占めることで､同一の(nagur-)という動

詞語幹を共有しながらも､さらに(rare)という助動詞語幹が付加されている｡つまり､｢次郎｣が主

体となることで､述語群の中核となる動詞語幹は保持しながらも､新たな形態素の付加を要請した

ということである｡

他方で､(3)に含まれている名詞である｢棒｣の表示する実体集合を主体としても､同一の動詞

語幹を使用することによって適格な文を作ることはできない｡

(5)*棒が太郎から次郎をなぐった/なぐられた/なぐらせた｡

■5主体が選択する助動詞は､｢(ら)れる｣｢(さ)せる｣という､受動､使役を意味するものである｡
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以上の例を見ると､｢対象｣という意味役割は､主体と並んで述語幹の選択に関与しながらも､

異なった述語群の形式を与える機能を指すと考えることができる｡この機能が､何故に主体からの

｢作用｣を受けることと同一視される傾向にあるのか､という点に関しては､今後さらなる分析を進

める必要がある｡

｢主体｣と｢対象｣以外の意味役割に関しては､格助詞に分類される形態素の機能を観察するこ

とにより､以下のようなものが設定されうる｡

(6)に:受容者(～に与える)､関与者(～に教わる)､場所(～にある)､目的地(～に行く)

へ:目的地(～へ向かう)

と:同伴者(～と遊ぶ)､関与者(～と会う､～と戦う)

から:起点(～から来る)

で:道具(～で切る)､場所(～で行われる)

より:比較対象(～より大きい)

これらの意味役割は､実体集合が事態中でもつ機能に対応する｡しかしさらに､実体集合間の

関係を表示する機能としての意味役割もある｡

(7)の:所有者(～の本)､関与者(人類の誕生､橋の建設)

や:並列者(イヌやネコ)

意味役割のうち｢関与者｣と名付けたものは､実体集合間に認められうる何らかの関係を表示す

るものである｡｢関係｣は極めて広範な概念であるから､これを果たして単一の意味役割と見なすこ

とが妥当かという問題はある｡しかしながら､関係に属する要素は､具体的な状況を勘案すれば､

無限に設定される可能性がある(Dowty1991)｡こうなると､有限個の形態素によって表示され､か

つ理解される意味役割には離散的な特性がなくなることになる｡意味役割が連続的な特性をもつ

とすると､言語によって保証されるべき同一の事態の伝達が保証されないことになるから､やはり

意味役割にも離散性が与えられるべきであると考えなければならない｡したがって､｢関与者｣がさ

らにいくつかの意味役割に細分される可能性はあるにせよ､境界をもたない無限個の意味役割

的特性が設定されることは､言語の本質としてあり得ないと思われる｡

1.2.3.事態基

事態の枠組みを､本論では｢事態基｣と称することにする｡事態基は､主体や対象など､事態の

要素である実体集合とその機能が特定化されていない事態の集合を表示する｡例えば､｢見た｣

という動詞群が事態基である場合､その事態基は､基準時点よりも前に不特定の主体が不特定の

ー5-



対象を不特定の時区肝6において見た､という内容の事態の集合を表示する｡事態基が要求する

主体や対象が､事態基に組み込まれてはじめて文が完成し､単一の事態が表示されるようにな

る｡

事態基そのものの特性を限定するのは､アスペクト辞､時制辞､モダリティー辞､断定辞であ

る｡

日本語において､アスペクトを表示する形態素としては､｢走っている｣｢走っていた｣などの形

式中に見られる(i)があるだけである｡この形態素を含まない動詞形式として｢走る｣｢走った｣が

あり､(i)を含む形式とそうでない形式が､アスペクトに関して対立している｡

アスペクトは､事態の全体または部分のいずれかが提示されたものであり(Comrie1977,町田

2001)､事態に関しては全体と部分の二種類しかあり得ない｡したがって､日本語におけるアスペ

クト表示も､｢全体相｣と｢部分相｣の二種類だということになる｡■7

時制を表示する形態素としては､日本語には(ru)と(ta)がある｡(ta)は事態が基準となる時

点よりも前に成立したことを表示し､(ru)は事態が基準時点と同時かそれよりも後に成立したこと

を表示する｡*8したがって､日本語において事態の成立時点に関して､時制辞によって表示される

のは､｢過去｣と｢非過去｣の二種類となる｡

ただし､先行研究によってすでに明らかにされているように(町田1989､工藤1995など)､動詞

語幹の時間的特性(動作態)と時制辞の機能を合成することにより､たとえ非過去時制であって

も､基準時点と同時か､それとも後かを区別することは可能である｡したがって､日本語の事態基

の時制的特性としては､｢過去｣｢現在｣｢未来｣の三種が区別されるとしても､大きく合理性が損な

われることはない｡

モダリティーは､第一には事態の成立可能性に関する話者の判断を表示する(Palmer1986)｡事

態の成立可能性は､本質的に連続性をもつものであるが､先述の意味役割の場合と同様に､自

然言語においては何らかの形態素を使用して表示される以上､離散的な性質をもつものでなけ

ればならない｡

日本語においては､他の言語と同様に､モダリティー表示の形態素が述語群に付加されない

時には､事態が完全に真であることが表示される｡｢～にちがいない｣｢～(の)はずだ｣という形式

*6事態の成立のためには､通常は時間を要する｡したがって､ 事態は時点において成立するというよりも､むしろ長さのある｢時区

間｣において成立するとするのが正確である｡

■7｢～始める｣｢～終わる｣｢～かける｣などの､いわゆる｢補助動詞｣によって表示される事態の局面もあることは確かである｡しか

し､｢～始める｣などについても､｢～始めている｣のような形式をとることが可能なのであるから､これらの補助動詞によって表示

される事態についても､さらに全体と部分があり得ることになる｡このことから､最も基本的なアスペクトは､やはり全体と部分だと

結論することができる｡

■8基準時点は､本論で分析の対象としている単文については､発話時点であるのが原則である｡従属節の場合に基準時点を与えるの

は､主節の述語群が与える時点となる｡
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が付加されれば､事態の成立可能性が高いことを､｢だろう｣という形式が付加されれば､事態に

単なる成立可能性があることを(益岡･田窪1992､町田2002)､｢かもしれない｣という形式が付加さ

れれば､事態の成立可能性が低いことを表示する｡そして､否定辞の｢ない｣が付加されれば､事

態が完全に不成立(偽)であることが表示される｡したがって､日本語の場合には､表示される事

態成立の可能性の程度としては､完全に成立､可能性高､可能性中､可能性低､完全に不成立

の5段階があることになる｡

さらに日本語では､事態の単なる成立可能性を表示する形式として､｢だろう｣に加えて｢ようだ｣

と｢らしい｣がある｡いずれの形式も､事態の成立可能性を話者が推論するための根拠となる事態

が与えられていることが特徴であるが､｢らしい｣の場合は､その根拠となる事態が､話者が直接的

に経験したものでないのに対し､｢ようだ｣に関してはそのような制限がない(木下1998､町田200

2)｡

なお､事態の成立可能性が高いことを表示する｢はずだ｣についても､話者がこう推論する根拠

となる事態が与えられていなければならない｡ただし､成立可能性が高いことを表示する形式に

関しては､根拠となる事態が直接的な経験で得られたかどうかに基づく形式の区別はない｡

｢ようだ｣｢らしい｣｢はずだ｣のようなモダリティー表示形式は､成立可能性を判断する根拠となる

事態が与えられているという点で､一個ではなく複数の事態を表示するという特徴をもつ｡

これらのモダリティー表示形式が表示する複数の事態のうちの一つは､成立可能性があると判

断される事態の根拠だという性質があるに過ぎないから､事態としての構造は不明瞭である｡この

点で､副助詞の｢も｣を含む次のような文が､構造も明確な複数の事態を表示することができるのと

は異なる｡

(8)花子も来た｡

(9)｢花子が来た｣+｢花子以外の人間が来た｣

上の文(8)は単文であるが､(9)で与えられた内容を示す複数の事態を表示している｡しかしなが

ら､単文であっても複数の事態を表示させる機能をもつという点で､｢ようだ｣などのモダリティー表

示形式も､｢も｣などの副助詞と同様の性質をもつと言える｡

1.2.4.主題

日本語の事態表示に関する重要な特徴は､文が使用される状況中に与えられている実体集合

が､文の表示する事態の要素として含まれることを表示するための形態的手段があることである｡

この機能をもつ実体集合を｢主題｣と呼び､主題を表示する形態素は､名詞に後接する助詞の

｢は｣である(野田1996､町田1999)｡

主題である実体集合はまた､事態基が表示する集合の性質を限定するという機能をもつ｡すな

わち､主題である実体集合の性質に適合するように､事態基に対応する集合の性質が決定され
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るということである｡次の例を見てみよう｡

(10)a.花子は美しい｡

b.花子が美しい｡

上の(10a)においては､｢花子｣が表示する1個の個体が主題である｡一方で､事態基を表示す

る述語としての形容詞｢美しい｣は､主体が不定である事態の集合を表示する｡主体が不定である

から､表示される事態の個数は無限個である｡ここで､主題である｢花子｣が1個の個体を表示して

いて､これが事態基の集合の性質を決定するから､文として合成される時には､事態基の集合の

個数も1個に限定されることが､｢花子｣が主題として与えられた段階ですでに聞き手には分かっ

ている｡

これに対して(10b)においては､｢花子｣が与えられた段階では､この形態素が表示する個体

が､後続する述語群によって与えられる事態基の中で､主体としての機能をもつことが理解される

のみである｡そして｢美しい｣が与えられた段階で､ようやく事態基がいかなる特性のものであるか

が分かる｡上述のように､述語群としての｢美しい｣は主体が不定の無限個の事態を表示する｡｢花

子｣は主題ではないから､事態基に対応する集合の性質を単独で限定することはできない｡

この時､主体が1個の個体であるのに対して､事態基は無限個の事態であるから､両者は明ら

かに適合しない｡このことから､主体の個数に適合するように､事態基の表示する事態も1個に限

定されることになり､最終的に(10b)は1個の事態を表示する｡事態基の表示するはずの事態集合

の残りの要素は､この過程で不成立だったものとして排除されるのだから､この文においては､花

子である個体以外の個体は事態の主体ではない､言い換えれば花子以外の個体は美しくないと

いう｢排他性｣(野田1996)の意味が生じることになる｡

1.2.5.事態の構造

日本語の文が表示する事態の要素としての実体集合､意味役割､事態基､主題の特性が以上

のようなものであるとすれば､日本語において表示される事態の構造は以下のような形で表され

る｡ただし､eは実体集合を表す｡

(11)日本語の文が表示する事態の構造

主題=et

事態基

アスペクト(全体､部分)

成立時区間(過去､現在､未来)

成立可能性(完全､高､中､低､不成立)

事態基の要素

主体=el､対象=e2､受容者=e,､関与者=e.､同伴者=e5
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道具=e6､場所=e7､目的地=e8､起点=e,､比較対象=el｡

同時的に表示される事態

事態をE､事態基をB､アスペクトをA､成立時区間をT､成立可能性をM､同時的に表示される

事態をE'で表すとすると､日本語の文が表示する事態は､一般的には次のように表示される｡

(12)E:eLrlBくA,T,M〉[e.….el｡]+E'

例えば､次の(13)が表示する事態は､(14)のように表される｡

(13)太郎は花子に数学を教えているようだ｡

(14)E:主題=太郎】l教える<部分､現在､可能性中>[主体=太郎､対象=数学､受容者=花

子]+E'

E'で表される､同時的に表示される事態の構造は､状況によって与えられる､Eを推論する根

拠として適切な事態である｡

2.英帯による事態表示

2.1.英語の文の構造

英語は起源的には屈折語であるが､音韻変化に由来する形態的変化の結果､現在では孤立

語的な類型に属する言語となっている｡したがって英語においては､意味役割のうち主体と対象

は必ず語順によって表示されるし､受容者も､統語的制約はあるものの､語順によって表示される

ことができる｡柏

英語には､日本語と異なり､主題を表示する統語的､形態的手段はないが､疑問詞が文頭に

位置するという特徴がある｡この配列特徴は､英語が属するインド･ヨーロッパ語に共通であり､ギ

リシア語やラテン語のような屈折語であるインド･ヨーロッパ語も､同様に疑問詞が文頭に位置する

構造を示す｡英語と同様の孤立語的特徴を示す中国語は､日本語と同じく､疑問詞であっても､

■9Ⅰ血gaveittome.は適格でも､Hegavemeit.が適格でないように､人称代名詞が2個連続して､最初のものが受容者を表すような構

造は､英語では許されない｡
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その意味役割に応じて､他の名詞と同様の位置に配置される｡…

英語の文の基本的構造は､以下のような形で与えられる｡

(15)文=名詞句十動詞群+(名詞句)+(名詞句)+(名詞群)…

名詞句+動詞群+形容詞+(名詞群)

疑問詞+動詞群+(名詞句)+(名詞群)

疑問詞+動詞群+形容詞+(名詞群)

疑問詞+助動詞+名詞句+動詞+(名詞句)+(名詞群)

名詞句=(限定詞)+(形容詞)+名詞

名詞=名詞語幹+接辞

名詞群=前置詞+名詞句

動詞群=(助動詞)+(助動詞)+動詞

動詞=動詞語幹+接辞

2.2.事態の構成要素

事態に必須の構成要素である実体集合や事態基そのものは､すべての言語に共通である｡し

たがって以下では､先に考察した日本語の事態表示とは異なる特徴についてのみ検討する｡1

2.2.1.実体集合

a.数の区別

英語の名詞には､単数形と複数形の区別がある｡単数形は無標の形式であって､名詞に接辞

が付加されていない時､名詞が個体集合を表示するものであれば､その集合に属する1個の個

体を表示する｡ただし､液体や不定形の個体のように､個体としての認識が困難な物質を表示す

る名詞の場合には､単数形は物質全体の部分を表示する｡

名詞が事態集合を表示するものである場合には､単数形は事態集合の全体を表示する｡物質

を表示する名詞の場合に､単数形が部分集合を表示し､事態を表示する名詞の場合には､これ

とは異なって集合の全体を表示するのは､表示の規則に一見統一性がないように思われる｡しか

り0インド･ヨーロッパ語において､疑問詞が文頭に配置される理由は､今後意味論的な観点から解決されなければならない問題であ

る｡

疑問詞が文頭にあれば､その疑問詞が与えられることで､文が疑問文であることがただちに理解されるという利点がある｡一方で､

英語のように疑問詞が基本的には静形変化を行わない言語では､疑問詞の意味役割が､語順によって表示されないという不便もある｡

したがって､文が表示する事態の理解の効率牲という観点からすると､疑問詞が文頭にあることは､必ずしも効率性を高めることに

はならない｡

■11｢名詞群｣は､従来｢前置詞句｣と呼ばれる単位である｡すなわち､前置詞の後に名詞句が後続して作られる単位を意味する｡

-10_



しながら､事態集合の性質を考慮するならば､このような表示様態の相違は､特に不思議なもの

ではない｡

物質の集合は､それに属する部分としての各要素がそれぞれ異なっているのは当然であるに

しても､要素間に大きな同一性がある｡たとえばwater(水)によって表示される物質であれば､そ

の部分としての液体は､少なくとも通常の感覚では､どれもが同じに見える｡Cat(ネコ)によって表

示される個体に関しては､それぞれの個体に相違を認めるのは容易であるが､同時に外見的ある

いは行動的な同一性を認めることも困難ではない｡すなわち､物質の集合については､その任意

の部分集合が､すべて同一の性質をもっていると言うことができる｡

一方､事態集合の場合､たとえばlove(愛情)という名詞を考えてみると､この名詞が表示する

ことのできる個々の事態は､極めて多様である｡｢ある母親が自分の子供をやさしく抱きしめる｣､

｢ある宗教家が信徒たちに困難を克服する方法を教える｣､｢ある為政者が自分の支配する人民

たちの貧困を救う努力をする｣など､この名詞が表示すると見なされる個々の事態は､それぞれ事

態として見てみれば､全く共通性はない｡これらの多種多様な､無限個の事態を包括する集合と

してloveという名詞が与える集合が設定されているのである｡したがって､このような事態集合に関

しては､それに属するすべての事態が全体として一つの特性を表示しているのであり､その任意

の部分を取り出したとしても､その部分が他の部分と同じ性質をもっているという保証はない｡した

がって､事態集合に関しては､その部分集合を抽出して表示することは､集合の性質を変更する

ことになりかねない｡このことから､事態集合は常にその全体が提示されなければならないのだと

考えることができる｡

名詞の複数形は､個体集合の部分集合のうち､要素が2個以上のものを表示する｡個体の場

合には､その間の境界が明確であり､1個の個体と2個以上の個体を区別して認識するのは容易

である｡集合に属する個体の個数は無限であるから､2個以上の個体に関しては､さらにそれ以

上の個数を形態的に区別すると､無限個の形式が必要になるし､個数を明示するには特別の形

態素(数量詞)を使用すればよいのだから､名詞そのものの形式としては､単数と複数を区別すれ

ば十分である｡言語によっては､｢目｣や｢手｣など通常は対になったものとして認識される個体を

表示するために､｢両数｣または｢双数｣と呼ばれる形式を区別するものもある(古典ギリシア語や

サンスクリット語など)｡ただし､両数で表示することのできる個体集合の数は極めて少数であるの

で､両数形の形式としての効率性は低い｡

単数形と複数形の形態的区別があることにより､英語の名詞が表示する実体集合の表示に関

しては､｢単数｣と｢複数｣を区別する必要がある｡さらに､同じ単数形であっても､名詞が表示する

実体集合の性質によって､その部分または全体が表示されるという違いが生じるため､実体集合

が物質から成るのか､それとも事態から成るのかを区別する必要もある｡

b.定性

英語には冠詞があるため､実体集合の特性として｢定｣と｢不定｣の区別が表示される｡｢定｣は､
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任意の集合に関して､その集合が属する全体集合の他の要素と明確に区別される根拠が､状況

によって与えられていることを表す｡一方で｢不定｣は､全体集合に属する他の要素と区別される

根拠が､状況によって与えられていないことを表す｡

例として､次の各文を見てみよう｡

(16)a.Imet a girlnear my house.

b.Imet the girlyou spoke ofthe other day.

(16a)のgirlは､girl(少女)が表示する個体集合の要素である1個の個体を表示する｡この時

状況中には､この個体を同じ集合に属する他の個体と区別するための根拠は与えられていない｡

この性質を表示するのが不定冠詞のaである｡一方､(16b)では､girlに後続する関係節you spo

ke ofthe other dayによって､この名詞が表示する個体が､他のgirlである個体とは明確に区別

されることが示されている｡この性質を表示するのが定冠詞のtheである｡

集合中の他の要素と区別されるということは､別の言い方をすれば､聞き手が理解する要素と､

話し手が意図している要素が同一であることが文の伝達によって達成されるということである｡す

なわち､集合が定である場合には､話し手が事態の要素として選択した実体集合と､聞き手がそ

の事態表示によって同定する実体集合が同一である｡一方で､集合が不定である場合には､話し

手が選択した事態集合と聞き手が同定する事態集合の同一性が保証されない｡

話し手が不定である実体集合を事態の要素として選択するのは､聞き手が同一の集合を同定

する必要性がないと判断するからである｡他方､定である実体集合が選択された場合には､聞き

手が同一の集合を正しく理解することが要求されていると判断される｡

｢定｣または｢不定｣の特性を｢定性｣(de頁niteness)と呼ぶ｡実体集合の定性は､冠詞をもたない

言語も､日本語､中国語､ロシア語､ラテン語､スワヒリ語など数多くあることからも分かるように､文

が使われる状況によって理解することが可能である｡実際､(16)を日本語に置き換えた(17)を見て

みれば､定性が状況によって与えられることが分かる｡

(17)a.私は自分の家の近くで女の子に会った｡

b.私は先日君が言っていた女の子に会った｡

(17a)の｢女の子｣は､この文が表示する事態が聞き手に与えられる前には､状況中に登場して

いないし､この事態の他の成分によって､この名詞が表示する集合の要素である他の個体と属性

が異なることが明示されることもない｡したがって､話し手と聞き手の間で､事態の要素として選択

される実体集合の同一性は保証されない｡このことから､この｢女の子｣が表示する個体は｢不定｣

であると理解される｡-一方で､(17b)の｢女の子｣は､｢先日君が言っていた｣という関係節が先行し

ていることから､この名詞が与えられた段階ですぐに｢定｣であることが理解される｡
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定性が状況によって与えられることは確かであるにしても､定性を表示する機能をもつ形態素

によって､実体集合の定性を直接的に聞き手に理解させるほうが､言語による事態理解の効率性

を高めることも､同様に確かである｡同じ事態を表示することができるのであれば､形態素の数が

少ないほうが､文の意味を理解する過程は､第一次的には効率性が高いと言える｡しかしながら､

実体集合の定性は､冠詞がない場合には状況を用いて間接的に理解するしか方法がないのに

対し､冠詞があれば直接的に表示される｡したがって結局のところ､冠詞の有無は集合の定性を

理解する効率性を変化させることがない｡この理由で､冠詞を発達させる言語とそうでない言語の

二種が存在するのだと考えられる｡■12

なお､英語の不定冠詞はあらゆる名詞に付加されるのではない｡複数形の名詞と､事態集合ま

たは不定形の物質の集合を表示する名詞が｢不定｣であることを表示する機能をもつ不定冠詞は

ない｡複数の要素をもつ個体集合､事態および不定形の物質の集合を表示する名詞に関して

は､名詞の前に冠詞が付加されていないこと(無冠詞)が､これらの特性をもつ集合が不定である

ことを表示する｡

2.2.2.意味役割

英語では､上述のように､主体と対象という最も重要な意味役割は､語順(動詞群との位置関

係)によって表示される｡また受容者も､対象を表示する名詞の直前に位置する名詞によって表

示されることができる｡

それ以外の意味役割は前置詞によって表示される｡英語の各前置詞が表示する意味役割は

概ね以下の通りである｡

(18)

br:受容者､関与者

by:近接場所､道具

with:同伴者､道具

at:点的(無次元的)場所

along:線的(一次元的)場所

on:面的(二次元的)場所

in:空間的(三次元的)場所

around:周辺的場所

り2ただし､歴史的に見れば､冠詞をもたなかった言語が冠詞をもつようになった例はあっても､その逆は観察されない｡ このことは､

集合の定性を､冠詞によって直接的に表示する方法のほうが､理解の際には効率性がたかいのではないかということを予想させる｡
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across:線的(一次元的)通過場所

through:面的･空間的(二･三次元的)通過場所

befbre:先行場所

aRer:復行場所

to:目的地(一般的)

into:空間的目的地

onto:面的目的地

斤om:起点

over:面的上方場所

above:点的上方場所

under:面的下方場所

below:点的下方場所

of:所有者､関与者

英語の前置詞は､日本語の格助詞よりも数が多い｡このため､表示される意味役割も日本語よ

りも細かく分類されている｡これらの意味役割を､すべて言語普遍的な意味役割として認定するこ

とができるかどうかは､さらに検討すべき問題である｡特に､｢場所｣という意味役割に関しては､空

間の次元､基準空間との関係が､役割の設定に関与しており､これらの関係は､言語によっては､

前置詞あるいは助詞以外の形態素によって表示されるか*13､状況によって間接的に理解されるこ

ともある｡

このことから､普遍的な意味役割としては｢場所｣のみを設定しておいて､場所のより詳細な特

性については､空間が必然的にもつ特性として､二次的な位置に据えるという可能性もある｡これ

は､意味役割｢目的地｣についても同様である｡ただし､英語のように場所や目的地に関して､そ

の空間的属性の区別に応じた機能をもつ異なった形態素を使用する言語がある以上､普遍的な

意味表示には､これらの属性が含まれるようにしておく必要はある｡

2.2.3.事態基

a.アスペクト

英語の動詞には､単純形(非進行形)と｢be動詞+現在分詞｣の構造をもつ複合形(進行形)が

あって､両者はアスペクトに関して対立している｡このアスペクト対立は日本語と同様であって､非

進行形は事態の全体が成立したこと(全体相)を､進行形は事態の部分が成立したこと(部分相)

り3日本語では､0∇erやunderは｢上に｣｢下に｣のように､名詞と格助詞を用いて表示されるし､alongは｢に沿って｣のように､格

助詞と動詞を用いて表示される｡
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を表示する｡

アスペクト形式を含む動詞群の意味は､動詞語幹の表示する事態(集合)の性質(動作態)とア

スペクト形式の機能を合成することによって得られる｡このことから､reaCh(到着する),die(死ぬ)

などの､瞬間的に生起する事態を表示する動詞語幹に関しては､閂舜間には部分がありえないた

め､本来的に部分相のアスペクト形式を付加することはできないはずである｡

しかしながら､日舜間的に成立する事態を､その成立の時点で確実に認識することは､通常の認

識能力をもつ人間には甚だ困難である｡…たとえば､｢太郎がゴールに到着する｣という事態を知

る場合には､まず太郎がゴールに接近しつつあることを知り､次に同じ太郎がゴールの向こう側に

いることを知るという二つの事態が関与してくる｡すなわち､瞬間的に成立する事態に関しては､

その事態に先行する事態(前事態)と､その事態の結果生じる事態(後事態)の両方を含めて我

々は認識しているものと考えてよい｡

瞬間的に成立する事態を､このような複合的な事態として捉えるとするならば､前事態と後事態

は長さのある時区間において成立するから､いずれの事態にも部分がありうる｡したがって､瞬間

的事態を表示する動詞語幹に部分相のアスペクト形式を付加することができて､この時には､前

事態もしくは後事態の部分が表示されることになる｡

この場合､日本語では､以下の例に見るように､後事態の部分が表示される｡

(19)a.列車は駅に到着している｡

b.道ばたで鳥が死んでいる｡

一方英語では､同じ条件で前事態の部分が表示される｡

(20)a.Your trainis reaching the station.

b.The patientis dying.

b.時間関係

基準時点と事態成立時点の時間的な関係を表示する形式が時制であるが､英語の時制体系

は日本語よりもはるかに複雑である｡図示すると次のようになる｡

*14さらに､瞬間的な事態が発話時点において成立する時､その成立を言語によって成立と同時に伝達することもできない｡なぜなら

ば､たとえ成立と同時に事態の認識が起こったとしても､それを文によって表示するためには､必ず時間が必要だからである｡
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(21)

過去

過去完了

現在 未来

現在完了 未来完了

現在完了形を時制形式と見なすことができるかどうかについては議論があるが(町田2001)､過

去完了と未来完了は､過去もしくは未来の基準時点よりも前に成立する事態を表示するのだか

ら､明らかに時制としての機能をもっている｡現在完了も､基準時点としての現在(発話時点)より

も前に成立する事態を表示するのだから､機能としては通常の時制形式と同様である｡

問題となるのは､現在完了と同様に過去も､発話時点よりも前に成立した事態を表示するた

め､現在完了と過去の機能が､これだけでは正しく区別されないということである｡しかし､退去時

制形式の機能を､｢発話時点より前の基準時点と同時｣のように､基準時点の発話時点との関係

と､事態そのものの基準時点との関係という､2個の成分によって定義することにすれば､機能の

区別が可能になる｡この方式を適用すれば､現在完了形式の機能は､｢発話時点と同時の基準

時点よりも前｣となる｡■15

同様に英語の各時制形式の機能を構成する成分的特徴をあげるならば､以下のようになる｡

式

了

了

了

形

完

完

完

鞘
航
雛
舶
舶
棉
棉

)22( 基準時点

発話時点と同時

発話時点と同時

発話時点より前

発話時点より前

発話時点より後

発話時点より後

基準時点との関係

基準時点と同時

基準時点より前

基準時点と同時

基準時点より前

基準時点と同時

基準時点より前

c.モダリティー

英語のモダリティー表示のための形式は､大きく2種類に分類される｡1つは､直説法と仮定法

(接続法)という動詞そのものの形態的対立であり､もう1つは､法助動詞を動詞不定形(原形不定

詞)の前に配置するものである｡

動詞の法形式によるモダリティー表示に関しては､直説法によって事態が完全に真であること

が､仮定法によって事態に成立可能性があることが表示される｡すなわち､法形式は､事態が真

り5時制形式の機能のこのような定義の方法は､すでにReichenbacb(1947)において提示されている｡ただし､この論考においては､

基準時点の性格が明確にされていなかった｡
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であるかそうでないかという､二種類の可能性表示を区別するのみである(町田2002)｡しかも､仮

定法が主節で使用されるための条件は極めて限られているため､法形式による事態成立可能性

の表示は､可能性の程度が離散的であることを考えると､必ずしも十分であるとは言えない｡

これを補完するのが､法助動詞による可能性表示である｡英語で事態の成立可能性を表示す

る形式としての法助動詞には､Will,Shall,may,muSt,Should,Ought toがあり､Willとmayには

それぞれwouldとmightという､起源的には過去時制を表示する形式があって､可能性の程度

を低める働きをしている｡それぞれの法助動詞形式が表示する成立可能性の程度は異なるから､

全体としては8段階の成立可能性の程度が英語では区別されることになる｡

2.2.4.事態の構造

以上の考察をもとにして､英語の文が表示する事態の構造をまとめると､次のようになる｡

(23)英語の文が表示する事態の構造

事態基

アスペクト(全体､部分)

成立時区間(基準時点:発話時点と同時･前･後､基準時点との関係:同時･前･後)

成立可能性(完全､可能性の程度8～1､不成立)

事態基の要素

主体､対象､受容者､関与者､同伴者､道具

場所(点､線､空間､先行､復行､近接､周辺､点的上方･下方､空間的上方･下方)

通過場所(点､線･空間)､目的地(一般､面､空間)､起点

3.結論

日本語および英語が表示する事態の構造は､事態基が作る枠組みに実体集合が組み込まれ

るという､言語普遍的な特質を共有している｡しかし一方で､文を構成するためにそれぞれの言語

で用意されている形態素の種類の相違に由来する事態構造の相違も観察される｡あらゆる言語

の文が表示する事態を不足なく表示するためには､できるだけ多くの言語を分析する必要がある

が､本論で考察した2つの言語に関する事態表示の構造を比較するだけでも､普遍的な事態表

示の基礎とすべき項目の重要な候補はかなりの程度明らかになったと考えられる｡

文を構成する形態素あるいは形態素群(時には文法的機能をもつ形態素配列規則)がもつ機

能は言語ごとに異なるから､最終的に得られるはずの普遍的事態構造を構成する要素のすべて

が､ある1つの言語によって表示されることはない｡しかし､本論の冒頭でも述べたように､任意の

言語から任意の別の言語への翻訳が可能であるという事実を考えるならば､明示的に観察される
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形態素(群)だけでなく､形態素の間に見られる意味的関係､そしてとりわけ文が発話される状況

を参照することにより､普遍的事態構造に近い事態構造が､任意の言語において表示されている

ものと考えてよい｡

本論の結論として､日本語と英語の各言語で表示される事態構造を組み合わせたものを､普

遍的事態構造を求めるための基礎として掲げる｡

(24)英語と日本語が表示する事態構造

主題

事態基

アスペクト(全体､部分)

成立時区間(基準時点:発話時点と同時･前･後､基準時点との関係:同時･前･後)

成立可能性(完全､可能性の程度8～1､不成立)

事態基の要素

主体､対象､受容者､関与者､同伴者､道具

場所(点､線､空間､先行､後行､近接､周辺､点的上方･下方､空間的上方･下方)

通過場所(点､線･空間)､目的地(一般､面､空間)､起点

成立時区間(過去､現在､未来)

同時的に表示される事態
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アブハズ語の疑問文の形態

柳沢 民雄

名古屋大学大学院国際言語文化研究科

はじめに1

アブハズ語は,様々な機能を有する形態素を動詞複合体の中に含める所謂｢複統合的 poIysynthesis

｣な言語であると言われるヱ.我々に馴染みのある印欧諸言語の単文がアブハズ語においては一語で

表現され得る場合がある.疑問文もまたアブハズ語においては動詞複合体内の然るべき接辞を用いる

ことによって表現される.本論の目的は,このような動詞複合体内部でのアブハズ語における疑問文

の形態法を記述するものである.

1.アブハズ蘇動詞の一般的形態特徴

アブハズ語は,他の北西カフカース諸紆と同じく,主体･客体を表す人称マーカーだけでなく,

否定,使役,相version,可能法potentialis,不付随法unvolitionalis,テンス･アスペクト等の文法範

疇を表現するマーカーを動詞内部に接辞化することによってかなり大きな動詞複合体を形成すること

1npHHOC阿M74CKpeHMOtO6JIarOAaP=OCTbrOCrTOXeAnatlBHHap甘a,OKa3aBule点MHe60J[hLIJytOnOMO叫BBbt只CHeHHH

oTAe瓜HblXBOnPOCOBrPaMMaT椚eCKOrOCTPO兄a6xa3CKOrO幻もⅨa･･本論で用いたアブハズ語資料は,2000年･2001
年,2002年の夏にグルジア共和国で行ったアブハズ語の調査資料に基づいている･この言語調査のインフォー

マントはスフミ市南方の町オチャムチラOchamchira生まれのAnaTsvinariaさんである.彼女はアブハズで生ま

れ育ち,中等教育を受けた後,モスクワに勉学に行ったという.彼女は,アブジュイAbzhuy方言の話者である･

この方言はアブハズ文章語の基になった方言であり,スフミ市から南部に拡がっている･本論で用いたアブハズ

語の動詞活用形および文例は全てインフォーマントによって確かめられたものである･しかし調査の時間的制約

と不十分な資料のために,これは今まで調査した資料ノートを基にしたアブハズ語の疑問の動詞構造の概略であ

り,中間発表の性格をもつものである.アブハズ詩話者のAnaTsvinariaさんには様々な質問に対する忍耐のい

る調査に協力くださり感謝の意を表したい.なお記述の不十分さと不正確さは全て著者に帰せられる･

2KJMM｡Br.A.KaBKa3CKHei(3bIK臥-Co8emCKOe&3bLKO3tiafLue3a50^em.M.,1967.c.319参照.

3北西カフカース諸語(あるいはアブハズ･アドイゲ諸語)に属する言語は,アブハズ語Abuほ乙,アバザ

語Abaza(アバジン語ともいう),アドイゲ語Adyghe,カバルダ語Kabsrdian(あるいはカバルジン語)そして

ウビフ言吾Ubykhである.この内,アブハズ語とアバジン語は一つの言責吾グループを形成し,他方,アドイゲ語

とカバルダ語は共通のチェルケス語Circassianグループを形成する.この両グループの中間に位置するのがウピ

フ語である.ウビフ人は,1864年にトルコヘの移住の徽トルコ語等と急速に同化し,現在ではウピフ語話者

は存在しないのではないかと考えられている.これらの北西カフカース諸語は起源的な親線関係があると仮定さ

れるが,他のカフカース詩語であるカルトヴェリ語やナフ･ダゲスタン諸語との起源的関係は不明である･アブ

ハズ語とアバジン語は,厳密な言語的意味では一つの言語単位を成すが,今日では二つの言語としている･アブ

ハズ語は二つの下位方言,アブジュイAbzhuy方言(スフミ南方)とブジイブBzyp方言(スフミ北方)に分か

れ,アバジン語はタパント方言とアシュハル方言に分かれる.アブハズ文章語の基礎になった方言は.アブジュ

イ方言であり,本論もまたアブジュイ方言の資料を用いている.アブハズ語の話者の数は,全部で9万1千人,

アブハズ飯内で8万3千人(1979年調査)である.またトルコやシリア等の外国に約10万人のアブハズ人がい

るという.
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が可能な言語である4.そのような文法範晴を表す接辞の大部分は,アブハズ語においては接頭辞に

よって表現される.接尾辞によって表現されるものは,動態性,テンス･アスペクト,また一部の場

合にみられる否定及び疑問のマーカー等である.てのようにアブハズ語は語根の前に多くの接辞的要

素を置く所謂｢スロット(Slot)型｣言語である5.語根の前に置かれた人称･クラスを表す接頭辞を本

論では｢コラムco】umn｣6と呼ぶこととするが,アブハズ語はこのコラムの配置順序によって主体･

客体関係を決定する.この配置順序は,動詞語根を起点にその動詞の種類(他動性)によってその役

割が決まる.即ち,アブハズ語話者が発話されたアブハズ語を理解しようとするときには,線候的に

流れる人称マーカーを語根まで記憶し,語根を確定し,そして語根の種類を認定した後,これを今度

は逆方向に向かって語根部分から人称マーカーの確定に入ると考えられる.例えば,自動詞畠-S-ra"ぬ

hit"7を使った語形d-b5-S-Wejt,(<d-b5-S-WaJt,)8"he/shehitsyou(f･)"と他動詞a-ta-ra"togive"を使っ

た語形d-b5-S-tOjt,(<d-b5-S-ta-WaJt,)9"Igivehim/hertoyou(f･),,において,最初の三つの音は同じで

あるが,その機能は異なっている.語根は動態標識である一Wa-の前にあるものとして確定され得る･

従って,前者の語根は-S一であり,これは"tohit,,という意味の自動詞語根である.アブハズ語の自

動詞は一番目の人称マーカーは主語であり,二番目のマーカーは補語である(これを以下ではそれぞ

れ｢コラム1｣と｢コラム2｣と称する.以下では記号Cl,'C2をそれぞれ用いる).従って,この

語形はコラム1の-d-(これは3人称単数の人のクラス)からコラム2の-ba-(これは2人称単数の

女性のクラス)に向けられた｢打つ｣という行為を表している.これに対して,後者の語根は竜一で

あり!これは"to由Ve,,という意味の他動詞語根である.アブハズ語の他動詞は,自動詞とは逆に動

詞語根に近い第三番目の人称マーカー(これを｢コラム3｣と称する.以下では記号C3を用いる)

4これらの文法範疇に関しては,柳沢民雄｢アブハズ語動詞構造概説｣,『ロシア･ソヴィエト言語類型論

の研究』,平成12一平成13年度科学研究費補助金(基盤研究(C)(1))研究成果報告書,2002･pp･ト128･を参照･

5富岡伯人著『｢語｣とはなにか エスキモー語から日本語をみる』(三省堂,2002,pP･65一節)参照･この

著書の中で宮岡伯人博士は次のように｢スロット型言語｣について述べておられる:｢さて複統合語の性格につ

いていま一つ大切なのは,上にも触れた統合度の上限である.上限が比較的明確な言語もあれば,かならずしも

そうでない言語もある.両者は語の性格にも全体としての形態法的な性格にもかなりの違いがある.エスキモー

語は後者のタイプだが,前者のタイプの複統合語の記述には-しばしば,語根･語基の前あるいは後ろに前後関係

の定まった一定の｢スロット(枠slots)｣あるいは｢ポジション(位置position)｣がたてられる･そしてスロッ

トの各々は,パラダイムをなす(派生･屈折)形態素集合から選ばれた一つの形態素で埋められることによって,

語全体の形態素連続が定まってくる,つまり語が形成されるという形の記述になる.すなわち語は,その中心で

ある語根･語基の前あるいは後に措定される一定数のスロットを埋める形態素をつなぎあわせて得られた一系的

な連続体としてとらえられる.スロットはかならずしもその全部が埋められるわけではなく,ふつう多かれ少な

かれ欠番を残す.しかし,ともかくもそのようなスロットがたてられるということは,語内部に生起しうる形態

素の乳つまり統合度に一定の上限が認められるということであり,あらかじめ語の全体的な結構を予想してか

からなければならない窮屈さが語形成にともなうということでもある.このようなスロットがそれぞれにおいて

選択された形態素で埋められていく｢スロット型｣言語は,(連辞的というよりむしろ)範例的,したがって全

体としての(広義の)屈折語的だといえるかもしれない.｣(ibid.,Pp･65-66)

6｢コラム｣"columnl一という術語は,Hewittに拠る.Hewitt,G.Abkhaz.Routledge.1989･参照■

7"畠_S_ra"の形はマスグルmasdarと呼ばれる形であり,これはカフカース詩語に見られる名詞と動詞の特

徴をもつ文法範晴である.アブハズ語のマスグルは｢a十語根+ra｣の形をしている.状態動詞のマスグルはこの

形に継続性を表す-Zaa-が挿入されることがある.これは人称変化の際には現れない.このようなマスダルはア

ブハズ語において辞書の見出し語とされる.本論でも動詞を引用する際にはマスグル形で挙げ,英語の訳は｢10

不定形｣を付すこととする.なお畠-S-1･a"tOhit,,の動詞はアブハズ語では自動詞である.これについては註11を

参照.

8母音aはjの前でeに変わる.このwaは動態性(DYN)のマーカーである･

9母音aはwaと融合し0となる.
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が行為者を表し,第一番目の人称マーカーは他動詞の目的語を表す.第二番目の人称マーカーはこの

動詞の場合には間接目的語を表す.従って,コラム3の-S一(これは1人称単数)がコラム2の-由一

(2人称単数の女性のクラス)に向けて,コラム1の一d-(3人称単数の人のクラス)を｢与える｣

という行為を表している.これらの例からわかるようにアブハズ語においては,線僚的に配列された

形態素の意味は,最初から確定できるのではなく,ある段階に達して初めてその意味を理解すること

が可能となる.これらの例は最も基本的で単純な例であるが,アブハズ語においては先に触れたよう

に様々な文法範疇を表す接辞が接頭辞化され,さらにこの文法範疇を表す接頭辞にそれを規定する人

称･クラスマーカーが附くという構造を成している.アブハズ語話者はこれらの接頭辞の役割を語根

確定まで記憶し,それからそれらの働きを決め,文構造を認識するのであるから,記憶の負担量の観

点からも接頭辞(あるいは人称･クラスの項)の数はある制限された数にならざるを得ない.

アブハズ語の疑問文の形態法を記述するに当たり,動詞形態法に関して次の二つの形を区別してお

かなければならない.その第一は,アブハズ語動詞は｢状態動詞stativeverbs｣と｢動態動詞dynamic

verbs｣を区別することである.この区別は接尾辞要素の違いによって形態的に区別できる.例えば,

状態動態a-t'wa-rd一.tosit‖の現在時制肯定形s-t'6-WP'(<S-t'貞一Wp')lfIamsitting一一と動態動詞貞一yW-ra

一一torunttの現在肯定形sさ-yW-WeJt'ks5-yW-WaJt,).fIrun.一は,各語根-t,wa-と-yW-の後の接尾辞要素

に違いが見れらる.動態動詞の現在形にある-We-k-Wa-)は動態性を表す標識であり,状態動態に

はない.第二の動詞形態法上の区別は,定形finitefbrmsと非定形non一月nitefbrmsの区別である.定

形とは動詞そのものによって文を完結できる形であり,それは肯定形の接尾辞｣t,(動態動詞),-p'

(状態動態)によって標示される.他方,非定形はその動詞だけでは文を完結することができない形

であり,定形によって表される行為に依存した補充的な行為あるいは状態を表す形である.アブハズ

語では様々な状況詩的および位置的な接辞を動詞の非定形に挿入することによって,時間,場所,目

的,様態,等の関係を表すことができる.例えば,接続詞的な｢…のとき｣の意味を表す接頭辞-aロー

--wben…を用いた動態動詞現在形

(l)d-an一畠-p{0(<d-an一点-p{a-Wa)

(S)he(Cl)-When-it(C2)-read-DYN

‖when(s)heisreading,(…)一I

は,定形を表す接尾辞｣t'の欠如した非定形である.同様に,この接頭辞-an-…whent一を用いた状態

動詞現在形

(2)d-an5-CWo-W(<d-an5-CWa-W)10

(S)he(Cl)一When-Sleep-Non-Fin.

TIwhen(S)heissleeping(...)■一

は,定形を表す接尾辞一p'が欠如した非定形である.これらの非定形は文を完結させるためには他の

行為によって補完されねばならず,他の定形の動詞形を必要とする.例えば,

川d-anさ-CWa-Wのwの前にある母音aは,Wの前で0に変わる.
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(3)Lar畠 d-an5-CWo-W l-dn d-Want6jt,kd-Wanta-WaJt,).

She she(Cl)-When-SJeep-Non.Fin her-mOther she(Cl)-iron-DYN-Fin.

t.Whensheissleeplng,hermotherisiromng･I†

ここでは定形のd-Want6｣t'によって文が完結している.また非定形は,'関係詞を欠いたアブハズ語

において,関係代名詞の機能をもつ接頭辞と共に関係詞節をつくることができる.この接頭辞は,人

称接頭辞のコラム1の機能に対応するj-と人称接頭辞のコラム･2,3に対応する-Z一がある(この関

係代名詞的機能を有する接頭辞の文法的な表記として,l以下では記号 Rel.(= Re)ative)で標示す

る)･コラム1は自動詞の主語と他動詞の直接目的語の機能を果たすのであるから,このj-も関係

詞節内では同様の機能を果たす･例えば,自動詞a-Ca-r丘一■togo･･と他動詞a-yW-rd‖towrite一･を用い

た例を参照:

(4)ja-C6(<ja-Ca-Wa) 良一己'k'wn

Rel･(Cl)-gO-DYN the-boy

‖theboywhoisgolng一■

(5)j5-Za-yW-Wa a一首Wq'w5

Rel.(Cl)-Ⅰ(C3)-Write-DYN the-book

■lthebookwhichIamwritinglI

他方,コラム3は他動詞の行為者の機能を,コラム2は間接目的語の機能を果たすのであるから,

-Z-もまた関係節内ではこれら二つの機能を果たす.例えば,他動詞a-ta-r孟･･togive･･を用いたコラ

ム3の例(6)とコラム2の例(7)を参照:

(6)a一首Wq'w5 tj]-S5-Z-ta-Z 畠-e,k,wn

the-book【it](Cl)一tOme(C2)-Rel･(C3)-give-Non一石n.Past.Ind. the-boy

'.theboywhogavemethebook-f

(7)a｣蔦Wq'wさ U】-Z合一1-1貞一Z 畠一己lk,wn

the-book【it】(Cl)-Rel･(C2)一She(C3)-give-Non-fin.Past.Ind. the-boy

'ttheboy towhomshegavethebookT一

なお上の例(6),(7)の人称･クラスを表すコラム1の接頭辞j-は,その直前にそれと呼応する名詞が

あるときにはその接頭辞が顕れない.以下ではそのような場合にはl■】あるいはゼロ記号¢によって

それを標示することにする.

この非定形はまた本論で記述する疑問文においても用いられる動詞形である.後に詳しく検討する

ようにアブハズ語の疑問文は,動詞の非定形語幹に疑問の接尾辞を附加して形成される.例えば,上

に挙げた動態動詞a-P{a-ra■■toread‖を用いた疑問形

(8)a一首Wq'w5 j-i-P{0-da?(<j-i.p{a-Wa-da)

the-book Rel.(Cl)-it(C2)-read-DYN-Qu.(Who)

rTwhoisreadingthebook?,一
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は,非定形語幹に人を表す疑問接尾辞-daが附加されている.このアブハズ語の｢読む｣という動詞

は自動詞であるので,接頭辞はコラム1(主語)とコラム2(補語)の順に配置されている‖.この

コラム2の接頭辞-a-は名詞a一首Wq'wる(the-book)に呼応する3人称単数の人以外のクラスを表すマー

カーであり,コラム1の接頭辞j- は関係詞の役割をする接頭辞である.即ち,文字通りにこの動詞

形を解釈すれば,一一(One)who-it-read-Who?.一,Iit..Twhoisonewhoisreadingit?‖となり,疑問文が動詞

の非定形を用いる理由の一端が理解できるかと思われる.

2.アブハズ奮の人称･クラス接頭辞

アブハズ語の人称･クラス接頭辞は以下のようである.

Columnl(他動詞の直接目的語,自動詞の主語)

人称 単数

1
s(∋)-

2(男性) wb)一

2(女性) b(a)-

3(人間) d(a)-

3(人間以外) j(a)一/か

Column2(間接補語,間接目的語)

1

2(男性)

2(女性)

3(人間･男)

3(人間･女)

3(人間以外)

Column3(他動詞の行為者)

1

2(男性)

2(女性)

3(人間･男)

3(人間･女)

3(人間以外)

S(a)-

W(9)-

b(a)-

j(∋)-

1(∋)-

a-/¢-

S(∋)-/を

W(a)-

b(a)-

j(9)-

1(∂)-

a-/na-

複数

h(a)一

首W(a)一

首W(a)-

j(∋)-/か

j(さ)-/¢-

ha-/ah一

首W(a)一

首W(a)-

r(さ)-/d(∋)-

r(9)-/d(∋)-

r(a)-/d(∋)-

ha-/ah-/aa-

㌢匝)-/乏W一

首W(∋)一/乏W-

r(9)-/d(9)-

r(9)-/d(9)-

r(8)-/d(9)-

括弧内のシュア∂は一般にアクセントと子音連続(三子音連続を避けるために三子音の内の最初の

1日能格｣言語と言われるアブハズ語の他動性の語彙特徴は,対格言語の他動性の語彙特徴とは若干異なっ

ている.｢読む｣,｢打つ｣,｢叩く｣,｢突く｣,｢掴む｣,｢引っ張る｣,｢つねる｣,｢引っ掻く｣,｢接

吻する｣,｢舐める｣,｢噛む｣,｢頼む｣,｢呼ぶ｣等は自動詞である.詳しくは,mⅥMOB,r.A.巧卿

m城m.Mocx月a･1983,C･95-97.また柳沢民雄｢アブハズ語動詞構造概説｣pp.封-30.を参照.
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子音の後ろにシュアが顕れる)に係わって出現する12.コラム3の1人称と2人称の有声音のヴアリ

アントz-,aa-,乏W一は,語根の頭子音が有声音のときに現れる.例えば,a-ba-ri一■tosee一,のコラム3

が1人称単数の形を参照:

(9)ba-Z-b6｣t'(<*ba-S-b孟-jt')

you(f.)(Cl)-Ⅰ(C3)-See-(AOR)
t-Isawyou'-.

このヴアリアントはコラム3にのみ起こる現象であるので,これが他動詞にのみ生じ,自動詞には生

じないことに注意されたい.またコラム2とコラム3の3人称複数のヴアリアントd(或は,使役マー

カーr(9)が現れるとき(あるいは使役派生した語幹のとき)現れる.例えば,

(9-1)d-d5-ra-yW-We･jt'(<*d-ri-r9-yW-WaJt')

him/her(Cl)一they(C3)-CAUS-run-DYN-Fin.

t-theymakehim/herrun'一

またアブハズ語の動詞には,PreVerb(以下これをPREV によって記す)と呼ばれる副詞的要素が

語根前に置かれることがある.この際,他動詞のコラム3の人称接頭辞はpreverbと語根との間に配

置される.しかし自動詞においてはコラム2の人称接頭辞がpreverbと語根との間に配置されること

はない.例えば,他動詞a-n丘-Ca-ra.Ttodrivethither一一と自動詞丘-XWa-P菖p-ra一一tolookat,一のアオリスト

形を参照:

(10)j-ni-1-Ce-jt'(<j-n孟-1-Ca-¢-jt')

it/them(Cl)-PREV(thither)-She(C3)-drive-(AOR)-Fin.

一一shedroveit/themthitherl一

(11)s-bさ-XWa一再き3-¢｣t'

l(Cl)-yOu(f.)(C2)-PREV(at)-look-(AOR)-Fin･

一.Ilookedatyou‖

アブハズ語の否定マーカーm(a)は,アオリスト,完了,不定過去,過去完了の時制形において語

根前に置かれる.その他の現在,未来,未完了の時制形ではこの否定マーカーは接尾辞要素として置

かれる.上で挙げた自動詞貞一XWa一好一raMtolookat‖のアオリスト否定形と現在否定形を参照:

(12)s-b5-XWa-m一再aa-¢｣t'

Ⅰ(Cl)-yOu(f.)(C2)-PREV(at)-NEG-lookやOR)-Fin･
一tIdidn■tlookatyou.'

(13)s.b5-XWa一軒-Wa-m

I(Cl)一yOu(f.)(C2)-PREV(at)-look-DYN-NEG

12ァブハズ語のシュア8に関して詳しくは,柳沢民雄｢アブハズ語動詞構造概説｣pp.7-8,を参照.またアク

セントは言吾形成において移動する.アクセントに関してもibid.pp.9-10.を参照.
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一一Idon-tlookatyou"

他動詞も同様に,アオリスト等の時制における否定マーカーは語根前に置かれ,その前にコラム3の

人称接頭辞が置かれる.上で挙げた他動詞a-n畠-Ca-ral-todrivethither"のアオリスト否定形を参照:

(14)j,n畠-19-m-CeJt'(<j-na-1a-m-Ca-¢jt')

it/them(Cl)-PREV(thither)-She(C3)-NEG-drive-(AOR)-Fin･

r-shedidn7tdriveit/themthither‖

3.動詞の非定形

上述したようにアブハズ語の疑問文は,非定形語幹から形成される.この非定形語幹のテンス･ア

スペクトと法の形は以下のようになる.例えば,コラム1に関係詞を表す接頭辞j(∋)-をもつ状態動

詞a-g5la-ra-ttostand‖の形:

状態動態

現在

過去

肯定形

j-gilo-W(<j-g5la-W)

Rel.(Cl)-bestanding-Non.Fin･

"onewhoisstanding一'

j-g封a-Z

ReI.-bestanding-Past.Non.Fin.

一一onewhowasstanding'一

否定形

j-gる1a-m

Rel.-bestanding-NEG

.tonewhoisnotstanding一'

j-gさ1a-ma-Z

ReI.-bestanding-NEG-Past.Non.Fin.

1.onewhowasnotstanding一'

コラム1に関係詞j(a)-をもつ動態動詞a-yW-r孟"towrite.Tの形:

肯定形

動態動詞クラス1

現在

アオリスト

未来1

未来2

完了

jさ一1-yW-Wa

Rel.(Cl)-She(C3)-Write-DYN

-1thatwhichshewrites‖

jさ一1-yWa-¢

Rel.-She-Write-(AOR)

Mthatwhichshewrote"

j5-l-yW-ra/-ra

ReI.-She-Write-Fut.1.Non.Fin.

.,thatwhichshewi)lwriteinthatcase..

jさ-トyW∋ぜa

Rel.-She-Write-Fut.2.Non.Fin.

"thatwhichshemay probablywrite.一

jさ-1㌻yW一灯O-W(<j5-b-yW-{a-W)

ReI.-She-Write-Pefect-Non.Fin.

t.thatshehaswritten.一
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否定形

jさ-l-m-yW-Wa

Re).-She-NEG-Write-DYN

-1thatwhichshedoesn-twrite一一

j5-トm-yW9一¢

ReI.-She-NEG-Write-(AOR)

一一thatwhichdidn-twrite一一

jさ-l-m-yW-ra/-r9

Rel.-She-NEG-Write-Fut.1.Non.Fin.

"thatwhichshewon-twriteinthatcase-f

j5-1a-m-ra一軒a

Rel.-She-NEG-Write-Fut.2.Non.Fin.

一1thatwhichshemaynotprobablywrite"

j5-1-ma-yW-{0-W(<j5-1-ma-yW-Xa-W)

Rel.-She-NEG-Write-Peftct-Non.Fin.

1.thatshehasnotwrittenlt



α■

動態動詞クラス2

未完了

不定過去

条件法1

条件法2

過去完了

j5-1a-yW一灯a(C)

j5-トyW-Wa-Z

Rel.-She-Write-DYN-Class2.

1,thatwhichshewaswriting一一

jうー1-yW∂-かZ

Rel.-She-Write-AOR-Class2.

‖thatwhichshewroteand…一▼

jる-1-yW一指-Z

Rel.-She-Write-Condl.-Class2.

1-thatwhichshewouldwriteinthatcase一.

jる-1-yW9一軒a-Z

Rel.-She-Write-Cond2.-Class2.

Mthatwhichshemightwrite-1

j5-l合一yW-{a-Z

Rel.-She-Write-Perf.-Class2.

‖thatshehadwritten一,

jさ-トm9-yW-{a(C)

j5-1-ma-yW-Wa-Z

Rel:She-NEG-Write-DYN-CIass2.

.一thatwhichshewasnotwriting'l

j5-1a-m-yW9-0-Z

Rel.-She-NEG-Write-AOR-C)ass2.

‖thatwhichshedidn-twriteand...一一

jる-1-m9-yW一指-Z

Rel.-She-NEG-Write-Condl.-Class2.

一一thatwhichshewouldnotwriteinthatcase..

jさ-1ヨーm-r9一首つa-Z

Rel.-She-NEG-Write-Cond2.-Class2.

.,thatwhichshemightnotwrite

j5-1-ma-yW一灯a-Z

Rel.-She-NEG-Write-Perf.-Class2.

..thatshehadnotwritten丹

ここで動態動詞を二つのクラス1とクラス2に分けているが,これは疑問文の所で触れるように形態

法上の違いが認められるためである.上の例から分かるよぅに動態動詞クラス2の語形は全て末尾要

素_Zによって語が終わっている(これを以下Class2.と称する).これは,例えば,疑問文の語形成

においても変わらずlクラス2の時制と法の疑問文は全て末尾にあるzの要素の前に疑問の接辞が置

かれるのである.

コラム2,コラム3に関係詞を表す接頭辞z(9)がある場合も接尾辞要素は上の例と変わることは

ない.一例としてしばしば見られる,コラム3に関係詞を表す接頭辞z(∋)をもつ現在形の肯定形と

否定形は次のようである:

現在

肯定形

J∂-Z-yW-Wa

it/them(Cl)-Rel.(C3)-Write-DYN

"onewhowritesit/them11

否定形

Ja-Z9-m-yW-Wa

it/them(Cl)-Rel.(C3)-NEG-Write-DYN

-10neWhodoesnttwriteit/them一一

語根が母音aで終わっている場合には,直接に接触する動態性マーカーWaとの融合の結果として

｡となる.これは現在形と未完了にのみ生ずる.その他の形は上の例と同じである.例えば,a-ba-r孟

t･tosee一一のコラム1に関係詞を表す接頭辞j(?)-をもつ例を参照:

現在

肯定形

j5-l-bo(<j5-1-ba-Wa)

Rel.(Cl)-She(C3)-See-DYN

‖thatwhichshesees‖
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否定形

j5-1a-m-bo(<jる-19-m-ba-Wa)

Rel.(Cl)-She(C3)-NEG-See-DYN

‖thatwhichshedoesnltseeM



未完了 j5-l-bo-Z(<j5-l-ba一甲a-Z)

Rel.-She-See-DYN-Class2.

.,thatwhichshewasseelng一'

j5-b-m-bo-Z(<j5-1a-m-ba-Wa-Z)

Rel.-She-NEG-See-DYN-CIass2.

‖thatwhichshewasnotseelng"

4.疑問文の形態

4-1.Mwho?り疑問文の形態

｢誰が｣,｢誰を｣,｢誰に｣等の人のクラスの疑問形は,疑問の接尾辞daを非定形語幹に附加

することによって形成される.da を附加する際に,状態動詞の非定形･肯定形と動態動詞の完了形

の語幹未にある-Wは欠如する.また動態動詞クラス2においては,疑問の接尾辞daは-Z(Class2)

の前に置かれる.人称･クラス接頭辞は,疑問とする人称･クラスの接頭辞に相当する関係詞接頭辞

によって表示される.即ち,自動詞の主語(｢誰が?｣),あるいは他動詞の目的語(｢誰を?｣)

を疑問とする場合には,コラム1に接頭辞j(功一 を置く.他動詞の行為者(｢誰が?｣),あるいは

間接目的語(｢誰に?｣)を疑問とする場合には,コラム3あるいはコラム2に接頭辞z(8)を置く･

次の例を参照:

a)コラム1に接頭辞j(a)を置く例:

自動詞の主語(状態動態a-g51a-ra..tOStand=)

現在

過去

肯定形

j-g5la-da?

Rel.(Cl)-bestanding-Qu･

"whoisstanding?"

j-g51a-da-Z?

Rel.-bestanding-Qu.一Past

Mwhowasstanding?一.

自動詞の主語(動態動詞かpra-ra "toread■.)

現在

肯定形

j一点-prO-da?(<j一点-p{a-Wa-da)

Rel.(Cl)-it(C2)-read-DYN-Qu.

一一whoisreadingit?'.

アオリストj-ま-P{a-da?(<j一点-Pra-かda)

Rel.-it-read-(AOR)-Qu.

I.whoreadit?‖

未来1 J-a-p{a-r5-da?

Rel.-it-read-Fut.1-Qu.

一■whowillreaditinthatcase?一一

完了 j一点-P{a-ra-da?

Rel.-it-read-Perf.-Qu.

T.whohasreadit?一一

未完了 j一点-P{0-da-Z?(<j-a-P{a-Wa-da-Z)
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否定形

j-g5la-m-da?

Rel.-bestanding-NEG-Qu.

一一whoisnotstanding?"

Ja-m-g51a-da-Z?

Rel.-NEG-bestanding-Qu.-Past

-1whowasnotstanding?1一

否定形

j-a-m5-PrO-da?(<j-a-mら-p{a-Wa-da)

Rel.-it-NEG-read-DYN-Qu.

■一whoisnotreadingit?‖

j-a-m5-PXa-da?(<j-a-m5-PXa-0-da)

Rel.一it-NEG-read-(AOR)-Qu.

‖whodidnltreadit?‖

J-a-mさ-pX:a-r5-da?

Re).-it-NEG-read-Fut.1-Qu.

"whowon-treaditinthatcase?一一

J-a-ma-pXa-a{a-da?

Rel.-it-NEG-read-Perf.-Qu.

‖whohasnotreadit?1.

j-a-m5-p{0-da-Z?(<j-a-mる-pXa-Wa-da-Z)



ReI.-it-read-DYN-Qu.-C)ass2.

''whowasreadingit?‖

条件法1J-a-P{a-r5-da-Z?

Rel.-it-read二Cond.l-Qu.-Class2.

11whowouldreaditinthatcase?Tf

過去完了 j-d-P{a-でa-da-Z?

Rel.-it-read-Perf.一Qu.-Class2.

"whohadreadit?一一

他動詞の目的語(動態動詞a-d5r-ral-toknow..)

現在

肯定形

j5-l-d9トWarda?

Rel.(Cl)-She(C3)-know-DYN-Qu.

1.whomdoessheknow?I一

アオリストj5-1-d9r-da?(<j5-1-dar-0-da)

Rel.(Cl)-She(C3)-know-(ÅOR)-Qu.

‖whomdidshegettoknow?‖

未完了 j5-1-dar-Wa-da-Z?

Rel.-it-NEG-read-DYN-Qu.-Class2.

''whowasnotreadingit?'■

J-a-ma-p又a-r9-da-Z?

Re).一it-NEG-read-Cond.1-Qu.-Class2.

Hwhowouldnotreaditinthatcase?I-

J-a-m9-pXa-a{a-da-Z?

Re).-it-NEG-read-Perf.-Qu.-Class2.

t-whohadnotreadit?.l

否定形

ja-トz5-m-d3r-Wa-da?】3

Rel.(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-DYN-Qu.

TIwhomdoesn-tsheknow?一I

jヨーl-Z5-m-dar-da?(<ja-1-Z5-m-dar-0-da)

Rel.(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-(AOR)-Qu.

一■whomdidnrtshegettoknow?一T

J9-1-Z5-m-d9r-Wa-da-Z?

Rel.(Cl)-She(C3)-know-DYN-Qu.-Class2.Rel.(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-DYN-Qu･-Cl･2･

.Twhomdidsheknow?.■

りコラム2に接頭辞z(∋)を置く例:

状態動詞の間接補語(良一ma-Zaa-ra‖tobe,tOhave一.)14

現在

過去

肯定形

J合一Z-m畠-da?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-Qu.

r.whohasit?=yKOrOeCThTO?一一

J9-Z-m孟-da-Z?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-Qu.-Class2･

l-whohadit?■一I.yKOrO6hlJIOTO?'.

動態自動詞の間接補語(a-CX5raa-ra‖tohelp■.)

肯定形

t,whomdidnltsheknow?一一

否定形

J合一Z-m丘-m-da?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-NEG-Qu.

‖whodoesn.thaveit?…yKOrOHeTTOrOt一

Ja-Z-m畠-m-da-Z?

it(Cl)-Rel.(C2)-be/have-NEG-Qu.-Class2.

一一whodidn.thaveit?…yKOrOEe6hIJIOTOrO'■

13a_d6r_1･a‖toknow･･の否定形は｢可能法Potentialis(=POTEN)｣を使う.可能法とは北西カフカース諸語や

カルトヴェリ諸に見られる文法範晴であり,一般に行為の遂行が随意的に不可能なことを表す.この可能法を用

いた文は倒置構造をしており,その動詞は自動詞である.詳しくは,柳沢民雄｢アブハズ活動詞構造概説｣pp･
95-103.を参照.

]4畠_ma_Zaa_ral･tobe,tOhave"は倒置動詞inversiveverbsである.倒置動詞とは形態論的には自動詞であるが,

統語･意味論的には他動詞と見なされる,一群の,自動詞と他動詞との中間的な動詞である.これに含まれる動

詞には｢感覚動詞verbasentiendi｣,｢情緒動詞verbaaffectuum｣,｢所有動詞verbahabendi｣がある.倒置動

詞についての詳細は,｢アブハズ語動詞構造概説｣pp.89づ5を参照.
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現在 b-Z5-CXraa-Wa-da?

you(f.)(Cl)-Rel.(C2)-help-DYN-Qu･

一一whomdoyouheIp?Tl

アオリストb-Z5-CXraa-da?(<b-Z5-CXraa-¢-da)

you(f.)-Rel.-help-(AOR)-Qu･

.twhomdidyouhelp?"

動態他動詞の間接目的語 (餌a-m‖togive‖)

肯定形

現在 j-Za-b-t6-da?(<j-Za-b-t畠-Wa-da)

it(Cl)-Rel.(C2)-yOu(f.)(C3)-give-DYN-Qu･

一一towhomdoyou(f.)giveit?'■

アオリストj-Za-b-t孟一da?(<j-Z3-b-t畠-0-da)

it(Cl)-Rel.(C2)一yOu(f.)(C3)-give-(AOR)-Qu･

.1towhomdidyou(f.)giveit?''

否定形

ja-Z-ba-m-t6-da?(<j合一Za-b9-m-t孟一Wa-da)

it(Cl)一Rel.(C2)-yOu(f.)(C3)-NEG-give-DYN-Qu･

r-towhomdonltyou(f.)giveit?‖

ja-Z-ba-m-t孟-da?(<ja-Z-ba-m-t孟一かda)

it(Cl)-Rel.(C2)-yOu(f.)(C3)-NEG-give-(AOR)-Qu･

一ttowhomdidn-tyou(f.)giveit?.l

坤_15
否定形

Ja-Z-Z5-ba-m-yW8-da?

it-Rel.-OV-yOu(f.)-Write-Qu.

"towhomdidnItyou(f.)writeit?一一

客体相obiectiveversion(OV)に現れるコラム2の例

肯定形

アオリストja-Z-Zる一b-yWa-da?

it(Cl)-Rel.(C2)-OV-yOu(f.)(C3)-Write-Qu･

..towhomdidyou(f.)writeit?一.

接頭辞 c･一with"とともに現れるコラム2の例(丘-tai-ra"tosell=)

現在

肯定形

Ja-Z-C5+b-tai-Wa-da?

it(Cl)-Rel.(C2)+with-yOu(f.)(C3)-Sell-DYN-Qu･

一Iwithwhomareyou(F)sellingit?■一

c)コラム3に接頭辞z(9)を置く例:

動態他動詞の行為者(孟イa-C'a-m ..todo,一,一一tomake-1)

現在

肯定形

j-q'a-Z-C'6-da?(<j-q'a-Z-C'孟-Wa-da)

it(Cl)-PREV-Rel.(C3)-do-DYN-Qu･

一一whoisdoingit?‖

アオリストj-q'a-Z-C'畠-da?(<j-q'a-Z-C'a-¢-da)

it(Cl)-PREV-Rel.(C3)-do一(AOR)-Qu･

f.whodidit?一一

否定形

j-q'a-Za-m-C'6-da?(<j-q'a-Za.m-C'昌一Wa-da)

it(Cl)一PREV-Rel.(C3)-NEG-do-DYN-Qu･

‖whoisnotdoingit?一一

j-q'a-Za-m-C'貞一da?(<j-q'a-Za-m-C'a-¢-da)

it(Cl)-PREV-ReI.(C3)-NEG-do-(AOR)-Qu･

t■whodidnltdoit?..

I5ここで使われている客体相objectiveversionは,｢書く｣という動詞の間接目的語を表現するために用いら

れる.この客体相マーカーとそれに前置する人称･クラスを表す項によって,｢誰々に(書く)｣が表現される

(以下の例文(20),(21)も参照).多くの動詞の与格的な機能はこの客体相によって表現される(例外はtこの客

体相を使わない｢与える｣という意味の動詞昌一t糾aである).客体相にに関しては,柳沢民雄｢アブハズ語動

詞構造概説｣pp.53-59.を参照.
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未完了 j-q,a-Z-C,6-da-Z?(<j-q'a-Z-C'£-Wa-da･Z)j-q'a-Z9-m-C'6-da-Z?(<j-q'a-Za-m-C'孟-Wa-da-Z)

iトPREV-ReI.-do-DYN-Qu.-Class2. it-PREV-Rel.-NEG-do-DYN-Qu･-Class2･

IIwhowasdoingit?I一 ‖whowasnotdoingit?.1

過去完了 j-q'a-Z-C'a-で去-da-Z? J-q'a-Za-m-C'a-{孟-da-Z?

it-PREV-Rel.-do-Perf.-Qu.-Class2. it-PREV-Rel.-NEG-do-Perf･-Qu･-Class2･

一一whohasdoneit?Tl ■■whohasnotdoneit?lT

文例: Ja-W-Z5-q,a-Z-C'0-da(<Ja-W-Z5-q'a-Z-C'a-Wa-da) war昌 益-fat'w?

it(Cl)-yOu(m.)(C2)-OV-PREV-Re).(C3)-make-DYN-Qu･yOu(m･)the-food

..Whoismakingamealforyoursake･M

使役形における行為者(i-tai-ra一一tosellM)

肯定形

アオリストj9-S-Z5-r-tqj-da?(<ja-S-Z5-r-tqj-¢-da)

it(Cl)-me(C2)-Rel.(C3)-CAUS-Sell-(AOR)-Qu･

一一whomademesellit?l,

4-1-1.独立代名詞の疑問文

アブハズ語は,上で記述した疑問の接尾辞を動詞複合体内に含める疑問形の他に,疑問の独立代名

詞dd,ban‖who･･を用いた疑問文も可能である.この場合,動詞形は非定形語幹を用い,動詞接頭辞

は相応する関係詞を表す接頭辞j(a)あるいはz(9)を用いる.例えば,状態動詞a-t'wa-ri‖tosit"の現

在形と過去形を参照(括弧内は動詞複合形に疑問の接頭辞がある形):

現在

過去

肯定形

ddIもan ardq'a j-t'w6-W?(<j-t'w畠-W)(Cf･ardq'a j-t'w丘-da?)

who here Rel.一Sit-Non.Fin.

t-whoissittinghere?.1

dafban araqa j-t'w孟-Z?

who here Rel.-Sit-Past.Non二Fin.

■.whowassittinghere?…

(Cf.ardq'a j-t'w丘-da-Z?)

また他動詞a-p-q,a-r孟l-tofell‖を用いた例を参照:

肯定形

アオリスト darban a亘j 貞一C,1a o-P5-Z-q'a一¢? (Cf･a吟i畠-C'1a¢一p5-Z-q'a-da?)

who this the-tree(it)(Cl)-PREV-Rel.(C3)-fe11-(AOR)

一twhofelledthistree?‖

さらに一･whoamI?",‖whoal･eyOu?一■等の表現は次のようである:

sar孟 sa-Z5wsto-W?/s合一Zるwsta-da?.1whoamI?‖

war畠 wa-Z5wsto-W?/wa-Z5wsta-da?Mwhoareyou(m.)?一'
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bar孟 ba-Z5wsto-W?/ba-Z5wsta-da?

lar孟 da-Z5wsto-W?/da-Z5wsta-da?

jar孟 da-Z5wsto-W?/da-Z5wsta-da?

har孟 ha-Z5wsto-W?/ha-Z5wsta-da?

苫WaI名 言Wa-Z5wsto-W?/首Wa-Ziwsta-da?

dar畠 0-Z5wsto-W?/0-Zうwsta-da?

一twhoareyou(f.)?"

川whoissbe?l■

--whoishe?,-

一一whoarewe?一一

一twhoareyou(Pl.)?‖

ttwhoarethey?"

また疑問代名詞を用いて次のよう.に表すこともできる:

Sar孟 s-Zak'w5ze｣?
Ⅰ トwho-qu.

■-whoamI?--

4-1-2.■-wbose?‖の疑問文の形態

｢誰のwhose?｣の意味の疑問文は,状態動詞a-t,wi-Zaa-ra1.tobelongto一一の非定形と人を表す疑問

の接尾辞-daによってつくることができる.この動詞a-tW5-Zaa-raは自動詞であり,動詞は主語とし

てのコラム1と間接補語としてのコラム2を要求し,平叙文は次のようである:

(15)Ar句 a一首Wq'w5 sar孟 j9-S-t'w5-WP'.

this the-book I it(Cl)-me(C2)-belongto-STAT.PRES.

.一Thisbookbelongstome.(Thisbookismine.)''

従って,｢誰の｣という疑問文は,コラム2に関係詞接頭辞-Z(功一を置き,接尾辞-daを用いた上述

の疑問文と同じ構造になる.次の例を参照(現在形では-daの前で非定形の語幹末の-Wが欠如する

ことに注意.4-1参照):

(16)A亘j a｣菖Wq'w9 ¢-Z-t'wさ-da?

this the-book(it)-Rel.-belongto-Qu.

1it.‖Towhomthisbookbelongs?一一(=‖Whosebookisthis?")

(17)b-Za-Pで6 a一首Wq'wa ¢-Z-t'wる-da?

you(f.)-Rel.-read-DYN.Non.Fin. the-book (it)-ReI･-belongto-Qu･

lit.一一Towhomdoesthebook,Whichyouarereading,belong?一一

(=nWhosebookareyoureading?一T)

4-2.,,what?り疑問文の形態

｢何が｣,｢何を｣等の人以外のクラスを表す疑問形は,非定形語幹によって形成される.動態動

詞クラス1と状態動態現在形は,この非定形語幹に疑問の接尾辞｣あるいは-Zejを附加することに

よって形成される.なお我々のインフォーマントに拠れば,接尾辞が附加する際に,完了形と状態動

態現在形の末尾の-Wは消失する場合があるが,その場合にその直前にある母音aは0に替わる.他

方,動態動詞クラス2と状態動態過去形は,疑問の接尾辞を附加しない非定形から形成される.人称･

クラス接頭辞は,上述した｢誰が｣等の疑問文と同様に,疑問とする人称･クラス接頭辞に相当する
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関係詞接頭辞j(?)(Cl)あるいはz(a)(C2,C3)によって標示される.以下の例を参照:

a)コラム1に接頭辞j(∂)を置く例:

1項自動詞の主語(状態動態a-g51a-ra,.tostand1.)

現在

過去

肯定形

j-g5lo｣?(<*j-g51a-W9｣)

Re).(Cl)-bestanding-Non.Fin.-Qu.

t.whatisstanding?'l

j-g引a-Z?

Rel.-bestanding-Past.Non.Fin.

'lwhatwasstanding?1一

2項自動詞の主語(状態動態益-ma-Zaa-ra,一tobe,tOhave.r)

現在

過去

肯定形

j-b5-mO-W-Z亘kj-b5-ma-W-Zej)

Rel.(Cl)-yOu(f.)(C2)-have-Non.Fin.-Qu.

一一whatdoyouhave?一一

j-b5-ma-Z?/j-b5-ma-Z9-Z?

Rel.-yOu(f.)-have-Past.Non.Fin.

/Rel.一yOu(f.)-have-Qu.-Past.Non.Fin.

''whatdidyouhave?'一

叫コラム2に接頭辞z(さ)を置く例:

動態自動詞の間接目的語(d-Pga-ra‖toreadM)

動態動詞クラス1

肯定形

現在 d-Z9-P{6｣/-Zqj?(<d-Za-P{貞一Wa｣/-Zqi)

否定形

j-g51a-m∋｣?

Rel.-bestanding-NEG-Qu.

t.whatisnotstanding?川

J-g引a-mQ-Z?

Rel.一bestanding-NEG-Past.Non.Fin･

.twhatwasnotstanding?一.

否定形

j-b5-ma-m-ZeJ

Rel.-yOu(f.)-have-NEG-Qu.

1'whatdon'tyouhave?‖

j-b5-ma-m-Za-Z?

Rel.-yOu(f.)一have-NEG-Qu.-Past.Non.Fin.

Mwhatdidnltyouhave?.7

否定形

由一Z-m5-prO｣/-Z再?

(S)he(Cl)-Rel.(C2)-read-DYN-Qu. (S)he(Cl)-Rel.(C2)-NEG-read-DYN-Qu.

.twhatdoes(S)heread?'一

アオリストd-Z9-prij/d-Z9-p{孟-Zej?(<d-Za-P{孟-¢｣/-Zej)

(S)he-Rel.-read-(AOR)-Qu.

…whatdid(s)heread?‖

未来2 d-Za-p{畠ぜej/-$a-Zej?

(S)he-Rel.-read-Fut.2-Qu.

‖whatmay(S)heread?"

完了

..whatdoesn.t(S)heread?‖

d9-Z-mさ-Pでe｣/-p{a-Zej?

(S)he-Rel.-NEG-read-(AOR)-Qu.

ttwhatdidnTt(S)heread?.一

da-Z-mる-praぜej/一首Pa-Z可?

(S)he-Rel.-NEG-read-Fut.2-Qu.

t-whatmay not(S)heread?一'

d-Z9-p{a-で6-j/-Zej?(<d-Z9-PX:a-r孟-W-j/一Zqj) d9-Z-m5-pX:a-rO-j?

-33-



(S)he-Rel.-read-Perf.-Qu.

ttwhathas(S)heread?..

動態動詞クラス2

肯定形

未完了 d-Za-p{6-Z?(<d-Z3-p{孟-Wa-Z)

(S)he-Rel.-read-DYN-Class2.

川whatwas(S)hereading?‖

動態他動詞の直接目的語(畠-q7a-C'a-ra 一一todo,tOmake1.)

動態動詞クラス1

肯定形

現在 jさ-q'a-1-C:0｣?(<jさ-q'a-l-C'a-Wa｣)

Rel.(Cl)-PREV-She(C3)-do-DYN-Qu･

tTwhatdoesshedo?一1

アオリストj5-q'a-1-C'e｣?(<j5-q'a-1-C'a-¢｣)

w j5-q'a-1-C'a-Zej?

Rel.-PREV-She-do-(AOR)-Qu.

一twhatdidshedo?一一

動態動詞クラス2

肯定形

未完了 j5-q'a-l-C'0-Z?(<j5-q'a-1-C'a-Wa-Z)

Rel._PREV-She-do-DYN-Class,2.

‖whatwasshedoing?.一

(S)he-Rel.-NEG-read-Perf･-Qu･

●一whathasn-t(S)heread?1.

否定形

由一Z-mる-prO-Z?

(S)he-Rel.-NEG-read-DYN-C)ass2･

‖whatwasn-t(S)hereading?'l

否定形

j5-q'a-b-m-C'0-j?(<ji-q'a-1合一m-C'0｣)

Rel.-PREV-She-NEG-do-DYN-Qu.

.1whatdoesn-tshedo?.l

j5-q'a-1合一m-C'erj?(<j5-q'a-1a-m-C'a-¢｣)

j5-q'a-b-m-C'a-Zej?

Rel.-PREV-She-NEG-do-(AOR)-Qu.

一一whatdidnTtshedo?…

否定形

j5-q'a-1a-m-C'0-Z?(<jさ-q'a-19-m-C'a-Wa-Z)

Rd.-PREV.she-NEG-do-DYN-Class.2.

..whatwasn.tshedoing?"

上記の動詞複合体内に接尾辞を附加する方法の他に,独立疑問代名詞jdrban-1what?‖を用いる方法

もアブハズ語にはある.これは4-1で述べたdarban一,who?1.の場合と同様に,動詞は非定形を用いる■

例えば,状態動詞a-g51a-ra･ttostand"の現在形と過去形･及び他動詞d-q,a-C,a-ra,■todo,tOmake一一のア

オリスト形を参照(括弧内は動詞複合体内に疑問の接頭辞がある形):

現在

過去

肯定形

jdrban j-g5Io-W?(<j-g51a-W)

what Rel.(Cl)-bestanding-Non.Fin.

一一whatisstanding?"

j丘rban j-g51a-Z?

what Rel.-bestanding-Past.Non･Fin･

.1whatwasstanding?‖

アオリストj孟沌an ji-q'a-l-C'a-¢?

(Cf.j-gさlo｣?)

(Cf.j-g引a-Z?)

(Cf.j5-q'a-1-C'e｣?)

what Rel.(Cl)-PREV-She(C3)-do一(AOR)
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一一whatdidshedo?一一

さらに一,whatisthis?.1の表現は疑問代名詞を用いて次のように表現できる

a吟j zak'w5｣?/zak'5-Z(e)j?

this what-Qu.

4-3.Myes･nOり疑問文の形態

アブハズ語のttyes-nO-●疑問文は,肯定疑問と否定疑問ではその形成に用いられる接尾辞が異なる･

肯定疑問文は,非定形語幹の末尾に疑問の接尾辞-ma(稀に-Wも)を附加してつくられる.この疑

問文のイントネーションは動詞形の部分において下降調を特徴とする.例えば,AiWq'w5b5mowma?

,lDoyouhavethebook?一一は,以下のようななイントネーションを特徴とする･

A蔦Wq'wるb5mowm{?

動態動詞クラス2においてもーZ(Class2)の後ろに-maを附加する(4-1の-da-との違いを参照)･

これに対して,否定疑問文は,非定形語幹の末尾に接尾辞｣あるいはぅa｣を附加してつくられる･

否定の疑問文のイントネーションは,肯定疑問文ほど急激な下降調を特徴をしていないようである･

例えば,舶Wq,w5bさma3amqj?f-Don-tyouhavethebook?..のイントネーションは以下のようになり,

肯定疑問文ほど急激な声の下降はみられない.

A菖Wq'w5b5ma3amqi?

動態動詞の現在形と動態動詞クラス2(状態動詞の過去もまた)の形では｣は省略することが可能

である.動詞の人称･クラス接頭辞は各人称･クラスに相応する接頭辞をとる.以下の例を参照‥

状感動態(貞一ma-Zaa-ra一一tobe,tOhave■t)

現在

過去

肯定形

j-bる-mO-W-ma?(<j-b5-mムーW-ma)

it-yOu(f.)-have-Non.Fin･-Qu･

..doyouhaveit?一■

j-b5-ma-Z-ma?

it-yOu(f.)-have-Past.Non･Fin･-Qu･

…didyouhaveit?"

2項動態動詞(a-d5r-ra.1toknowH)

肯定形

動態動詞クラス1

現在 sa-1-d5r-Wa-ma?

否定形

否定形

j-b5-ma-3a-maj?

it-yOu(f.)一have-EMPH-NEG-Qu･

一一don-tyouhaveit?.一

j-b5-ma-3a-m-Z?

it-yOu(f.)-have-EMPH-NEG-Past.Non･Fin･

r.didn-tyouhaveit?一一

Sa-1-Zさ-m-dar-30?(<Sa-1-Z5-m-dar-3a-Wa)

me(Cl)-She(C3)-know-DYN-Qu.Ⅰ(Cl)-her(C2)-POTEN-NEG-know-EMPH-DYN

‖doessheknowme?‖ ‖doesnttsheknowme?一一
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アオリストs9-トd女-¢-ma?

me(Cl)-She(C3)-know-(AOR)-Qu･

ttdidshegettoknowme?ll

未来1 sa-ト舶r一指一W?16

me-She-know-Fut.1-Qu.

T.wi11sheknowmeinthatcase?一一

動態動詞クラス2

未完了 sa-1-dさr-Wa-Z-ma?

me-She-know-DYN-Class2.-Qu.

t-didsheknowme?一一

sa-1-Z5-m-dar一¢-3e｣?(<Sa-トz5-m-d9r-¢-3a｣)

Ⅰ(Cl)-her(C2)一POTEN-NEG-know一(AOR)-EMPH-Qu･

f.didnltshegettoknowme?ll

s9-1-Z5-m-dar-30-Z?(<S合一1-Z5-m-dar-3a-Wa-Z)

I_her_POTEN-NEG-know-EMPH-DYN-Class2.

ttdidn■tsheknowme?一f

3項他動詞畠-ta-ra･ftogive･･を例にして11yes-nO･･疑問文の文例を挙げる(時制はアオリスト)

(18) J-S5-1-ta-¢-ma

it(Cl)-tOme(C2)-She(C3)-give-(AOR)-Qu･

tIDidsheglVemethebook?lI

(19)J-Si-b-m-ta-0-3e-j(<J-Si-1合一m-ta-¢-3a｣)

it-tOme-She-NEG-give一(AOR)-EMPH-Qu･

一.Didn-tshegivemethebook?一'

a｣菖Wq'wら?

血e-bok

a-菖Wq'wう?

the-book

また2項他動詞a-yW-ra･･towrite･Tに客体相objectiveversionを含んだttyes-nO一■疑問文の文例は次のよ

うである:

(20) あ-S-Z5-b-yW合一¢一ma a椙Wq'wる?

it(Cl)-me(C2)-OV-yOu(f･)(C3)一Write-(AOR)-Qu･the-1etter

一一Didyou(f.)writethelettertome?''

(21) Ja-S-Zi-b-ma-yW-か3e-j

it-me-OV-yOu(f.)-Write-(AOR)-EMPH-Qu･

ttDidn-tyou(f.)writethelettertome?.1

a一首Wq'wる?

the-1etter

4-4.･-w血ere?‖,･･血en?‖,▼･血y?t･,--bow?･･,‖whence?ttの疑問文の形態

｢どこに(へ)｣,｢何時｣,｢何故｣,｢如何に｣,｢どこから｣等の副詞の意味を表す疑問文

は,それぞれの疑問の接頭辞を動詞複合体のコラム1の直後に挿入し,動詞語幹を非定形にすること

により形成される.接尾辞は疑問の副詞の接頭辞によって若干の変異をみせるが･それも接尾辞 -j

を附加するかしないかの変異であり,概ねアオリストと未来形では｣を附加することが好まれるよ

16インフォーマントに拠れば,この未来1の否定形は現在時制の否定形と同形である･
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うである.動詞の人称･クラス接頭辞は平叙文の配置に従う.

4-4-1.■-where?--の疑問文

｢どこで･に(場所)｣あるいは｢どこへ(方向)｣の疑問の接頭辞は,どちらも同じく-aba-で

あり,コラム1の直後に置かれる.動詞語幹は非定形語幹を用いるが,動態動詞クラス1は完了形を

除いて,接尾辞に｣を附加することもまた可能である.インフォーマントに拠れば,アオリストと

未来形ではこの接尾辞｣を附加することが好まれるようである.動態動詞クラス2では非定形の他

に,接尾辞-Z(Class2)の直前に一Z合一を挿入するヴアリアントも可能という.状態動詞は非定形のま

まである.

状態動態(a-g5la-ra一●tostand一.)

現在

過去

肯定形

d-ab孟一galo-W?(<d-ab畠-gala-W)

(S)he(Cl)-Where-Stand-Non.Fin.

t-whereis(S)hestanding?''

d-aba-g∋1a-Z?

(S)he-Where-Stand-Past.Non.Fin.

"wherewas(S)hestanding?'一

否定形

d-ab孟-gala-m

(S)he-Whereqstand-NEG

t-whereisn-t(S)hestanding?'l

d-ab畠-gala-ma-Z?

(S)he-Where-Stand-NEG-Past.Non.Fin.

TIwherewasnlt(s)hestanding?'l

なお疑問の接頭辞-aba一がコラム1とコラム2の間に置かれることは,次の2項状態動詞ま-ma-Zaa-ra

一一tobe,tOhave.1の過去の例から分かる:

(22) j-ab孟-ba-ma-Z a一首Wq'w5?

it(Cl)一Where-yOu(f.)(C2)-have-Past.Non･Fin･ the-book

IIwheredidyouhavethebook?■11it･TlrfteyTe65[6blJIa RE肝a?11

1項動態動詞(a-Ca-r畠一一togo")

現在

肯定形

b-ab畠-CO-O)?(<b-ab畠-Ca-Wa-O))

you(f.)(Cl)-Where-gO-DYN-(Qu･)

‖wheredoyou(f.)go?‖

アオリスト b-ab畠-Cej?(<b-ab孟-Ca-¢｣)

a･ b-ab貞一Ca-¢?

you(f.)-Where-gO-(AOR)-Qu.

.■wheredidyou(f.)go?l'

完了 b-ab畠一Ca-{0-W?(<b-ab畠-Ca-X:a-W)
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否定形

b-ab孟-m-CO-(j)?(<-Ca-Wa-G))

you(f.)-Where-NEG-gO-DYN-(Qu･)

Mwheredon-tyou(f.)go?.一

b-ab孟-m-Ca-¢?

you(f.)-Where-NEG-gO-(AOR)

,fwheredidn-tyou(f.)go?"



you(f.)-Where-gO-Perfect-Non･Fin.

一Twherehaveyou(f.)gone?''

2項動態他動詞(貞一画一ra--tose11‖)

現在

肯定形

j-ab孟-1-tqj-We･j?(<j-ab畠-)-tqj-Wa-j)

it(Cl)-Where-She(C3)-SelトDYN-Qu.

.1wheredoesshesellit?一一

アオリストj-ab孟-1-taj-¢?(<当-ab孟-l-tai-¢｣)

it-Where-She-SelI-(AOR)-(Qu.)

一.wheredidshesel=t?,.

動態動詞クラス2

未完了 j-ab畠-l-tg-Wa-Z?

it-Where-She-Sell-DYN-Class2.

■twherewasshesellingit?一一

2項他動詞a-W-rd.1todo..とa-hWa-r孟.1tosay一一を用いた疑問文の例を参照:

(23) W-an a-Wるs ¢-ab丘-1-W-e-j?(<*¢-ab孟一l-W-Wa-j)

your-mOther the-WOrk (it)-Where-She-WOrk-DYN-Qu

一■Whereisyourmotherworking?.'

(24) A-C'孟ra-kWa 孟椙Wa O-ab畠-r-hWo?(<¢-abi-r-hWa-Wa)

the-bird-PL the-SOng it-Where-they-Say-DYN

一.WherearethebirdssinglngaSOng?‖

4-4-2.--wbem?--の疑問文の形態

｢いつ｣の疑問文は,疑問の接頭辞-anba- を動詞複合体のコラム1の直後に置き,動態動詞クラ

ス1では非定形あるいは非定形+｣(アオリストと未来形では後者の形が好ましい)によって形成さ

れる.動態動詞クラス2と状態動詞に関しては,上で述べた一■where?一■の疑問文と同じ語幹をとる.

即ち,動態動詞クラス2では非定形の他に,接尾辞-Z(Class2)の直前に一辺-を挿入するヴアリアン

トも可能であり,状態動詞は非定形のままである.

状態動詞(d-q'a-Zaa-ra"tobe..)

現在

過去

肯定形

j-anb孟-q'0-W?(<j-anbd-q'a-W)

it(Cl)-When-be-Non.Fin.

IIwhenisit?II

J-anb畠-q'a-Z
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it-When-be-Past.Non.Fin.

一Iwhenwasit?lI

1項動態動詞(a-Caイ孟‖togo‖)

肯定形

動態動詞クラス1

現在 b-anb貞一CO-O)?(<b-anb孟一Ca-Wa-(j))

you(f.)(Cl)-When-gO-DYN一(Qu･)

ttwhenareyougolng?‖

アオリストb-anb丘-Ca-¢?/b-anb畠-Ce-j?(<b-anb良一Ca-¢｣)

you(f.)-When-gO-(AOR)一Qu･

‖whendidyougo?.一

完了 b-anb孟-Ca-{0-W?(<b-anb昌一Ca-{a-W)/b-anb孟-Ca-rej(<*b-anb孟-Ca-{a-W｣)

you(f.)-When-gO-Perfect-Non･Fin･-(Qu･)

,.whendidyougo?■'

動態動詞クラス2

未完了 b-anb貞一CO-Z?(<b-anb貞一Ca-Wa-Z)/b-anb畠-CO-Za-Z?(<b-anb貞一Ca-Wa-Za-Z)

you(f.)一When-gO-DYN-(?)-Class2･

一Iwhenwereyougolng?1'

なお疑問の接頭辞一anba-がコラム1の直後に置かれることは,次の2項他動詞丘一t?j-ra-ttoselJ.一と2

項自動詞丘-ma-Zaa-rat-tohave一.の例から分かる:

(25)J-anb丘-1-tq-Wa-Z?

it(Cl)-When-She(C3)-Sell-DYN-C]ass2･

l-whenwasshesellingit?1.

(26) 十anb孟一b9-ma-Z a一首Wq'wさ?

it(Cl)-When-yOu(f.)(C2)-have-Past.Non･Fin･ the-book

tlwhendidyouhavethebook?‖1it･IIKOrAayTe65I6t}IJ(aKⅡ肝a?.l

4-4-3.--why?…の疑問文の形態

｢何故｣の疑問文は,疑問の接頭辞z(a)-を動詞複合体のコラム1の人称･クラス接頭辞の直後に

置いてつくられる.この疑問形の語幹は,非定形語幹であるが,接尾辞に関しては前述した‖what?一t

の疑問形とほぼ同じことが言える.即ち,動態動詞クラス1と状態動態現在形は,この非定形語幹に

疑問の接尾辞｣あるいは-Zejを附加することによって形成される･我々のインフォーマントに拠れ

ば,接尾辞｣が附加する際に,完了形と状態動態現在形の末尾の-Wは消失するが,その直前にある
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母音aは0に替わる(なお完了形には接尾辞｣のヴアリアン卜しかない).他方,動態動詞クラス

2と状態動態過去形には,接尾辞を附加しない.

状態動態(a-g5la-ra.ttOStand一.)

現在

過去

肯定形

ba-Z-g5lo｣?(<ba-Z-g51a-W-j)

you(f.)(Cl)-Why-bestanding-DYN-Qu.

r.whyareyou(f.)standing?.l

ba-Z-gさ1a-Z?

you(f.)-Why-bestanding-Past.Non.Fin.

■一whywereyou(f.)standing?‖

動態自動詞(a-p{a-ra一一toread一.)

現在

肯定形

d-Z一点一Pで0･j?(<d-Z一丘-P{a-Waj)

(S)he(Cl)-Why-it(C2)-read-DYN-Qu･

.twhydoes(S)hereadit?‖

アオリストd-Z-d-P{e-¢｣?(<d-Z一畠-P{a一¢-j)

(s)he(Cl)-Why-it(C2)-read-(AOR)-Qu.

"whydid(S)hereadit?一一

動態他動詞(d-q'a-C'a-ra一一todo,tOmake,l)

現在

肯定形

j-Z5-q'a-1-C'0-j?(<j-Z5-q'a-l-C'a-Warj)

it(Cl)-Why-PREV-She(C3)-do-DYN-Qu.

■一whydoesshedoit?一一

アオリストj-Z5-q'a-l-C'e-j?(<j-Zさ-q'a-トc'a-0-j)

it-Why-PREV-She-do-(AOR)-Qu.

'■whydidshedoit?一T

否定形

ba-Z-gさIa-ma｣?

you(f.)一Why-bestanding-NEG-Qu.

一■whyarenltyou(f.)standing?'.

bさ-Z-g引a-m∂-Z?

you(f.)-Why-bestanding-NEG-Past.Non.Fin.

一■whywerenttyou(f.)standing?一'

否定形

d-Z-a-mさ-PrO｣?(<d-Z-a-m5-pX:a-Wa｣)

(S)he-Why-it-NEG-read-DYN-Qu.

ttwhydoesnIt(S)hereadit?一1

d-Z-a-mさ-p{e-¢｣?(<d-Z-a-mら-p{a-¢j)

(S)he-Why-it-NEG-read-(AOR)-Qu.

"whydidnTt(S)hereadit?一一

否定形

j-Z5-q'a-la-m-C'0｣?(<j-Z5-q'a-1∂-m-C'a-Waj)

it-Why-PREV-She-NEG-do-DYN-Qu.

11whydoesn-tshedoit?一■

j-Z5-q'a-19-m-C'e｣?(<j-Z5-q'a-b-m-C'a-¢｣)

it-Why-PREV-She-NEG-do-(AOR)-Qu.

..whydidn'tshedoit?‖

接尾辞｣と-Z可は交替可能である.状態動詞孟-ma-Zaa-ra一一tohave"と動態動詞a畠+rat-tocome一一の

現在形とアオリスト形の疑問文を参照:

(27)Ja-Z-b5-mO-j(<*Ja-Z-b5-ma-Wrj)/Ja-Z-b5-mO-W-Zej(<*Ja-Z-b5-ma-W-Zej) a一首Wq'w5?

it(Cl)-Why-yOu(f.)(C2)-have-Non.Fin.-Qu. the-book

一一whydoyou(f.)havethebook?'l
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(28) d-Z-a孟｣?(<*d-Z-a畠+¢｣)/d-Z-adj-Zej?(<d-Z-a孟｣-0-Zej)

(S)he-Why-PREV-COme-(AOR)一(Qu･)

一.whydid(S)hecomehere?一一

(29) M3Wr畠t ja{孟 d-Z5-m-aaj?/d-Z5-m-aa-J-Zej?

Murat today he-Why-NEG-PREV-COme-(AOR)-(Qu■)

lIWhydidnItMuratcomeheretoday?1.

4-4-4.tthow?‖の疑問文の形態

｢どの様に｣を表す疑問文は次の方法によって形成される:疑問の接頭辞ぷpa-を動詞複合体のコ

ラム1の接頭辞の直後に置き,動態動詞クラス1では｢非定形+｣｣を,また動態動詞クラス2と状

態動詞では非定形を動詞語幹とする.これは4-4-2の所で述べた"wben?"の疑問文の形成と類似し

ている.おそらくMhow?-･の疑問文でも動態動詞クラス1ではヴアリアントとして接尾辞｣のない形

も可能かと思われるが,今回は調査ができなかった.インフォーマントは接頭辞｣のある形を使っ

ている(動態動詞現在形を参照)･

状態動態(a-g引a-m 川tostand-t)

現在

過去

肯定形

d9ぜp畠-galo-W?(<d9#p丘-gala-W)

(S)he(Cl)-how-bestanding-Non.Fin.

"howis(S)hestanding?`7

由ぜp孟-gala-Z?

(S)he-how-bestanding-Past.Non.Fin･

"howwas(S)hestanding?"

2項動態他動詞(貞一画一ra--tose11tt

肯定形

否定形

daぜp貞一㌍1a-m?

(S)he-how-bestanding-NEG

"howisn't(S)hestanding?"

由ぜp貞一g91a-m合一Z?

(S)he-how-bestanding-NEG-Past.Non･Fin･

"howwasn't(S)hestanding?"

否定形

動態動詞クラス1

現在 j訃甘p孟-1-tai-We｣?(<ja一時点-1-tqj-Wa｣)jaJbi-b-m一画一Wej?(<ja一印貞一1合一m-taj-Waj)

it(Cl)-how-She(C3)-Sell-DYN-Qu.

Hhowdoesshesellit?"

アオリストjaぜp貞一トtqi?(<*jaぜp丘-1-tqj-¢｣)

it-how-She-Sell-(AOR)-(Qu,)

‖howdidshesellit?"

動態動詞クラス2

未完了 ja-$p畠-l-taj-Wa-Z?

it-how-She-SelトDYN-Class2.

-4ト

it-how-She-NEG-Sell-DYN-Qu.

=howdoesn'tshesellit?"

aSp丘-1a-m-t?j?(<*ja-$pd-1a-m-t?j-¢｣)

it-how-She-NEG-Sell-(AOR)-(Qu.)

=howdidn'tshesellit?"

ja茂Op孟-19-m-taj-Wa-Z?

it-how-She-NEG-Sell-DYN-Class2.



"howwasshesel)ingit?"

3項動態他動詞(孟-ta-ra-Itogive■.)

現在

りhowwasn'tshesellingit?"

肯定形

A一首Wq,w5 0一時点-1a-S-tOj?(<ja掘ap畠一b-S-ta-Waj)

the-book (it)(Cl)-how-tOher(C2)-Ⅰ(C3)-give-DYN-Qu･

"HowdoIgiveherthebook?"

アオt｣ストA一蔦Wq,w5 ¢一箱*-b-S-tej?(<ja#p孟-19-S一(a-¢-j)

the-book (it)一how-tOher-Ⅰ-give-(AOR)-Qu･

"HowdidIgiveherthebook?"

未完了 A｣菖Wq,w5 ¢一時点一b-S-tO-Z?(<ja-iわ孟-b-S-ta-Wa-Z)

the-book (it)-how-tOher-Ⅰ-give-DYN-Class2･

"HowwasIgivingherthebook?"

過去完了 A-㌣q,w5 か時点-b-S-ta-でa-Z?(<jaぜp丘-1a-S-ta-ra-Z)

the-book (it)-how-tOher-Ⅰ-give-Perf.-Class2･

"HowhadIgivenherthebook?"

主体相suqectiveversionを用いる動詞a-X-ga-ri"tospend(thetime)"においても疑問の接頭辞茂もa-

はコラム1の直後に置かれるt7.その動詞(アオリスト形)を用いた平叙文(30)と疑問文(31)を参照:

(30) A-ni;9 0-S-Xi-Z-gejt'.(<*j∋一S-Xる-S-ga-¢-jt')

the-day (it)(Cl)-my(POSS)-SV(Self)一l(C3)-take-(AOR)-Fin･

"Ispenttheday･''

(31) A-n# ¢ギpo-W-Xさ-W-gej?(<*j計ぎpa-W-X5-W-ga一¢｣)

the-day (it)-how-yOur(m･)-SV(Self)-yOu(m･)-take-(AOR)-Qu･

"Howdidyouspendtheday?"

preverbを有する動詞もまた疑問の接頭辞はコラム1の直後に置かれる(例は,a-q'a-C'a-ral'todo,

to･make.,):

(32)Jaj;?p孟-q7a-b-C'e｣(<Jaぜpd-q'a-b-C'a-¢｣) arg?

it(Cl)-how-PREV-yOu(f.)(C3)-do-(AOR)-Qu･ this

"Howdidyou(f.)dothis?"

4-4-5.その他の疑問文の形態

17主体相suqectiveversionについては,柳沢民雄｢アブハズ言吾動詞構造概説｣pp･61-64･を参照･
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｢どこからwhence?｣を表す疑問文は,接頭辞-aba=nt,wqj-.一where=from?.rをコラム1の直後に置

き,動態動詞クラス1の語幹には接尾辞jを附加する.aa-r畠.一tocome一■の現在形とアオt｣スト形,a-

d5r-ra‖toknow■.のアオリスト形を参照:

(33) d-ab丘=nt'w-da-Wej?

(S)he-Where=from-COme-DYN-Qu.

‖whereis(S)hecomingfrom?'t

(34) b-ab孟=nt'wqj da-¢｣?

you(f.)-Where=from come-(AOR)-Qu･

‖wheredidyou(f.)come?‖

(35) s-ab益=ntnt'wqj-I-d5ra一¢｣?

me(Cl)一Where=from-She(C3)-know-(AOR)-Qu.
"oTEyZIaOHay3HaJlaMeH月?"

インフォーマントに拠れば例(舛)は2語に分離され 両方の語形に接尾辞｣が附加されている.

｢幾つhowmany?｣,｢どの程度howmuch?｣を表す疑問文は,疑問詞ヂaq'孟あるいはzaq'aを

コラム1の直後に置く.疑問詞が修飾する名詞の数は,｢名詞+ヂaq'畠｣の語順のとき名詞の複数形

が18,｢ぬq,丘十名詞｣の場合には単数形が用いられる傾向がある.動詞形は,疑問詞が修飾する名

詞が人のクラスの場合には接尾辞-daを,人以外のクラスの場合には接尾辞｣〔zej)をとる.動詞の

語幹の形は非定形であり,接尾辞の附加に関してはT.who?一●疑問文(-da附加)と.twhat?一一疑問文(

｣〔z可)附加)の場合と同様である.疑問詞が修飾する名詞が人以外のクラスと人のクラス(疑問詞

に人のクラスを表す接尾辞-yWが附加する)の状態動詞丘-ma-Zaa-ra-Ttohave‖とa-pSa-rd,.tocost'.を

用いた例を参照:

(36) 官aq'畠 c'wa-¢ かWる-mO-j?(<j-W5-ma-Wa｣)

howmany apple-Sg. it(Cl)-yOu(m･)(C2)-have-Non･Fin･-Qu･

q a-C'wa-q'w丘 官aq'畠 ¢-Wる-mO-j?

the-aPPle-pl. howmany it-yOu(m･)-have-Non･Fin･-Qu･

一一howmanyapplesdoyou(m.)have?‖

(37) W-drma 首ap'5 官aq'畠 盲acWk'~9S ¢-a-m6-W-Zej?(<j-a-m孟-W-Zej)

your-)eft foot howmany toe(S) (them)(Cl)-(it)(C2)-have-Non･FIn･-Qu･

1it.一一HowmanytoesdoesyourIeftfbothave?‖

(38) a-XWe'-kWa 官aq'孟-yW かW5-ma-da?

the-Child-Pl. howmany-humanClass(them)(Cl)一yOu(m･)(C2).have-Qu･

川howmanychildrendoyou(m.)have?1.

18ァプハズ語の名詞の数は,名詞の後ろに数を表すマーカーの附加によって標示される.複数マーカーは,

人のクラスのマーカーーCWaと,動物あるいは物である人以外のクラスを表すマーカーーkWaである.単数はゼロ

標示である.
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(39) 官aq'丘 j-a-pS6-W-Zej(<j-a-pS6-W-Zej) abrg a-C'k'5 yW卓声
howmuch it(Cl)qits(POSS/C2)-COSt-DYN-Qu.this the-dress yeJlow

'tHowmuchisthisyelIowdress?'l

動態自動詞a-gila-ra.ttOgetuP一一を用いた例を参照:

(朝) war孟 あ乏 a-Sa血 官aq'a r-Z5 w-g5lo｣?(<W-gila-Wa｣)

you morrung the-0'clock how them-at yOu(m.)(Cl)-getup-DYN-Qu.

.tWhattimedoyou(m.)getupinthemorning?M

4-5.間接疑問文の形態

上述した疑問文は全て直接疑問文である.アブハズ語はまた間接疑問文もあり,その形成方法は直

接疑問文のものとは異なっている19.例えば,副詞的疑問詞では直接疑問文で用いられていた疑問の

接頭辞が異なるものを用いる.また代名詞的疑問詞では疑問を表す接尾辞が用いられずに関係代名詞

的な非定形によって従属節の述部を形成する.以下では主節に動詞a-d5r-ra..tO knowIIの肯定形ある

いは否定形を用いて,間接疑問文を検討してみる.アブハズ語は英語のような｢時制の一致｣の現象

を知らない(訳はそれを知らないロシア語も併記する).

4-5-1.--IkmoⅥrWhat/wt10...--の間接疑問文の形態

代名詞的疑問詞を用いる間接疑問文は,疑問の接尾辞を用いずに,関係代名詞的な形によってつく

られる.例えば,d-q,a-C,a-ra.一todo,tOmake.一を使った一.what-tの直接疑問文四1)と間接疑問文(42)は

それぞれ次のようである(時制はアオリスト):

(41) j5-q'a-l-C'erj?(<j5-q'a-1-C'a-¢j)

Rel.-PREV-She-do-(AOR)-Qu.

ttwhatdidshedo?n

(42)Jac5 bar孟 j5-q'a-b-C'a-0-Z ¢-Z-d5r-Wejt'.(<*ja-Z-d5r-Wa-jt')

yesterday you(f.)ReI.-PREV-yOu(f.)-do-(AOR)-Class2.(that)-l-know-DYN-Fin.

ttIknowwhatyou(f.)didyesterday.…■5I3HaX),tlT6ThICJleJlaJ7aBqePa･1.

上の例文(42)の従属節のj5-q'a-b-C'a-0-Zの形は不定過去pastindefiniteの非定形であり,インフォー

セントに拠れば,(41)のような接尾辞｣をもつ動詞形をここに用いることはできないという.即ち,

間接疑問文は,｢昨日,あなたが行ったそのことを私は知っている｣として解釈できる.

直接疑問文が動態動詞クラス2に属する未完了の場合には,接尾辞｣が無いために,間接疑問文

と形態上は同じになる.しかしこれも上の例から類推できるように疑問文でない未完了imperfectの

非定形と見なし得るであろう.次の例を参照:

19ァブハズ語は直接話法を使って,被伝達部を直接疑問文にすることも可能である.その場合には,被伝達

部の後ろに日本語の｢...と｣に類似した話法の′ト辞hWa(cf.a･hWa-ra-1tosay..)を置く:Bar畠b-ab畠-nXO｣?,hWa

Sar畠d-Sa-ZC'aajt'Amra.【you(f.)you-Where-1ive-DYN-Qu.,SpeeCh-ParticIelshe-10me-aSk一(AOR)-Fin.Amra.1(Amra

Saidtome,"Wheredoyou(f.)1ive?").
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(43) j5-q'a-1-C'0-Z?(<j5-q'a-1-C'a-Wa-Z)

Rel.一PREV-She-do-DYN-Class.2.

Mwhatwasshedoing?l一

(44)Jac5 bar畠 j5-q'a-b-C'0-Z(<j5-q'a-b-C'a-Wa-Z) O-Sa-Z-d5r-Wa-m･

yesterdayyou(f･)Rel･-PREV-yOu(f･)-do-DYN-Class2･ (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

一一Idon-tknowwhatyou(f.)weredoingyesterday･…5IHe3HaIO,qT6TbIneJlaJIaBtIePa･.T

･-wb｡･･の直接疑問文と間接疑問文の関係もまた上の場合と同じである.直接疑問文で用いられてい

る接尾辞
-da(4-1を参照)は,間接疑問文では用いられず,全ての機能は関係代名詞的な形によっ

て伝えられる.次の孟-ta-ra一･togive一一を使った直接疑問文と間接疑問文(アオリスト)を参照:

(45) A一首Wq'w5 0-Za-1-t孟-da?(<*j-Z9-l-ti-0-da)

the-book (it)-Rel.-She-give-(AOR)-Qu･

,,Towhomdidshegivethebook?'f

(46) A一首Wq,w5 ¢-Za-1-t畠-Z(<*j-Za-1-ta-0-わ 0-Sa-Z-dir-Wa-m･

the-book (it)-Rel.-She-give-(AOR)-Class2. (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

一一Idon.tknowwhoshegavethebookto･…5IHe3Ha氾･EOMyOHanaJlamry･11

上の例文(46)の従属節の¢-診-1-t丘-Zは不定過去･非定形であるが,インフォーマントに拠ればこの形

を(弔)の例文にある¢一お-トt孟-daにすることはできない,という･

動詞複合体に疑問の接頭辞を含めないで疑問詞を用いる場合には,疑問詞はそのまま残る･次の

d血わan-■wbo?--を用いた例を参照:

(耶) Bar丘 b-yWるza d孟rban ¢-Sa-Z-d5r-Wa-m･

you(f･)your-friend who (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

ttIdonltknowwhoyourfriendis･…5IHe3Ha町KTOTBO兄nOAPyra･tt

同様に"whose?"の疑問文も間接疑問文では接尾辞一daのない非定形が使われる`例(16)のArg

a一首Wq,w5¢-Z-t,wi-da?一●Whosebookisthis?"の間接疑問文は,次のようである:

(48) A均i a-iWq'w5 0-Z-t'w5-W O-S9-Z-d5r-Wa-m･

this the-book (it)-Rel.-belongto-Non.Fin.(that)-me-POTEN-know-DYN-NEG･

山Idon,tknowwhosebookthisis.t一

4-5-2.その他の間接疑問文の形態

,,yes-nO"疑問文を間接疑問文にするには,疑問の接尾辞-maを取り･肯定形と否定形を含んだ非定

形語幹を用いる.次の直接疑問文(亜)とその間接疑問文(現在形)(50)の例を参照:

(亜) As訳ぼa一拍9 ba-pS∂
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Saturday-On yOur(f.)-SOul

"Doyou(f.)takearestonSaturday?"

(it)-yOu-reSt-DYN-Qu.

(50) As孟b$a一己9na ba-PS5 ¢-b茂6｣一ba-m一菖6(<0-b｣首a-Wa+ba-m⊥蔦a-Wa)

Saturday-On yOur(f.)-SOul(it)-yOu-reSt-DYN-it-yOu-NEGィest-DYN

O-Sa-Z-dir-Wa-m.(Cf.a-PS一首d-ra'一totakearest'一)

(that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

"Idon'tknowwhetheryou(f.)takearestonSaturdayornot."

しかしインフォーマントに拠れば,アオリスト形の間接疑問文には非定形語幹に疑問の接尾辞と思え

る一Wを附加している(4-3参照).その例を参照:

(51) A一言Wq'w5 0-l-yW5-0-ma?

the-letter (it)-She-Write-(AOR)-Qu.

仙Didshewritetheletter?り

(52) A一言Wq'w5 ¢-l-yW3-¢-W+19-m-yW5-¢-W かSa-Z-d6r-Wa-m.

the-]etter(it)-She-Write-(AOR)-Qu-iトShe-NEG-Write-(AOR)-Qu.(that)一me-POTEN-know-DYN-NEG
以Idon'tknowwhethershewrotetheletterornot.以

,,wbere?"(｢どこへ｣あるいは｢どこで｣)の間接疑問文は,直接疑問文に用いられている接頭辞

-aba-を一aX~一
に替え,動詞語幹を非定形語幹にする(4-4-1参照).接頭辞の位置はコラム1の直

後に置かれる･例えば,アオリスト形のd-ab貞一Cej?(<d-ab畠-Ca一両?)"wheredid(S)h?gO?"の間接疑

問文は,以下のように直接疑問形を不定過去･非定形に替えてつくられる:

(53) D-a{-C孟-0-Z O-Sa-Z-dir-Wa-m.

(S)he-Where-gO一(AOR)-Class2. (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

"Idon'tknowwhere(S)hewent."

さらに｢どこで｣の意味を表すjacうd-abi-q'a-Z"Wherewas(S)heyesterday?"の間接疑問文も同様に接

頭辞-ar-を用いて表現する.その例を参照:

(54) Jac5 d-a{i-q'a-Z かSa-Z-dir-Wa-m.

yesterday (S)he-Where-be-Past.Non.Fin. (that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

``Idon'tknowwhere(S)hewasyesterday."

この動詞複合体の中の接頭辞-aX~-は,｢(彼女が出かけた･彼女がいた)ところの場所｣という場

所を表す関係副詞的な機能をもっているものと思われる(英語の関係副詞whereを比較参照).この

ことは従属部分が疑問文ではない,同じ接頭辞-aX～-をもつ文によっても確かめることができる.次

の文を比較されたい:

(55) Nas s-dna｣ Sar6｣ 貞一fat'w
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Then my-mOther-andI-and the-fbod (it)-(thep】ace)where-they-SelトDYN-CJass2･

h-neJt'(<*h-na-j-¢-jt')

We-PREV(thither)-gOtO-(AOR)-Fin.

HThenmymotherandIwenttowheretheywerese11ingthefbod･,'

"whence?"｢どこから｣の疑問文も上の･･where?一一と同様に,接頭辞abant,wai-をax~3n【,wqi-に替

える.(34)b-ab畠=nt,wqj aaj?‖wheredidyou(f.)come?‖の間接疑問文は,次のようである:

(56) b-a{5=nt'w可 da-0-Z かS9-Z-dir-Wa-m･

you(f.)-Where=from come-(AOR)-Class2･(that)-me-POTEN-know-DYN-NEG

"Idon'tknowwhereyou(f.)came."

l･when?一lの間接疑問文は,直接疑問文に用いられる接頭辞-anba-を-an一に替えで0,動詞語幹を

非定形にする(4-4-2参照).b-anb畠-g∋lo-O)?.一whendoyou(f.)getup?"の間接疑問文は,次のよう

になる:

(57) Bar畠 盲a乏は b-an-g5lo o-Z-d5ra-rC S-taXる一Wp'･

you(f.)inthemorning you-When-getuP-DYN(it)-I-know-inorderto
I-Want-STAT･PRES

"Iwanttoknowwhenyou(f.)getupinthemoming･"

t-how?…の間接疑問文は,直接疑問文に用いられていろ接頭辞茂もa-を掘き9一に替え,動詞語幹を

非定形にする(4-4-4参照).例えば,例文(31)A-rri{ かざpo-W-X5-W-gerj?"Howdidyouspendthe

day?"の間接疑問文は以下である(時制はアオリストから不定過去に替わる):

(58) A一鵬a か論-W-X5-W-ga-0-Z S-a-lacW丘乏WoJt'･

the-day (it)-how-yOu(m.)-Self-yOu(m･)-take-(AOR)-Class2･I-thaトtalkabout-DYN-Fin･

一,Italkabouthowyou(m.)spenttheday･‖

この接頭辞ぜ合一の位置は,直接疑問文の接頭辞の位置と同じくコラム1の直後にある･それは,例

えば,自動詞d-P{a-ra一一toreadllの不完了形によって分かる:

(59) Sar畠 a-㌢q,w5 s一銅-pX:0-Z(<S-f一点-Pra-Wa-Z) s-a-1acW丘乏WoJt'･

I the-book I(Cl)-how-it(C2)-read-DYN-Class2.トthat-talk-about-DYN-Fin･

.tItalkabouthowIwasreadingthebook.M

(2003年1月成稿)

=0この接頭辞･an-はまた従位接続詞(｢である時｣)としても用いられる.この場合も動詞語幹は非定形で

ある.次の例を参照:A一首Wq'w5 s-an一点-pX~o s-an d-Want6jt'･【the-bookl-When-it-read-DYN my-mOther she-iron-

DYN-Fin.1.TWhenIamreadingthebook,mymOtherisironing･tf
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Cond.=Conditional
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Non.Fin.=Non-Finite

OV=0句ectiveVersion

PAST.INDEF=PastIndefinite

Perf.=Perfect

PLUPERF=PIuperfect

POTEN=Potentialis

PRES=Present

PREV=Preverb

Qu.=Question

Rel.=Relative

STAT=Stative

SV=Su句ectiveVersion

f.=feminirIe

m.=maSCuline

pl.=Plural

Sg.=Slngular

(S)he=heorshe
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Th e S t o r y o f An t u(1)

-A H e z h e n F o]k t a t e Te x t wit h E n glis h

a n d Ja p a n e s e T r a n sla tio n s-

K e nic hi TAMURA

AichiUniversityofEducation

1.Introduction

HezhenisatungusiclanguagespokeninnortheasternChina･Thegrammarof

thislanguagehasbeendescribedinSunik(1958),An(1986),Zhangetal.(1989),

andChaoke(1997),andamongthemAn(1986)andZhangetal.(1989)includea

Smalllexicon.

InregardtoHezhentexts,threetextshavebeenpublishedinMdfD,u拘7diu(満

語研究=JournalofManclmStudies,abbreviatedasMYbelow),Whichispublished

byHeilongiiangInstituteofManchuStudies(黒龍江省満語研究所)inChinaevery

halfyear.Eachtextincludesword-tO-WOrdandfreetranslationsinChinese.The

threetexts are as follows.

TheStoryofAntu:MYl(1985)-4(1987)transcribedbyYouZhixian(尤志賢).

TheStoryofShangseu:MY5(1987)to15(1992)transcribedbyYouZhixian(尤

志賢).

TheStoryofShildaru:MYl(1985)to3(1986)transcibedbyChuanWanjin(侍

万金)andcontinuedsinceMY17(1993)byYouZhixian(尤志賢).

InthepresentarticlethefirstpartofTheStoryofAntuisrepublishedwith

WOrd-tO-WOrdtranSlationsinEnglishandJapaneseandfreetranslationsinEng-

1ishsothataHezhentextcouldbeknowntomorepeopleintheworld･

1.1.Transcription

Thefbllowlnglettersinourtextdesignatethephonesinbrackets･Theother

lettersdesignatethesamephonesasinIPA.

sh甘] c血[げ] zb[d3] ng[g] e[∂]

ItisacharacteristicofthetranSCriptionintheoriginaltextbyYouthat

SOmeVOWel,ingeneral,isinsertedbetweentheconsonantswhicharealways

transcribedasdoubleconsonantsbyAn(1986)andZhangetal.(1989).Therefbre,

forexample,dilegan
voice.inourtextcorrespondstodiなaninZhangetal.

(1989).

1.2.Grammaticalsufnxes

GrammaticalsumxesofHezhenareasfollows･TosomesufnxestheJapanese
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equivalentsareaddedinparentheses.

PersonalpossessionsufBxes

Smgular plural

lstperson
-i/-mi -Wu

2ndperson
-Shi -Su/-SO

3rdperson
-mi/-n -ti

RefLexivepossessionsu班x
-i/ji(singularandplural)

Contrarytothedescriptionsintheabove-mentionedgrammars,thereisa

reflexivepossessionsuffixwhichisfrequentlyusedinourtext.

Case su任ixes*

(nosufBx) nominative(～が,～は)

-me/-We/-W/-u aCCuSative(～を)

_du
dative (～に)

一dula/-dule/-1e
locative (～で,～に,～へ)

-tiki/-tki
directional-elative** (～へ,～から)

-Zhi*** instrumental-COmitative(～で,～といっしょに)

Note*)AccordingtoAn(1986)andChaoke(1997),Hezhennounshavethegenitive

CaSeWhichisdesignatedwith-i/ji.Thiscasesuffixis,however,nOtfound

in ourtext.

**)InsomenounSWhichmeanspatialrelations,forexampledo`inside-and

zhule`foreground▼,thedirectionalcaseisdesignatedwith-Shikiandtheela-

tivecasewith-Zhi･Thesufnx-ZhiaftertheverbformWithapersonalen-

dingalsodesignatestheelativecaseasinthesentence(95)hlOurteXt.On

thefunctionofthesu餓Ⅹ-ZhiintungusiclanguagesseeTamura(1996).

***)Thissuffixisalsousedinderivinganadverbfromanaqective.

Verbalsu圧ixes

Personalpossessionsufnxesarealsousedaspersonalendingsofverbs･But

the3rdpersonsingularsufnx-ni/-nisof(enusedasthe3rdpersonplural

endingandsomeverbformSOf3rdperson(singularandplural)havethesu班x

-re〝

-Xe PaSttenSe

TheverbformOffuturetense,WhichisdescribedinSunik(1958:23)and

Chaoke(1997:302-3),isnotfbundinourtext.
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-rShe- negationofpresenttense

-rChi- negationofpasttense

-Wu/-u PaSSivevoice(～される)

-kune(i) causative
(～させる)/imperativeof3rdperson(～するように)

-maChi recIPrOCal(～しあう)

-k(e)chi volitional
(～しようとする)

-ki conditional(～ならば)

-ru/-rO
imperativeof2ndpersonslngular

-busu/-busoimperativeof2ndpersonplural

-mal imperativeoflstpersonplural(～しましょう)

Theverbstemisalsousedastheimperativeof2ndperson(singularandplu-

ral).Thenegationofimperativeisformedofezhe+(verbstem)-re aSinthe

sentence(16).

-mi* converbofsimultaneity(～しながら)

-re COnVerbofposteriority(～してから)

Note*)Thesufnx isalsousedinthefo1lowlnguSageS,aSinManchu.

-mideri- begintodosomething(～し始める)

一mimete- Candosomething (～することができる)

Ot血ersu董五ⅩeS

-keche af(erdoingsomething (～した後)

-kech(i)e personwhodoessomething(～する人)

-mi-du
assoonas… (～するとすぐ)

-de too/even (～も/～でも)

2.Text(MYl,Pp.96-104)

(1)zhule
aren*jolugu mangme dulinba-du-nieme chocho baldi-ren.

early year yorugu river middlebasin a youth lives

むかし ヨルグ 川の 中流域に 一人の 若者が 暮らしていた｡

(2)gerbi-mi antu mergen. (3)ushkuli du-nidu

name Antu mergen little when already

その名は アントウ ムルグン(という)｡(彼が)小さい 時に すでに

ami-nieni-nishaxu anchi da-Xe-n. (4)xesui-ti,

father mother all notbe became theysay

父と 母は みな いなく なってしまった｡ 人が言うには､
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aml-nl eni-ninio-du zhaf-u-re aXa Odu_kune_Xe_n.

father mother bysomeone becaptured slave made

彼の父と 母は 人に 捕らえられ(人が)奴隷に した(という)｡

(5)tuinere zho baledibaite shaxu mene nale_Zhiuilei_ni.

SO houselift thing all self hand does

そこで 家や 生活の ことは すべて 自分の 手で している｡

(6)inieninienimaxe bujuen-me Wakechiienkete enbi-We

everyday fish beast hunt wildfruits** wildvegetables**

毎日 魚や 野獣を 捕り 野性の果実や 山菜を

gade-renemi antu-We tatiu-Xe-ni fakeshi-Zhi uilei,ni.

gather so toAntu instruCted skillfu11y practices

採り､ このように アントウに 教えたことを(彼は)上手に
.行っている｡

Onceuponatime,therelivedayouthinthemiddlebasinoftheYoluguriver･

HisnamewasAntumergen･Hisfatherandmotherdisappearedwhenhewasalittle

Child･Itissaidthathisfatherandmotherwerecapturedbysomeoneandwere

madeslaves･Sohedoesa11houseworkandeverythingforlivingbyhimself･Eve-

ryday,CatChing丘sh,huntingbeasts,andgatheringwi1dfmitsandwildvege-

tables,Antupracticesskillfu11ywhatothershaveinstruCtedhim.

Note*)Theformarenwouldseemtobeamisprintofarngen.

**)ienketedesignatesasortofcherryandenbidesignatesasortofmug-

WOrt･HerethesewordsaretranslatedastheirhypernymSaSinChinese

translation.

(7)ekechiemeinin antu mangme zhiabukere-1e-nieme-Xe-n.

SO One day Antu river bank came

こうして ある 日 アントウは 川 岸へ やって来た｡

(8)iche-Xe-n･eme diakernangme Zhabukere-u-nigiauli-mi

SaW One Ship river bank pulloars

見ると､ 一腰の 船が 川 岸を オールを漕いで

eme-ren･ (9) mura agedene-ren,uki guida-minio xuliui-ni

COme very beglad how long people go

やって来る｡ (彼は)とても 喜ぶ､ どれだけ 久しく 人が 行くのを
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iche-rChi-n.(10)diake eshdu giauli-mi kirale-n ishian-Ⅹe-n.

nothaveseen ship soon pu1loars beforehim reach

見なかったか､と｡ 船は やがてオールを漕ぎつつ 彼の目の前に 至った｡

(11)antu iche-ki-n,diakexorun-du-n giaulie-keche na-du

Antu lookat ship on personspullingoarsland

アントウが 見ると､ 船の 上で オールを漕ぐ者､ 陸地で

Jargunde-keche shiaxu asen xite.

PerSOnSPullinghawser all femaleyouth(girl)

船の綱を引く者 みな 若い女性たち(であった)｡

OnedayAntucomestothebankoftheriver･Whenhelooksaround,therecomes

aship,beingpulledbyoarmen,alongsidethebankoftheriver･Hewasvery

glad,fbrhehasnotseenpeoplemovlngforalongtime･Theship,beingpulled

byoarmen,SOOnCOmeSbeforehim･Antuseesthatthepersonspu11ingoarsonthe

Shipandthepersonspu11inghawsersonthelandareallgirls･

(12)nianimangme zhiabukere-du-nichomuchi-re muke_Welantule_mi

he river bank crouch water beat

彼は 川 岸に しゃがんで 水を 叩いて

ukechi-mi ide-me ichie-kechi-ni. (13)asen xite

Play liveliness
wanttosee(watch) ftmaleyouth

遊びながら 賑やかさを 見ようとする[野次馬で眺める]｡ 女の子(たち)

antu-We iche-mi-du shiaxu giauli-rShe-n Jargunde-rShe-n da-Xe-n.

Antu see all notpulloars notpullhawser became

アントウを 見るや みな オールを漕がず､船の綱を引かなく なった｡

(14)eiteni antu baldi-Xe-nimura
guzhukulidu-ni,aSen Xile

essentially Antu growth very handsome because girls

もともと アントウの 成長ぶりは とても 美しい ので､女の子たちは

eliichie-kieli taxele-miichie-kchi-ti,uili-de oungmu-Xe-ti.

mOreSee mOre Willingly wanttosee work forgot

見ればみるほど ますます 喜んで 見ようとし､ 仕事も 忘れた｡

Hecrouchesonthebankoftheriverand,beatingwaterforfun,WatChesthe

liveliness(looksatthemasaspectator)･Al1thegirlsstoppullingoarsand
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Pu11inghawsers,aSSOOnaStheyseeAntu･BecauseAntuhasgrownVeryhandsome,

themorecloselythegirlsseeAntu,themorewillinglytheywatchhim,andthey

havefbrgottentowork.

(15)eiburgun-du-nieme chocho diake do-Zhi-nidili-ini｡_re*

thistime a maleyouth ship outof head putout

この 時 一人の 若者が 船の 中から 頭を 出して

asen xile-We XaChingelei-ni,unakemi giauli-rShe-n Jargunde-rShe-n

girls blame why notpulloars notpullhawser

女の子たちを 責めののしる｡ どうして オールを漕がず 船の綱を引かず､

ti chochou-1eiche-kechei-Su. (16)diake xorun_du_n bishi eme

that youth wanttosee ship on be an

あの 若者の方を 見ようとするのか､と｡ 船の 上に いる 一人の

mafa ei chocho-We tafu1echi, aSen Xite-We eZhe xachengele-re,

01dman this youngman reproves girl (don-t)blame

老人が この 若者を たしなめる｡ 女の子を 責めるな､

ezhe baite-u niu-u-re. (17)tuinemi diake

(don-t)thing putout so ship

事を 出すな[騒ぎを起こすな]､と｡ こうして 船は

delune-Ⅹe-n.

passedby

通り過ぎて行った｡

Atthistime,ayOungmanPutShisheadoutoftheinsideoftheshipand

blameSthegirls,"Whydoyouwatchtheboy,nOtPuuingoarsandhawsers?‖

An01dmanonboardtheshipreprovestheyoungman,"DonTtblamethegirlsand

don-tputoutthething(donTtmakeadisturbance)･T･Sotheshippassedby.

Note*)Thisformwouldseemtobeamisprintof niu-u-reaSinthesentence

(16)and(22).

(18)antu xai mangme zhiabukere-du-niili-re eikiiche-kechi_re

Antu agaln river bank stand east watch

アントウが また 川 岸に 立って 東を 見､
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SOlokiiche-kechi-re emaChi bi-mi-du na eme diake

WeSt WatCh fbrsometime being agaln a Ship

西を 見ると､ しばらく して すぐ また 一般の 船が

eme-ren･(19)ei diake xorun-du-nigiauli-kechie Jargunde-kechie

COmeS this ship on whopullsanoar whopullsahawser

やって来る｡ この 船の 上で オールを漕ぐ者､ 船の綱を引く者､

shiaxu asen xite. (20)asen xite antu-e ichie_mi_du shaxu

a11 girl girls Antu see a11

みな 若い女性(であった)｡ 女性たちは アントウを 見るや

make-Xe-ti.(21)shaxu giauli-rShe-n Jargunde-rShe-n da-Ⅹe-ni.

WereamaZed all notpu1loars notpu11hawsers became

呆然とした｡ みな オールを漕がず､ 船の綱を引かなく なった｡

みな

Antustandsonthebankoftheriveragalnandlookseastwardandwestward.

Afterawhile,therecomesashipagain･Thepersonspullingoarsonthisship

andthepersonspullinghawsersareallgirls･AssoonastheyseeAntu,the

girlsareallamazedandstoppullingtheoarsandhawsers.

(22)ei burgun-du-nieme chocho diake dou-Zhi-nidili_iniu_｡_re

this time a youth ship outof head putout

この 時 一人の 若者が 船の 中から 頭を 出して,

asen xile-We XaChengelei-nl,unakemi uile-r-Su*.

girls blame why notwork

女の子たちを 責めののしる｡ どうして 働かないのか､と｡

(23)tuinemi ei chocho ai-Zhi iche-mi-du tagedergl-Xe-mi.

SO this youngmancarefu11y see recognized

そうしながら この 若者が よく 見ると､すぐ わかった｡

(24)antu teni nianiguchixin akin-i**,aSen Xile-d｡1a_nichikin

Antu just he (eldermalerelative) girls most

アントウは まさに 彼の 表 兄であり､女の子たち の中で 最も

guzhukuli dame antu guchixin xunazhi-ni.

beautifu1JuSt Antu (youngerfemalerelative)

美しいのが まさに アントウの 表 妹(であった)｡

-55-



Atthistime,ayOungmanPutShisheadoutoftheinsideoftheshipand

blamesthegirls,"Whydon-tyouwork?一一 Thentheyoungmansees(Antu)close-

1yandsoonherecognlZeSthatAntuishiselderrelative.Andthemostbeauti-

fu1amongthegirlsturnSOuttObeAntu-syoungerrelative.

Note*)Theformuile-r-SuWOuldseemtobeamisprintofuile-rShei-Su`You

(plural)don-t work一.

**)Thefbrmakin-iwouldseemtobeamisprintofakin-ni.

Thewordguchixinakinmeansaneldermalepersonwhoisthesonofa

Sisterofthefather,OrWhoisthesonofabrother/sisterofthemother.

Forconvenienceitistranslated as an eldermalerelative.Thewords

guchixinxunazhiandguchixinneubelowaretranslatedlikewise.

注)表兄=父の姉妹の息子､または母の兄弟姉妹の息子で自分より年長の者｡

(25)antu mene guchixin neu-i guchixin xunazhi

Antu self(youngermalerelative)(youngerfemalerelative)

アントウは 自分の 表 弟と 表 妹 だと

tagedirgi-Xe-n,ebuchukuliagedenei-nl,tigurun-me Shaxu mene

recognized verymuch beglad them all self

わかり､ たいへん 喜び､ 彼らを みな 自分の

Zhogu-dule-isalirgl-Xe-n.

house invited

家に 招いた｡

AntuisverygladtorecognlZethattheyarehisrelatives･Heinvitesallof

themtohishouse.

(26)antu zhogu-du-niemadan-du ekechi malxon nio

Antu house atatime such many people

アントウの 家に 一度に こんなに たくさんの 人が

eme-Xe-nl.(27)men-du ai zhefuku ulu-mi ulixi-rShe-n,

Came fbroneself deliciousfood cook notcan

来たのだ｡ 自分で 御馳走を 作ることが できない｡

Onine-kiai. (28)nianiemachi goni-mi-du xesu-ren.

how do good he forsometime think say

どう すれば いいか｡ 彼は しばらく 考え､すぐに 言う｡
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(29)"gege xunazhi,Su mene buda ulu-busu.(30)taketu-dula-n

Sisters you foroneself meal cook fishcabin

姉妹たちよ､ 自分たちで 料理を 作ってくれ｡ 魚小屋に

ima jake bi-ki-n,ima jake-u ulu-mi zhefe-busu.‖

SOmething be something cook eat

何か あれば､ 何かを[それを] 調理して 食べてくれ｡

WhatalotofpeoplecometoAntuTshouseatonetime!Antucannotprepare

adeliciousdishfbrhimself.Whatshouldhedo?Hethinksfbrawhileand

says,"Mysisters,PreParedishesforyourself･Cookandeatwhatisinthe

丘shcabin.

(30)asen xite mo-We kolotelii-ni-de bi-ren,muke damzhilei-ni_de

girl wood cut be watercarryup

女の子は 木を 伐る者も あり､ 水を 担ぐ者も

bi-ren,Zhekete-u Silikii-ni-de bi-ren,SOligi kerei-ni-de

be millet wash be vegetable cut

あり､ 粟を 洗う者も あり､ 野菜を 切る者も

bi-ren,1maXe takui-ni-de bi-ren,01eguchu gazhi-ni-de

be 丘sh prepare be driedfish bring

あり､魚の 用意をする者も あり､ 干し魚を 持って来る者

bi-ren･(31)geren gurun gese tungkukute-mieshitulu b｡da

be all poeple together act forsometime meals

ある0 すべての者が 一緒に 仕事をし､ しばらくして ご飯と

SOligi-We dere-1e
netan-Ⅹe-n.(32)geren gurun Zhefu-re Omi-re

Sidedish table put all poeple eat drink

おかずを テーブルに 置いた｡

nemideriu一Ⅹe一皿.

SO began

し 始めた｡

みんな 食べたり 飲んだり

(Thegirlssharethework･)somegirlscutwood,SOmeCarryuPWater,SOme

WaShmillet,SOmeCutVegetables,SOmePreParefish,andsomebringdriedfish.
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Theyallworktogetherandafterawhiletheyputmealsandsidedishesonthe

table.Everybodybeginstoeatanddrink.

(33)geren gurun antu Zhogu-du-niilanininilan dolubu

a11 people Antu house threeday threemight

すべての者が アントウの 家に 日 晩

bi一Ⅹe-ti.(34)antu guchixin neu-Zhi ilan ininilan dolubu

Stayed Antu (youngermalerelative) threeday threemight

いた｡ アントウは 表 弟と 日 晩

arkiomi-Xe-ti.(35)tigurun XOfur xofur sokutu-mi omi-Xe-ti.

wine drank they (onomatopoeia)gettingdrunkdrank

酒を 飲んだ｡ 彼らは 酔いながら 飲んだ｡

Al1thepeoplestayinAntulshousethreenightsanddays･Antudrinkswi皿e

Withhisyoungerrelativeduringthethreenightsanddays･Theydrink,getting

drunk.

(36)antu guchixin neu-ni edu ashichime guida-mi niadu-rShe-n,

Antu (eldermalerelative)here verymuchlongtime notstay

アントウの 表 弟は ここに それほど 長くは

tigurun gulene-kechi-ren.(37)antu-We XeSuChi-mi,tigurun-Zhigese

they leave Antu say withthem

彼らは 出発しようとする｡ アントウに 勧める｡ 彼らと

eneu-kuchii-ni.(38)antu mura agedene-mizharikete-Xe-n,

WanttOgO Antu verymuch beglad answered

行くようにと｡ アントウは たいへん 喜んで 答えた｡

tiaxele-mitigurun-Zhi gese ene-ren･

Willingly withthem together go

喜んで 彼らと ともに 行く､と｡

Antu-syoungerrelativestaysherenotsolong･Theywanttoleavehereand

askAntutogowiththemtogether･Antuanswersverydelightfu11ythathewill

Wi11inglygowiththem.
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(39)ei teni eme n10 Zhogu-du bii tiaxele-rShe-n,

this just one person house be notwants

これは すなわち､一人で 家に いることを 望まず､

tatikina ei dulibin-du-ni ami-i eni-i geletanggll kimu nio-We

namely this occasion father mother seek enemy person

つまり この 機会に 父と 母を 捜し､ 仇を

wal. (40)antu zho-tikidelexeieilnln,ai-Zhieme erin

kill Antu house leave thisday much a time

討つということ｡ アントウは 家から 出て行く この 日､ かなり
一 度に

●l
n■

ヽ

凝

血
k
み

.Oml

dla飲
竿Wln｡酎 arkixou-niarkikutexan-me-ni shaxu nodu_Ⅹe_ni.

Wine bottle wine glass a11 threwaway

酒 壷と 酒の 杯を すべて 投げ捨てた｡

Thismeansthathedoesn-twanttostayinhishousealone,namelythaton

thisoccasionheseekshisfatherandmotherandrevengeshimselfontheenemy･

Thisdaywhenheleaveshishouse,Antudrinksmuchwineatatimeandthrows

awayallthewinebottlesandwineglasses･

(41)antu zho-tikidelxei,du-igonin exeleken zhogu-du-ibishi

Antu house leave heart sad house be

アントウは 家から 出て行く時､ 心が 重いまま 家に

Zhiake-We barglrgl-Xe-n.(42)xachin seun-me Shaxu ai●Zhi

thing putinorder

物を 片づけた｡

ilieu-kune-re XeSu-ren;

SetuP Say

立てて 言う｡

each god(丘gure)all skillfu11y

各種の 神(の像)を すべて 上手に

(43)xerile xerilenanixerigeige

(spell)

(呪文)

(44)geren seun ai-Zhi dolidi-buso.

all god carefu11y listento

すべての 神よ､よく 聞いてください｡
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(45)edu ai_Zhizho_We etemaChie bi.

here well house keep be?

ここで よく 家を 守りますように｡

(46)jadu-de mangge bake-ki geren seun mine-We belechian.

Wherever trouble meet all god me help

どこであれ 困難に 出会ったなら すべての神が 私を 助けるように｡

(47)doledi-Xe-n eChi-Xe-n, arna arang...

heard memorized (spe11)

(神々は)聞いたことを 覚えたであろうか｡(呪文)

Whenheleaveshishouse,Antuputsthethingsinthehouseinorder,Withhis

heartbeingsad･Hesetsupthefiguresofallgodsskillfu11yandsays,

Ⅹerile xerilenanixerlgelge.

Allgods,1istentomecarefully.

Keepmyhousewellhere.

WhereverIamindifnculty,a11godsshallhelpme!

Haveyoumemorizedwhatyouhaveheard?Amaarang････

(48)antu ai muxan, alide kimu nio-Zhi nele_rShe,n.

Antu good man anytime enemy person notftar

アントウは 優れた 男であり､ どんな時でも 仇を 恐れない｡

(49)tuineminiani nati eikizhulexi solukiferxi duin

SO he agaln eaSt SOuth

そこで 彼は また 東 南

erge-tiki sagedi dilegan-Zhi kili-ml;

direction big voICe Shout

方向へ 大きな 声で

(50)xerile xerilenanixerigeige

(spell)

(呪文)

叫ぶ｡

WeSt nOrth fo

西 北の 四つの

(51)oshi katen seun bi-ki-niminiseun-me-iete-ki-ni,

SOmeWhere powerfu1god be my god defeat

どこかに 強い 神が いて､ 私の 神を 打ち破り､
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miniguzhukuli zho na-1e-iilian-ki, bi tiaxele-miilan

my beautifu1house land stay I willingly three

私の 美しい 家と 土地に とどまるなら､私は あえて進んで

tauen ba oli-mi xuli,ei ba-1e-de emergl-miexele-u-Su

hundred li* goaround walk this place comeback fault

百 里を 回り道して 歩き､ この 場所へ 戻って あなた方の過ちを

gelte-rShe-i,mene Zho na-i berti ti-du bu-i･ arang･･･

notseek self houseland permanentlytohim glVe (spell)

捜したりはせず､自分の家と 土地を 永久に 彼に 与える｡(呪文)

Antuisagoodman･Heneverftarstheenemy･Soagainheshoutsinthefbur

directionsofeast,SOuth,W占st,andnorth.

Xerile xerilenanixerlgelge･

Ifthereisapowerfulgodsomewhereandthisgoddeftatsmygodsandstaysin

mybeautifulhouseandland,Iwillnotdaretocomebackheremakingadetour

Ofthreelmndredli,Willnot丘ndfaultwithyou,butwillgivemyownhouse

andlandtoanothergodpermanently･Arang･･･

Note*)Liisaunitofdistance.Alicorrespondstoabout4kilometers.

(52)antu eiten baite-iodi-mi-du guchixin neu guchixin

Antu every thing (youngermalerelative)(younger

アントウは すべての ことを するや 表 弟や

ⅩunaZhi-Zhi-i diake-1e taketi-Xe-n, nati zhuleshikienei-ti.

ftmalerelative)ship goton agaln forward go

妹とともに 船に 乗り､(彼らは)再び 前へ 進む｡

(53)ekechi emadi imin ene_Xe_ti.

SO forsome days go

こうして 何 日間か 行った｡

Assoonashehasdoneeverything,Antugetsontheshipwithhisrelatives.

Theygoforwardagain･Sotheyproceedforsomedays･

(54)emeinin antu diake dou_Zhi_ni xuli_mi niu_Xe_ni.

One day Antu ship frominside walking gotout

ある 日 アントウは 船の 中から 歩いて 出てきた｡
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(55)diake zhulezhige-du-niili-reiche-kechi-ni.

Ship ffont stand watches

船の 前方に 立って 見る｡

(56)diake-de goru-Zhi

Ship far

船は

ene-rChi-n, Zho-niichi-u-mi bi-ren.(57)antu mura

notwent house be seen be

進んではおらず､彼の家が 見えて いる｡

tiaxele-rShi-nl,aSen Xile-tiki xesui-ni.(58)

bedissatisfied girls says

不満に思い､ 女の子たちに 言う｡

teine-busu,bi edin-me gelemichie-mi*.su

takearest I wind tryto丘nd you

休みなさい｡ 私が 風を 捜してみる｡

遠くは

Antu verymuch

アントウは たいへん

Su emaChi

you forawhile

お前たち

kotile-We tate.

Sail pull

お前たちは 帆を

Oneday,Antugoesforawalkffomtheinsideoftheshipandlooksaround,

Standingonthebow･Theshipdoesn,tproceedfarandhishousecanbeseen.

Antuisquitedissatisfiedwithitandsaystothegirls,"Takearestfora

While.Iseekawind.Pullthesails.一一

Note*)gelemichiemi<gele-miichie-mi`(1itera11y)Iseeseeking･

(59)xesu-miodi-mi-du antu zho-ierge-tiki-ni gemurshi-mi,

Say finish Antu house direction pray

言い 終えるや アントウは 家の 方向に向かって 祈る｡

しばらく

引いてくれ｡

Seuen-1 belechieu-kunei-ni･(60)tenixesu-miodi-mi-du sagediedin

god help just say 血ish strong wind

自分の神が 助けるように､と｡ 今や 言い 終えるや 大きな 風が

edine-mideriu-Xe-n･(61)diake emeti edin fu1igi-nikechiene-ren.

blow began ship asif wind blow alike goes

吹き 始めた｡ 船は まるで 風が 吹くかの ように 進む｡

(62)diake kunbielekui-niashichime
mangge,eme nio-de kute-mi

Ship roll very badly a person steer

船が 揺れること とても 激しく､ 誰も 舵をとることが
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meteィsbe一皿.

not can

できない(ほどである)｡

(63)esiantu nati gemurshi-ren,

now Antu agaln PrayS

アントウは また 祈り､

Seuen Sauli-re kuteu-kunei-ni.

god invoke makesteer

神を 呼び､ 舵をとらせる｡

Afterhe丘nishesspeaking,Antupraysinthedirectionofhishousethathis

godshallhelphim･Assoonashe丘nishespraylng,aViolentwindbeginsto

blow･Theshipproceeds,aSifawindwouldblow･Theshiprollssobadlythat

nobodycansteertheship･NowAntupraysagaln,1nVOkeshisgodssothatthey

WOuldsteertheship･

(64)tenigemurshi-miodii-Zhi-ni,Suliau-Zhieme fashishanggin

just pray finish fromwest a group white

ちょうど 祈り 終えると､ 西から ひと 塊の 白い

tukusu degede-Xe-n,diake uizhige-1e-niishia-mi-du sarte-Xe-n.

Cloud fly ship above reach wasscattered

雲が 飛んできて､船の 上空に 至るや 四散した｡

(65)tuinemidiake
amizhige-du-nijame zhake tiofur te_Xe_n.

SO Ship stern SOme thing(onomatopoeia)satdown

そうして 船 尾に 何かが 座った｡

(66)diake eshiuendeke otu-Xe-n,edin-du fuligie-u-miue-u

Ship now tranquilbecame wind beblown wave

船は 今や 平穏と なり､ 風に 吹かれて 波を

koletile-mi guguda gamun gula-mi niekete ba-ue

Cutting high hill fill(withwater)hollow place

切りつつ 高い 丘を 水で満たし､ 窪んだ 所を

nielebe-mi nioru kechi zhule-Shiki enei_ni.

fill(withwater)arrow alike fbrward goes

あふれさせ､ 矢の ように 前へと 進む｡
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AssoonasAntufinishespraylng,therecomefLyingagroupofwhiteclouds

fromthewest.Hardlycomlngabovetheship,theyarescattered.Thensomething

Sitsdownonthestern.Nowitbecomestranquilintheship.Blownbythewind

andcuttingwaves,theshipproceedslikeanarrOWandfi11shighhillsandhol-

lowplaceswithwater.

(67)ekechi emadiinin ene_Xe_ti. (68)eme inin eme xotun_dule

SO SOme day theywent one day a town

こうして 何 日か 彼らは行った｡ ある 日 ある 街に

ishia-Xe-ti.(69)tigurun diake-i aku-Xe-n, darun-dule

arrivedat they ship broughttotheshore pier

至った｡ 彼らは 船を 接岸させ､ 波止場に

tukuti-Xe-n,XOtun do-Shiki-ni enei-ti. (70)xotun tOkun-dule-n

Wentup tOWn tOinside go town center

上り､ 街の 中へと 入って行く｡ 街の 中心部に

ishian-Xe-n.(71)malexun nio ichie_Xe_ti.(72)eme

arrivedat many people saw a

着いた｡ 多くの 人たちが (彼らを?)見た｡ 一人の

ChiarneXen mafa mio tokun-du-niili-re bi_ren.

gray-haired oldman people center stand be

白髪の 老人が 人々の 真ん中に 立って いる｡

Sotheygoforsomedays･Oneday,theyamiveatatown･Theybringtheship

totheshore,gOuPOnthepler,andgointothetown･Theyarriveatthecenter

Ofthetown･Manypeopleseethem.Agray-hairedoldmanstandsinthemiddle

Of也epeople.

(73)ei mafa ei xotun ezhien-ni,(74)ti geren

this oldman this town leader he a11

この 老人は この 街の 首嶺である｡ 彼は すべての

gurun-tikixesu-ren.

PeOPle say

人たちに 言う｡
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(75)xerile xerilenanixerigeige

(spell)

(呪文)

(76)mergen muxan, ai-Zhidoledi.

mergen braveman well listento

勇敢な男たちよ､ よく 聞いてくれ｡

(77)minieme asen xite-izhuan zhiakun Se da_Xe_n.

my one daughter eighteen age became

私の 一人 娘は 十 八

(78)medeleainio ashichime malexun.

propose people quite many

求婚する 人たちは かなり 多い｡

歳に なった｡

(79)bi-de ni-du bu●rShi_ki_de exele.

Itoo toanybody
notgive undesirable

私も 誰にも 与えないのも 良くない｡

(80)elezhimachi-mixodie-u gelete-i.

COmPetlng SOn-in-1aw seek

競いあって 婿を 探す｡

Thisoldmanistheleaderofthetown･Hesaystoallpeople･

Xeri1eXeri1enaniXerigelge･

Bravemen,listentocarefu11y･

Myonlydaughterhasbecomeeighteenyearsold･

Quitemanypeopleproposeher.

ItisalsoundesirableformetoglVehertonobody･

Iseekmyson-in-1awbycompetition･

(81)bi eshiilan zhiake gele-i.

I now three thing seek

私は 今 三つの 物を 求めている｡

(82)zhulexierge mo keun-du-nieme kiakechin bi_ren.

SOuth direction tree hole an eagle be

南の 方角の 木の 穴に
一羽の 鷲が
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(83)eikizhige muke-du-nieme aishin dawu bi-ren.

east lake? a golden salmon be

東の 湖に 一匹の 金の 鮭が いる｡

(84)suliazhige ureken gamun-du-nieme kumake bi-ren.

WeSt mOuntain hill a deer be

西の 山 に 一匹の 鹿が いる｡

(85)ni eiilan zhake-We gaZhi-ki-ni,biasen xite-i

Who this three thing bring I daughter

誰か この 三つの 物を 取ってきたなら､私は 自分の娘を

ni-du bu-i.

whom(him) give

その誰かに[その人に]与える｡

(86)doledi-Xe-n,eZhi-Xe-SO,arna
arang...

heard memorized (spell)

聞いたこと 覚えたか｡ (呪文)

NowIwantthreethings･

Thereisaneagleintheholeofatreeinthesouth.

Thereisagoldensalmoninalakeintheeast.

Thereisadeerinamountaininthewest.

Iwi11givemydaughtertothemanwhohasbroughtthesethreethings･

Haveyoumemorizedwhatyouhaveheard?Amaarang･･･

(87)geren gurun eiilan zhiake doledi-keche,Shiaxu meift-i

all people this three thing heard all neck

人々は この 三つの 物のことを 聞いてのち､ みな 首を

modirshi-re dili-iushikachi-re
emeken-de ene-1 gisun

StrOke head scratch anyone go word

撫で 頭を 掻き､ 誰ひとり(自分が)行くという 言葉を

XeSu-rShe-n･(88)ei teni ti zhiake mura mangge,

nOtSay this just that thing very difncult

言わない｡ これは まさに その 物が とても 厄介で､
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bake-mi meteu-rShe_n.

get notcan

得ることが できないということである｡

Aftertheyhaveheardaboutthesethreethings,eVerybodystokestheirnecks

andscratchestheirheads･Nobodysaystogo･Thismeansthatitisverydi任ト

Cultandimpossibletogetthethings･

(89)ⅩeSui-ti, ti mafa asen xite-nibaledi_Xe_nimura

(they)say that oldman daughter growth very

噂によれば､ その 老人の 娘の 成長ぶりは たいへん

guzhukuli,Seun-de katen. (90)eiilan zhiake bakei_du mura

beautifu1godtoo powerfu1 this three thing get big

美しく､ 神もまた 強い｡(しかし)この 三つの 物を

mangge･ (91)tuineren-de geletan-kechi nio-de bi-ren.

trouble nevertheless wanttoseek person be

困難がある｡ そうはいっても 探してみようと思う 人も

得るには かなりの

いる｡

Itissaidthatthedaughteroftheoldmanhasgrownverybeautifu1andher

(guardian)godispowerfu1,tOO･Althoughitisverydifnculttogetthese

threethings,thereisalsoamanwhowantstoseekthem.

(92)eiburgin-du-nieme
chocho nio d｡_Zhi_ni x｡1i_mi

thistime a youngman people frominside walking

この 時 一人の 若者が 人々の 中から 歩き

nlu-Xe-n,ⅩeSu-re-n,"bi enemichie-mi‖ (93)geren gurun

gotout said I trytogo all people

出て､ 言う｡ 私が 行ってみる､と｡ すべての 人々は

maketeuchi-ti,na dengshinei-ti,Seun-me ai-Zhi

admire aswellas worry god well

称賛しつつも､ また 心配し､ 神に(対し)(彼を)よく

etemachieu-kenei-ni.

makeprotect

保護させる[神が護るようにと祈る?]｡
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Atthistime,ayOungmanCOmeSOutfromthepeopleandsays,"Iwi11tryto

go.''Allthepeopleadmirehim,Whiletheyworryabouthimandwishthatthe

godssha11protecthimwell.

(94)ei chocho zhogu-dule-ieni-mi-du omiliekete-migulune-Xe-n.

this youngman house go tieagirdle left

この 若者は 家に 行くや､ 帯を締めて 出発した｡

(95)ene-Xe-n-Zhi eme bia dulune-Xe-n,Zhiashixen-de anchi.

Went a mOnth passed news notbe

行ってから 一カ月が 経ったが､ 何の便りも ない｡

(96)amile geren gurun nio xesul-nl doledi-Xe-ti.

1ater all people person say heard

後に 人々は 人が 話すのを 聞いた｡

(97)ei chocho xokutu aleden_du_nineleuki tasxe_du zhef_u_Xe_n.

thisyoungman root onway wolf tiger waseaten

この 若者は 道の 途中で 狼や 虎に 食べられた､と｡

Assoonashegoestohishouse,thisyoungmantiesagirdleandleavesthe

house.Amonthpasses,Sinceheleft.Therearenonewsabouthim.Laterthe

peoplehearotherpeoplete11thatthisyoungmanhasbeeneatenbywoIvesand

tigersontheway.

(98)ⅩOtun eZhin ei baite-u Sa-mi-du na xotun gurun-me-mi

town leader this thing know agaln tOWn PeOple

街の 長は この ことを 知るや 再び 街の 人々に

xudalergl-Xe-ni. (99)ti-gurun-tikigiserei-ni,"etiki ni

appealedto tothem says fromnow who

呼びかけた｡ 彼らに 言う｡ ｢これからは 誰かが

tiaxele-ki,ni enemiche-busu.一一 (100)esi eme nio-de

WantS Who shouldtrytogo now one person

望むなら その人が 行ってみるがいい｡｣ 今や 一人も (自分が)

ene-inemixesu-rShe-n.(101)ei burgin-du-mi antu nio

go so notsay this time Antu people

行く と 言わない｡ この 時 アントウが 人の
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do-Zhi-ni niu-mi-du xesu-ren,(102)"su ni-de

ffominside comeout say

中から 出てくるや 言う｡

ene-rSh-ki-Su, bi ene-reichia-mi.‖

ifyoudon'tgo I trytogo

行かないのなら､ 私が 行ってみよう｡

you nobody

あなたたちが 誰も

Theleaderofthetown,SOOnafterknowlngthis,aPPealstothepeopleofthe

townagain･Hesaystothem,"Fromnowon,Whowants,Shouldtrytogo･‖Nowno-

bodysaystogo･AtthistimeAntucomesoutofthepeopleandsays,"Ifnoneof

yougoes,I☆illtrytogo.‖

(103)antu guchixin neu-tiki glSere-Xe-nl,ei ba-du niani-me-ni

Antu(youngermalerelative) this place him

アントウは 表 弟に 言った｡ この 場所で 彼を

emadiinin alechieu-kunei-mi.(104)xesu-miodi-mi-du gulene-Xe-n.

SeVeraldays shouldwait say finish departed

何 日聞か 待つように､と｡ 言い 終えるや 出発した｡

(105)eme inin nianiekechibishiba_1e ishia_Ⅹe_ni.

One day he such being place arrivedat

ある 日 彼は このような 場所に 着いた｡

(106)na
xorun-du-nijalun

bude-Xe-n nio glamuSe-nl,

ground on many dead people bone

地 上に たくさんの 死んだ 人の 骨(がある)｡

mura
ebuchukuli.(107)katen antu ezhi emachi_de nele_rSh_n.

Very terrible brave Antu never abit notftars

とても 恐ろしい｡ 勇敢な アントウは 決して 少しも 恐れない｡

(108)antu bute-Xe-n nio galmuSe XOru-me-nixeiki-miemachi

Antu dead people bone on step abit

アントウは 死んだ 人の 骨の 上を 踏みつつ 少し
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ene-Xe-ni.(109)emeadi nio-de tebeli-mibakezhirgi-rShe-n

Went SOme PeOPle hold notseize

進んだ｡ 何人かの 人でも 抱えて 捉えることのできないほど

bediun bude-Ⅹe-n mO dulian-du-mi eme folutuku bi-ren.

big withered tree middle one hole be

太い 枯れた 木の 中に 一つの 穴が ある｡

Antusaystohisyoungermalerelativethatheshouldwaitfbrhimforseve-

raldays･Havingsaidthis,hesoondeparts･Oneday,hearrivesataplacewhe-

retherearemanybonesofdeadpeopleontheground.Itisveryterrible.But

thebraveAntuneverfears･AntuwalksabitstepplngOnthebonesofdeadpeo-

Ple･Thereisaholeinawitheredtreewhichissobigthatevenseveralmen

CannOt holditin theirarms.

(110)antu ichekechi-mi-du eme nio diliglameSe-u-nizhiafu-mi

Antu see one person head bone catch

アントウは 見るとすぐ 一人の 人の 頭蓋骨を 掴み､

mo fblutuku do-Shik-ninodu-Xe-n.(111)emachi bi_mi_du do_Zhi●ni

tree hole into threw awhile be frominside

木の 穴の 中に 放り投げた｡ しばらく して 中から

eme kaiakechen degede-miniu,Xe-n.(112)kiakechen mura sagedi,

One
eagle

flying cameout eagle very big

一羽の 鷲が 飛びながら 出てきた｡ 鷲は とても 大きく､

Chauketen-de onimu tebetin.(113)ichie-ki emachisagedine-Xe-n.

talon long sharp seemingly abit grewold

爪も 長く 鋭い 見れば 少し 老いていた｡

Havingseenit,Antucatchesthesku1lofapersonandthrowsitintothehole

Ofthetree･A鮎rawhile,aneaglecomesflyingoutofthehole･Theeagleis

Verybiganditstalonsarelongandsharp,tOO･Seeminglyitissomewhatold.

(114)kiakechen antu-We ichie-mi-du meifun sarchiamennge-iturachi-mi

eagle Antu see neck extend beak stretch

鷲は アントウを 見るや 首を 伸ばし 囁を
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ⅩeSu-ren;

SayS
`~~~_

ヽ■

百つ｡

(115)xerile xerilenanixerigeige.

(spell)

(呪文)

(116)chocho shidoledi-rO, beti kimu-de anchi.

youngman yOulisten we grudge nothave

若者よ 聞きなさい｡ 我々は 恨みも ない｡

(117)shi iau ne_mi eme_Ⅹe_Shi.

you what do came

お前は 何を しに 来たのか｡

(118)mine-We Zhiafan-Xe-Shi,

me CametOget

beti bakechi-mai.

We fighteachother

私を 捕らえに来たのか｡(それなら)我々は 打ちあおう｡

(119)bi sagedine-Xe-n-de shin-du bai daxu-rShe-i･arang...

I grewold-eVen byyou easily notbebeaten

私は 老いたとはいえ お前に 簡単に 負けはしない｡

WhenitseesAntu,theeagle,eXtendinghisneckandstretchinghisbeak,

SayStObim;

Xerilexerilenanixerlgelge･

Listen,yOungman,Wehavenogrudgeagainsteachother.

Whathaveyoucometodo?Ifyouhavecometogetme,1etIsfighteachother.

AlthoughIamold,I†mnotbeatenbyyoueasily･Arang･･･

(120)kiakechin xesu-mi odi-mi-du antu bei_1e_n Xukuchui_ni.

eagle say finish Antu body fall

鷲は 言い 終えるや アントウの 身体に 倒れかかる｡

(121)antu kiakechin zhu dekese-u-nizhafu_mi_du bakechi_mi

Antu eagle two wing catch beat

アントウは 鷲の 二つの 羽を 掴むや 叩き
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deru-Xe-n.(122)na-du bunburi-ti,eShdu kiakechin xorun-du

began ground rollabout fbrawhile eagle upperpart

始めた｡ (彼らは)大地に 転げ回る｡ しばらくは 鷲が 上に

odurgl-ren,eShdu antu xorun-du odurgl-ren.(123)ekechi

becomes forawhile Antu upperpart becomes inthismanner

なり､ しばらくは アントウが 上に なる｡ こうして

ibe guida-mi bakechi-Xe-ti.(124)kiakechen emachiterimete-rShe-n

Very longtime beat eagle abit notwithstand

かなり 長いこと 彼らは叩きあった｡ 鷲は 少し 耐えられなく

da-Xe-n,antu-du farxe-u-mi digeda-u-Xe-n.(125) zhu

became Antu bebeatendown be held both

なり､ アントウに 叩き倒され 押さえられた｡ (アントウは鷲の)両

begede-1e zhu dekesee-u-nixeruke-mi-du xinale-re XOtun-dule

PaW both wing tie shoulder town

脚に 二つの 羽を

emergトni.

COmeSback

戻る｡

巻きつけるや 背負って 街に

Soonafterhavingsaidthis,theeaglefa11sonAntu.sbody･Antucatchesboth

WlngSOftheeagleandbeginstobeatit･Theyro11aboutontheground･Fora

WhiletheeagleisonAntu,forawhileAntuisontheeagle.Inthismanner

theybeateachotherforalongtime.Theeaglebeginstonotwithstanditand

isbeatendownandheldbyAntu.Antutiesboththeeagle-swlngStOitspaws

andshouldersitandbringsitbacktothetown.

(126)ⅩOtun gurun antu kiakechen-me Zhafu-re gaZhirgi-Xe-n

town people Antu eagle get brought

街の 人たちは アントウが 鷲を 捕らえて 持ってきた

neml doledi-re Shaxu maketeuchi-ti.(127)antu erile_miili_re

SO hear all admire Antu surround stand

と 聞いて みな 称賛する｡ アントウを 囲んで 立ち
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ei-ue medele-re ta-ue medele_re nei_ti.(128)xotun ezhin mafa

this ask that ask do town leader oldman

これを 尋ね あれを 尋ね する｡ 街の 長の 老人は

mura agedene-ren,antu-We Sauli-Xe-n.(129)antu-We Xibukuchi-mi

Very beglad Antu invited Antu encourage

たいへん 喜び､ アントウを 招いた｡ (彼は)アントウを 励まして

na aishin da-u Zhafau-kunei-ni.

agaln gOlden salmon makeget

再び 金の 鮭を 捕まえさせる｡[金の鮭を捕まえるようにと励ます｡]

(130)zhutininin antu na eiki gulune-Xe-n.(131)emadi

next day Antu agaln eaStWardleft

翌 日 アントウは また 東へ 出発した｡

SeVeral

何

inin dulune-Xe-n,antu aishin da-ue Zhafu-re gaZhirgトXe-n･

day passed Antu golden salmon get brought

日か 経って､ アントウは 金の 鮭を 捕らえて 持って来た｡

HavingheardthatAntuhadgotandbroughttheeagle,allthepeopleofthe

townadmirehim･Surroundinghim,theyaskAntuaboutonethingoranOther.The

Oldman,theleaderofthetown,isverygladandinvitesAntu･Heencourages

Antuagaintogetthegoldensalmon･Thenextday,Antuleavesfortheeast

again･Severaldayspass･Antugetsthegoldensalmonandcomeswithit.

(Tobecontinued)
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文法関係に関わる格付与の原理について

-フィンランド帯における主格表示の分析を通して-

佐久間淳一

(名古屋大学大学院文学研究科)

jBakuma呵1it.na9▼fl･u.a通

0.はじめに

フィンランド語には､主格･属格･分格･様格･変格･内格･人格･出格･所格･向格･

離格･共格･欠格･具格の14の格があるが､その大半は名詞句の表す意味に対応して選択

されている1)｡例えば､語尾-Sta/-St畠を持つ出格は､(1)では｢～からの｣という意味を表し

ており､(2)では｢～について｣という意味を表している｡

(1)カ月β 鮎血β由必

列車一単主 ヘルシンキ_単出

ヘルシンキからの列車

(2)如fo o朋e伽椚〟〟ぬぬ

情報一単主事故_単出

事故についての情報

それに対して､主格･属格･分格は､少なくともその一部の用法において､名詞句の表す

意味に直接対応するのではなく､その名詞句が文中で果たす文法機能に対応して選択され

ている｡例えば､主格は主語を表示することができるが､主語が持つ意味役割は動作主で

あったり経験者であったりするので､主格は特定の意味役割に対応しているわけではない｡

その名詞句が文中で主語の働きをしているために､意味役割に関わらず主格で表示されて

いるのである｡

このこと自体は､フィンランド語に限らず､比較的多数の格を有する多くの言語に見ら

れることであり､さほど珍しい現象ではない｡フィンランド語の格表示で問題になるのは､

例えば主格が､主語ばかりでなく目的語も表示することができることである｡例えば､次

の命令文(3)､不定人称受動文(4)では､それぞれ目的語の払プα｢本｣が主格で表示されてい

る｡

(3)血e 最中 J卿〟〟乃/

読め(命一2単)本を(単主)最後まで(単入)

本を最後まで読め｡
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(4)ぷ蜘 山e出血 J聯〟∽.

本は(単主)読まれた(受過)最後まで(単入)

本は最後まで読んだ｡

逆に､これらの文では､目的語を､通常目的語を表示するのに用いられる属格で表示する

ことはできない｡それでは､なぜフィンランド語では､主格が主語ばかりでなく目的語を

表示するのにも用いられるのであろうか｡

論者は､拙論(1999､2001)において､その理由を､主格で表示される名詞句が文中で担う

役割に求めた｡すなわち､主格は､ある項が文中で｢第一の参与項brimaryparticipant)｣であ

る場合､そしてその場合にだけ､その項に付与されると考えたのである｡フィンランド語

における主格の分布に意味的な条件が関わっていることは明らかであり､上記の拙論で示

したように､この概念を用いれば､フィンランド語の主格の分布に関わる現象を一通り説

明することができる｡しかし､｢第一の参与項｣とは具体的になんであろうか｡この概念の

一応の定義は､｢ある文で描写されている状況に最も深く関与している項｣が｢第一の参与

項｣であるというものである｡それでは､いかなる場合に､ある項が､文で描写されている

状況に最も深く関与していると言えるのであろうか｡そのように考えると､｢第一の参与項｣

という規定には曖昧なところがあると言わざるを得ない｡論者は､本研究の研究分担者と

して､フィンランド語における主格の分布のより適切な説明を追究するとともに､そのこ

とを通して､言語一般における格表示のあり方についても考察を進めた｡

1. 意味的マクロロール

上で述べたように､フィンランド語の主格は目的語を表示することもでき､その場合の

目的語の意味役割は､明らかに動作主や経験者ではない｡文(3)や文(4)の場合であれば､

目的語擁｢本｣の意味役割は被動者である｡しかし､このことは､主格表示と項の持つ意

味役割がまったく無関係であることを意味しているのではない｡フィンランド語といえど

も､最も典型的に主格で表示される項の意味役割は動作主であり､また､最も典型的に属

格で表示される項の意味役割は被動者なのである2)｡

文法関係を表示する格が､意味役割と1対1で結びついているのではなく､複数の意味

役割に対応し､しかしながら､ある特定の意味役割を持っている項を表示するのが最も典

型的であるという状況を記述するには､｢意味的マクロロール｣という概念が有効であろう｡

意味的マクロロールはActorとUndergoerからなり､それぞれ､他動詞がとる二つの項､

すなわち主語と目的語が持つ意味役割に対応している｡意味的マクロロールという所以は､

Actor､Undergoerのそれぞれが複数の意味役割を包摂しているためである｡Ⅵln

Ⅵ11in(1993:43)によれば､｢マクロロールを設定する根拠は､文法構造において一群の意味

役割が同列に扱われることに求められる｣｡例えば､格の付与において､異なる意味役割で

ある動作主仏gent)､作動者(E飴ctor)､経験者(Eq)erienceけがいずれも主格で表示される
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現象は多くの言語で観察される｡このことは決して偶然ではない｡この現象は､マクロロ

ールを用いることで適切に説明することができる｡すなわち､動作主も作動者も経験者も

Actorというマクロロールに包摂することができ､このことが主格表示の理由なのである｡

同様に､多くの言語では､被動者(Patient)､主題者(Theme)､経験者(Experiencer)がいず

れも対格で表示されるが､これは､これらの意味役割がUndergoerというもうひとつのマ

クロロールに包摂されているためである｡そもそも意味役割については､言語の一般理論

において､いったいいくつを区別すれば適当か､明確な答えを出すのは容易ではない｡し

かし､意味役割の間にある種の階層関係が成り立っていることは確かであろう｡Ⅵ1n

Ⅵ11in(1993:44)は以下のような階層を提案している｡

(5)Actor･UndergoerHierarchy

Actor Undergoer

Agent E飴ctor Experiencer Locative Theme Patient

動作主 作動者 経験者 場所 主題者 被動者

この階層が意味するのは､｢スケール上､左に現れる意味役割ほどA｡t｡rになりやすく､右

に現れる意味役割ほどUndergoerになりやすい｣(同上)ということである｡どれだけ典型的

なActorあるいはUndergoerであるかという観点に基づく意味役割間の上記の階層関係は､

ⅦnVahn(1993)の他､多数の研究が示すように､さまざまな言語における事例によって裏

付けることができる｡

それでは､この意味的マクロロールは､フィンランド語の主格や属格による格表示をも

適切に説明することができるのであろうか｡確かに､フィンランド語でも､最も典型的に

主格で表示されるのは動作主の意味役割を持った項であり､一方､上記の階層からわかる

ように､動作主は最も典型的なActorである｡しかし､文(3)や文(4)に見るように､主格

は被勤者の意味役割を持つ項にも付与されることがある｡被動者は階層の右端にあり､

UndergoerではあってもActorではあり得ない｡したがって､フィンランド語では､主格

が､Actorである項もUndergoerである項も表示していることになり､意味的マクロロー

ルは､フィンランド語における主格の分布の説明に有効でないように思われる｡

2. 主格で表示される項

それでは､ここで､フィンランド語ではどんな項が主格で表示されるのか､振り返って

みることにしよう｡まず､主語は通常主格で表示される｡
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(6)地 血必 丘函鳳

ベッカが(単主)読んだ(3単過)本を(単属)

ベッカは本を読んだ｡

この文の主語である文頭名詞句月ヲ丘由は動作主であり､明らかにActorとして働いていて､

主格で表示されている｡

存在文や所有文で動詞の後に現れる項も主格で表示することができる｡

(7)乃占β肋 00 上甲立

庭に(単所)いる(3単現)子供が(単主)

庭には子供がいる｡

この文において主格で表示されている上野虜が持っている意味役割は主題者であり､これは

明らかにActorではない｡

上で述べたように､フィンランド語では目的語も主格で表示される場合がある｡文が命

令文であったり､不定人称受動文であったりする場合がそのひとつで､もう一度例文を繰

り返せば､次のような例がこれにあたる｡

(8)血e 最ゆ J卿〟〟〝/

読め(命-2単)本を(単主)最後まで(単入)

本を最後まで読め｡(=(3))

(9)ぷけα 山e〟丘〃 吻〟∽.

本は(単主)読まれた(受過)最後まで(単入)

本は最後まで読んだ｡(=(4))

しかし､目的語が主格で表示されるのはこの場合だけではない｡例えば､次のような義務

を表す構文(necessiveconstruCtion)においても､目的語が主格で表示されることがある｡

(10)ぷ肋乃 f砂りツ 血たeα 彪巾 7年p〟∽.

君が(2単属)ねばならない(3単現)読む(1不)本を(単主)最後まで(単入)

君は本を最後まで読まなければならない｡

この構文は常に第1不定詞を伴い､第1不定詞の目的語肋煎が主格で表示されている｡注

目すべきことに､この文では文全体の主語である血〟〃はむしろ属格で表示されており､一

見､主語と目的語の表示が逆転しているように見える｡

第1不定詞の目的語が主格で表示されるのは義務を表す構文ばかりではない｡義務を表
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す構文でなくても､命令文であれば､主動詞が取る第1不定詞の目的語が主格で表示され

ることがある｡

(11)‡旭 丘e必滅 打打朗 血e/

試みよ(命･2単)発明する(1不)新しい(単主)機械を(単主)

新しい機械を発明してみよ｡

この文で不定詞の目的語打〟虚血刀eが主格で表示されるのは､上の(8)と同じく､命令文で

あることによると考えられる｡しかし､命令文でも不定人称受動文でも､また義務を表す

構文でもないのに､不定詞の目的語が主格で表示される場合もある｡例えば､次の文では､

第1不定詞が直前の名詞を修飾していて､その目的語が主格で表示されている｡

(12)エβ打ね血刀由 み墟由 ぶ打ロガ刀血血a刀 皿β刀函〟血壷

委員会が(単主)却下した(3単過)計画を(単属) 操作する(1不)

gee血

遺伝子を(単主)

委員会は遺伝子操作の計画を却下した｡

この文では､不定詞句が修飾している名詞句の方は属格であるのに､不定詞句の目的語

gee血は属格でなく主格になる｡

目的語が主格で表示されることがあるのは第1不定詞ばかりではない｡次の文はやはり

命令文であるが､第3不定詞の目的語打打滋血8eが主格で表示されている｡

(13)戯β由 旭丘 血血血戒地 口び朗 血刀e/

励ませ(命･2単)ベッカを(単分)発明する(3不入)新しい(単主)機械を(単主)

新しい機械を発明するようベッカを励ませ｡

一方､次の文の第3不定詞は､目的語と共に主節の付加句として働いている｡

(14)励 卸β加打〟 皿β刀虚血a戯 評e血

それが(単主)起こる(3単現)操作する(3不所)遺伝子を(単主)

それは遺伝子を操作することによって起こる｡

この文でも､第3不定詞の目的語卵e血は主格で表示されているのである｡

さらに､第2不定詞具格形の目的語も主格で表示されることがある｡例えば､次の文で

は､第2不定詞の目的語血通e四月瑠血aβムが主格で表示されている｡
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(15)I揖e皿a瑠血a∂ム 血α皿ゐ00 0〟8e刀丘血 e〝 ∽

誤差を(単主) 考慮に(単入)入れる(2不具)差が(単主)である(3単現)

頑.

著しい(単主)

誤差を考慮に入れてもなお差が著しい｡(SK87:22-203)3)

上の例文(7)～(15)で主格で表示されている目的語はいずれもActorではない｡また､例

文(7)のような存在文や所有文で主格で表示されている項の意味役割は主題者であるが､存

在文や所有文の意味内容を考えれば､この項は､Actorでないのはもちろん､Undergoer

であるとも言い難い｡つまり､存在文や所有文における主題者項は､ActorとUndergoer

の対立に関して中立的であると言うことができる｡ならば､フィンランド語では､Actorで

ある項と共に､ActorとUndergoerの対立に中立的な項も主格で表示されると考えればよ

いのであろうか｡つまり､フィンランド語で文法機能を担っている項は､Undergoerでさ

えなければ､主格で表示され得ると考えてよいのであろうか｡

この仮説は､上の例文(8)～(15)を見れば､直ちに成り立たないように思われる｡なぜな

ら､これらの例文で主格で表示されているのは目的語であり､これらがUndergoerである

とすれば､Undergoerである項が主格で表示されていることになるからである｡ここで注

意しなければならないのは､これらの例文で目的語が主格で表示されている動詞の主語は､

文中に現れないか､また現れても主格形では現れないということである｡例文(8)(9)では

主動詞が主格の目的語を取っているが､この動詞の主語は文中に現れない｡また､例文

(11)(12)(14)(15)では不定詞が主格の目的語を取っているが､この不定詞の(意味上の)主語も

文中に現れていない｡例文(10)では確かに不定詞の意味上の主語血u刀が現れているが､属

格で表示されているし､例文(13)でも､不定詞の意味上の主語地βは分格で表示されて

いる｡例文(13)の場合､主節の動詞丘e血〟aβは､いわゆる目的語コントロール動詞であり､

不定詞の意味上の主語旭丘はむしろ主節の動詞の目的語として機能しているので､不定

詞の主語は表面上表されていないと言うこともできる｡というように､これら目的語が主

格で表示される動詞の主語は､主格で現れることはないのである｡このことは､これらの

文あるいは不定詞句において､主語であるActor項が抑制されていることを意味している｡

そして､そうであるならば､これらの文で主格で表示されている目的語を､完全な

Undergoerであると言うことはできないであろう｡なぜなら､UndergoerはActorの存在

を前提として成立しているからである｡これは､例文(10)のように､主語が属格で表示され

ている場合も同様である｡なぜなら､例文(10)の主語威肌用は省略可能であり､また､この

場合､主語の指示対象である2人称単数代名詞すなわち聞き手は､自発的に行動するので

はなく､義務づけられて行動するのであるから､完全な意味でのActor項であると言うこ

とはできない｡したがって､目的語の方も完全な意味でのUndergoer項と言うことはでき
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ないのである｡

なお､主語が属格で表示されれば､いつでも目的語が主格で表示されるわけではない｡

例えば､次のような分詞構文では､従属節である分詞節の主語が属格で表示されていても､

その属格主語がある限り､分詞節の目的語が主格で表示されることはない｡

(16)月劫 丘eヱ如才 ム∠よ甜刀 血ee刀
打打`ね刀

ベッカが(単主)語った(3単過)リーサが(単属)発明した(過分)新しい(単属)

血Ⅵee刀.

機械を(単層)

ベッカは､リーサが新しい機械を発明したと言った｡

これは､従属節で描写されているのが､従属節の主語の指示対象によって遂行された行為

であり､この場合の主語は属格で表示されていても､完全な意味でのActorであると考え

られるからである｡したがって､従属節の目的語はUndergoerであり､主格で表示するこ

とはできないのである｡

以上のことから､次のように仮定することができるだろう｡すなわち､例文(8)～(15)で

は､存在文や所有文の場合と同じように､ActorとUndergoerの区別が中和されており､

これらの文で主格で表示される目的語は､存在文や所有文で主格表示される項と同様､意

味役割として主題者の役割を担っているのである｡

この想定を正当化するためには､目的語が主格で表示される文や不定詞句がどのような

意味内容を持っているかを考える必要がある｡まず､例文(8)(11)(13)のような命令文で描

写されているのは､行為そのものではなく､その行為をしなければならないという義務で

ある｡このことは､命令文においては､行為そのものの過程よりも期待される状態が行為

によってもたらされることの方がより重要であることを意味している｡同様のことは､例

文(10)のような義務を表す構文についても言うことができるだろう｡一方､不定人称受動文

でも､描写されているのは行為そのものではない｡なぜなら､不定人称受動文では行為者

が特定されないからである｡不定人称受動文でも､行為の結果もたらされる状態が描写さ

れているのである｡さらに､例文(12)の不定詞句も行為そのものを描写しているのではない｡

なぜなら､この不定詞句は先行する名詞句を修飾していて､その名詞句の中身を説明して

いるからである｡最後に､例文(14)(15)の不定詞句も､行為そのものを描写しているとは考

えられない｡どちらの不定詞句も､主節の動詞の項として働いているのではなく､付加句

として働いている｡例文(14)の場合､不定詞句は､主節で述べられている内容が成立するた

めの前提を述べており､したがって､不定詞句は行為そのものではなく､行為によっても

たらされた状態を描写しているということができる｡また､例文(15)の不定詞句は､主節で

述べられている内容が実現する際の付随的な状況を述べている｡したがって､不定詞で表

される行為の過程そのものは､文全体の意味にとって重要なものではないのである｡
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以上のことから､目的語が主格で表示される文や不定詞句では､述語が表す行為の過程

そのものが描写されているのではないことがわかる｡ゆえに､これらの文や不定詞句では､

その目的語を完全な意味でのUndergoerであると考えることはできない｡これらの文や不

定詞句では､多かれ少なかれ行為の結果もたらされる状態が描写されており､状態が描写

されているという点では､存在文や所有文と同様である｡存在文や所有文で主格で表示さ

れている項は主題者項であるから､これらの文や不定詞句で主格で表示される目的語も､

同じように主題者項であると考えることは可能であろう｡

3. 第一の参与者項

拙論(1999､2001)において､論者は､主格で表示された目的語を第一の参与者項と規定

した｡上で見たように､主格で表示される目的語が現れる文あるいは不定詞句には､本来

第一の参与者項たるべき主語が現れないのであるから､主格で表示された目的語を第一の

参与者項と見なすことはあながち不当なことではない4)｡加えて､その文あるいは不定詞句

で描写されているのが行為の過程ではなく行為の結果としての状態であるなら､主語より

も目的語を第一の参与者項とみなす十分な理由がある｡

しかしながら､主格で表示された主語と同じく主格で表示された目的語の間には､大き

な違いがあることにも注意しなければならない｡すなわち､目的語のみが､指示対象の量

的性質に合わせて分格と交替できるである｡次の文に見られるように､目的語の指示対象

が量的に不定である場合､目的語は主格でなく分格で表示される｡

(17)ぷ由〃刀 戯アむγ 血丘eβ 丘赫.

君が(2単属)ねばならない(3単現)読む(1不)本を(複分)

君は本を読まなければならない｡

この文は義務を表す構文であるが､目的語の擁は分格になっている｡例文(10)と比較

されたい｡ここで目的語が分格になっているのは､目的語の指示対象が複数であるため､

量的に不定であるからである｡指示対象が量的に不定である場合に主格と分格が交替する

現象は､存在文､所有文の動詞の後に現れる項でも観察される｡例えば､次の存在文では､

動詞の後に現れる項の指示対象が複数で､量的に不定であるため､分格で表示されている｡

例文(7)と比較されたい｡

(18)乃丘a肋 班 毎p且血

庭に(単所)いる(3単現)子供が(複分)

庭には子供が(何人か)いる｡
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一方､Actorである主語は､その指示対象がたとえ量的に不定であっても､分格で表示さ

れることはない｡たとえば､次の文の主語呼永由勿如は､人数が特定されていないため量

的に不定であるが､分格ではなく主格で表示されている｡

(19)(神勅f 皿β血相f βα加び 戯曲β威.

学生が(複主)行進した(3複過)松明を(単主)手に(単内)

学生たちは松明を手に持って行進した｡

これらの例文からわかることは､主題者の意味役割を担っている項は分格で表示すること

ができるが､Actorである項は分格で表示することができないということである｡ちなみに､

Undergoerである項は分格で表示することができる｡例えば､次の文では､目的語の指示

対象が複数で量的に不定であるため､目的語が分格で表示されている｡例文(17)と比較され

たい｡

(20)ム∂皿∂J血 血eヱ王 必赫.

休暇に(単所)読む(1単現)本を(複分)

休暇には本を読む｡

この文の目的語丘めと痴は明らかにUndergoerである｡このことは､文法機能を担っている

項は､Actorでない限り分格で表示することができるということを意味している｡そうだと

すれば､第一の参与者項という概念は､フィンランド語で文法機能を担っている項の格表

示を説明するには不十分と言わざるを得ない｡なぜなら､第一の参与者項であるAct｡rは

分格で表示することができないのに､同じ第一の参与者項である主題者項は分格で表示す

ることができるからである｡

それではなぜ､Actorは分格で表示することができないのであろうか｡分格は､文､節あ

るいは不定詞句が無限界の状況(unbounded
situation)を表しており､項の指示対象がその

状況に部分的に関わっている場合に付与される｡Leino(1991)は､限界性の状況を次のよう

に定義した5)｡すなわち､ある行為あるいは事態に何らかの限界が想定されるならば､それ

は限界性の状況である､というのである｡限界性の状況の場合､項はすべてその状況に全

体的に関わっていると見なすことができる｡一方､無限界の状況の場合､限界が想定され

ないからといって､すべての項がその状況に部分的にしか関わっていないわけではない｡

無限界の状況であっても､Actorは常に状況に全体的に関わっている｡無限界の状況におい

て､Undergoerや主題者項を分梅で表示できても､Actorを分格で表示することができない

のは､このことと関わっているだろう｡

ところで､次の文では､主語が分格で表示されているのではないだろうか｡
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(21)月通β肋 ゐ丘左方 上野点血

庭で(単所)遊ぶ(3単現)子供が(複分)

庭で子供たちが遊んでいる｡

この文のように､主語が動詞の後に現れると､それを分格で表示することができる｡もし､

上で述べたように､Actorは分格で表示することができないのであれば､なぜこの文の主語

は分格で表示されているのだろうか｡実は､この文の主語は､存在文や所有文で動詞の後

に現れる項とある種の共通性を持っているのである｡というのも､この文の主語毎フ丘由も､

文(18)で動詞の後に現れている項旬旭由も､その指示対象は既知のものではなく､文脈に

新しく導入された要素であるからである｡つまり､文(21)のように主語が動詞の後に現れて

いる文は､存在文や所有文と同種の語用論的情報を伝達しているのである｡そうであるな

らば､文(21)の主語は､Actorというよりはむしろ主題者項に近く､したがって分格で表示

することができるのである｡

以上のことから､目的語の格表示には､その項が主題者項であるかどうかが関わってい

ることがわかる｡つまり､目的語は､主題者項である場合にのみ主格で表示することがで

きるのである｡主題者項は､このように目的語である場合もあるが､文(21)のように主語で

あることもある｡また､存在文や所有文で動詞の後に現れる項のように､主語でも目的語

でもないこともある｡いずれにせよ､主題者項は､ActorとUndergoerの区別が中和され

る環境に現れる｡したがって､完全な意味でのActorが存在する場合には､目的語が主題

者項になることはない｡同じように､動詞が他動詞であれば目的語が存在するので､その

場合には､主語が主題者項になることはないのである｡

4. 結論

ここで要点をまとめてみよう｡ActorとUndergoerの区別は､フィンランド語で文法機

能を担う項の格表示を説明するのにも有効である｡しかし､次のような単純な図式では､

文法機能を担う項の格表示を十分に説明することはできない｡

(22)

Actor Undergoer

主語 目的語

主格 属格

フィンランド語では､ActorでもUndergoerでもない主題者項が一定の文法機能を担って

いる｡そして､主格は､Actorや主題者項には付与することができるが､Undergoerには付
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与することができない｡一方､分格は､Undergoerや主題者項には付与することができる

が､Actorには付与することができない｡したがって､主題者項は､主格でも属格でも表示

することができる｡他方､属格はUndergoerにしか付与することができない｡例文(10)や

例文(16)では主語が属格で表示されているが､主語が属格で表示されるのは､その主語が非

定形動詞の主語である場合に限られている｡非定形動詞はいわば動詞の名詞的形態であり､

非定形動詞の主語の属格表示は､この名詞性によって説明することができる｡なぜなら､

次の例からもわかるように､フィンランド語では､名詞的要素の意味上の主語は一般に属

格で表示されるからである｡

(23)血eeβ f払わ

飛行機の(単属)到着(単主)

飛行機の到着

したがって､この種の属格表示は目的語の属格表示とは性質を異にしているのである｡

以上のことから､フィンランド語で文法機能を担う項の格表示は､次のような図式によ

って説明することができる｡

Actor 主題者 Undergoer

主語 目的語

非主語･非目的語

主格6) 主格 属格7)

分格 分格

注

1)伝統文法では､単数の目的語を表示する格は対格と呼ばれる｡しかし､対格としての

独自の形式を持っているのは人称代名詞だけで､他の名詞の対格は､単数では属格と､

複数では主格と同じ形式になる｡よって､本稿では人称代名詞以外の名詞に関しては､

｢対格｣という述語を用いない｡

2)属格は所有者も表すが､ここではその用法については考慮しない｡

3)`SK87'は､この例文を､週刊誌j払α皿紺血相ゐム缶詰の1987年度の本文データから構

成されたコーパスから引いたことを示す｡コロンの後の数字は､号数とその号の中で

の文番号を表している｡

4)文(10)のような義務を表す構文には主語が現れるが､この属格で表示される主語を第一

の参与者項と見なすのは難しい｡なぜなら､この主語は省略可能であり､また､この
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主語の指示対象は､自発的に行為を遂行するのでなく､義務としてその行為を行うに

過ぎないからである｡

5)限界性の概念についてはHein温maki(1984)やSakuma(2000)も参照のこと｡

6)述語が定形でないとき､主格は属格に交替する｡

7)項の指示対象が複数のとき､属格は主格に交替し､人称代名詞のときは対格に交替す

る｡ただし､項の指示対象が複数の場合は､普通分格が用いられ､主格が使われるこ

とはほとんどない｡これは､指示対象が複数の場合､通常は量的に不定になるためで

ある｡次の文に見られるように､指示対象の定性の度合いが極めて高い場合にのみ､

主格で表示することができる｡

i)上江血 皿皿 血止血 丘∠如才 吻び打且

読んだ(1単過)これら(複主)すべての本を(複主)最後まで(単入)

私はこれらすべての本を最後まで読んだ｡

略号

単一単数

属一属格

入一入格

具一具格

複一複数

分一分格

出一出格

現一現在

受一不定人称受動 命一命令法

過分一過去分詞

圭一主格

内一内格

所一所格

過一過去

不一不定詞
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北ゲルマン語後置定冠詞の分布について

楼井 健

愛知県立大学外国語学部

0.導入

言語を基準としたヨーロッパの地図を考えてみる｡たいていの場合､言語の系統的関係が

想起されるものである｡共通してロマンス諸語を用いているイタリア､フランス､スペイ

ン､ポルトガルなどは､物理的に隣接していることを除外しても､統一的に見られる傾向

があるし､ドイツ､オランダあたりも地理的のみならず言語的にある種の連続体をなして

いるとみなされがちである｡こうした見方はけっして誤りではなく､類型的視点をもって

してもこれらの言語間の差異が多くの点で少ないのも事実である｡しかし当然のことなが

ら言語間の類似は系統によるものだけではない｡系統的には関連性の薄いバルカン半島の

諸言語では類型的な共通特長が多く発達しており､非系統的な類似の典型的な例を提供し

てくれる｡(1)Sand鈷1d(1930)をはじめ､これらのバルカン諸言語でのいわゆる定冠詞後置

などの共通特性の発達については多くの研究がなされ､こうした共通特性獲得の環境とし

て｢言語帯Sprachbund｣という概念が導入されている｡

バルカン半島に限らずヨーロッパではこのような現象を数多く認めることができる｡なか

にはマクロ的に見るべき例もあり､例えばPisani(1974)は西ヨーロッパ諸語における固定

アクセントと東ヨーロッパ諸語における移動アクセントとの境界線を言語帯の現象として

挙げている｡この境界線はバルト海からフィウメ湾まで延びていて､スラブ諸語を大きく2

つに分けている｡このスラブ語の分類はいわゆる系統的な3つのグループヘの分類とは一

致しない｡(2)西ヨーロッパ諸語にもこのような特性の共有現象は多く観察される｡(3)そうし

た視点からの再分析の結果引かれる境界線は系統的な言語グループを分断するし､逆に系

統的に無関係な言語群を統合したりする｡こうした現象が時間的･空間的に重複すれば系

統関係は次第に見えにくくなる｡もちろん隣接した言語間には､それが言語帯の形成には

至らなくても､言語接触による言語変化の可能性が常に存在する｡言語変化そのものにと

って､系統関係はあまり大きな意味を持たない｡同系の言語で同様の現象が起こるのは､

系統が同じだからではなく､類似した環境に動機付けられているからと考えるほうが妥当

だろう｡本論文では北ゲルマン諸語の定冠詞に着目し､その由来と分布について他の大陸

諸語との共通性の獲得という視点で分析を試みる｡定冠詞を基準に考えると西ヨーロッパ

は周辺部と異なる位置特性を統一的に持っている｡北ゲルマン諸語は西ヨーロッパとその

周辺部の境界によって分断されているともいえるのである｡
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1.ゲルマン語の分類

19世紀以来､ゲルマン語の分類にはさまざまな提案がなされてきた｡(4)もちろん､ゲルマ

ン諸語が東､西､北の3グループに大分類されることは一般に受け入れられているといっ

てよいが､それでも西ゲルマン諸語を他のグループと同じレベルで見てよいかについて疑

問がないとはいえない｡分類における主たる論点は､これら3つのグループ間の相互関係

である｡ある特徴に関しては東と北は共通性を示し､また他の特徴では西の一部と東が共

通性を示していたりする｡要するに､相互に言語的に近く地理的にも隣接する言語間の分

類に系統樹のような関係を想定するのが無理なのだともいえよう｡現代において直接観察

できる言語帯の現象などを考えれば理解は容易である｡

西ヨーロッパにおける言語帯的現象はさまざまなレベルで生じている｡伝統的な言語境

界線を越えて分布する現象としての分析つまり言語帯であるという認定のほうが､言語群

の分析という用途に対してより高い妥当性を示す場合もあるだろう｡いずれせよ完全な意

味での言語境界線は存在しない｡ある言語現象の等語線が存在し､その束がおおよその言

語境界線を形成していると考えたほうが正確である｡ここでは定冠詞の位置という言語現

象の成立過程を概観する｡これによって伝統的言語境界線ではない境界線が示唆する意味

を考えたい｡

2.ユトランド半島におけるデンマーク語方言

ユトランド(デンマーク語でユランJynand)半島を東西に北ゲルマン語と西ゲルマン語の

言語境界線､つまりデンマーク語とドイツ語の境界が走っている｡(5)境界線より北側で使用

されている現代デンマーク語の方言は次のように分類される｡

(1)北東ユラン方言Nord8S匂ysk

(2)東ユラン方言 8s匂ysk

(3)北西ユラン方言Nordves匂ysk

(4)西ユラン方言 Ⅴ占s匂ysk

(5)スレスヴィ方言あるいは南ユラン方言 Slesvigsk/Sonde再ysk(6)

ユラン方言全体の言語的特長としてまず挙げるべきなのは､いわゆるユラン方言語末音消

失jyskeapokopeである｡全体に音声的な摩滅の進行度合い高いデンマーク語諸方言の中で

もユラン方言ではこの過程が標準語などと比較してさらに進んでいる｡スカンジナビア全

体でとくに語末音消失が進行しているのはスウェーデン北部やノルウェイ北部の辺境とこ

のユトランド半島である｡

3.ユラン方言の定冠詞位置

音的現象以外でユラン方言の特徴でもっとも人目を引くものは､北ゲルマン諸語で一般的

な定冠詞後置がここでは認められないことである｡ユラン方言すべてで定冠詞後置がない

わけではない｡上記の(3)～(5)が定冠詞後置をしない方言に該当し､(1),(2)では定冠詞は後
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置されうる｡したがって定冠詞を前置するか後置するかを基準としてデンマーク語ユラン

方言は大きく二分されることになる｡そればかりでなく､この等語線はヨーロッパ全域を

も分けている｡前置する地域は低地ドイツ語地域に隣接しており､定冠詞前置という北ゲ

ルマン語としては破格の現象が生じた動機は言語接触によるという指摘もある｡(7)直接言語

接触の結果だとはいえなくとも､この現象がヨーロッパ全域から僻撤して定冠詞がヨーロ

ッパ諸語における言語帯的分布を示しているなら､定冠詞前置は西ヨーロッパ的特長であ

り､後置はその周辺部に見られる現象とみなすことについて問題はないだろう｡

4.北ゲルマン話語における定冠詞位置

定冠詞の位置について､すべてを前置するユラン方言の一部を除いて､北ゲルマン語地域

では名詞のみの規定に対してはかならず後置されるという点は共通する｡一方形容詞を含

んだ名詞句の規定となると事情は異なってくる｡標準デンマーク語では

定冠詞一形容詞･名詞

のようにドイツ語や英語などの西ゲルマン諸語とまったく同じ語順となる｡これに対して

他の大陸北ゲルマン諸語では

定冠詞k･形容詞･名詞+定冠詞j

のように名詞に定冠詞が後置されることが名詞が裸で現れる場合と一貫する上に､さらに

定冠詞を前置することが一般的に行われている｡これを剰余的規定と呼ぶ｡(8)

北ゲルマン語では､定冠詞カテゴリーが統語論的に二分されている｡標準デンマーク語で

は前置定冠詞と後置定冠詞は補完的に分布し､それ以外では分布が部分的に剰余的である｡

形容詞を含む名詞句の場合､北ゲルマン諸語の定冠詞は大陸の西ゲルマン諸語との連続性

を示すが､名詞のみの規定の場合にはまったく分断されている｡次図の示すように､ユラ

ン方言は西ゲルマン諸語と標準デンマーク語を結びつける役割を果たしている｡

位置 勒st

Germanic Jysk

Otber

I)anish

Otber

NorthGmc Icelandic

1anguages (9) Dialects 1anguages

N十Art

ArtAdjN

AdjN十Art +

ArtAdjN十Art +/･

このような分布がいかにして成立したかを考えることで､どのようにして文法的特長が伝

播してゆくかのモデルを立てることも可能になる｡
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5.北ゲルマン話語の定冠詞成立過程

定冠詞を名詞に後置するのは一部を除いて現代北ゲルマン諸語に共通する現象である｡こ

の特徴は他のゲルマン諸語には見られないもので､北ゲルマン諸語を他のゲルマン諸語と

分類する基準となる｡他の西ヨーロッパ諸語の定冠詞と同様､最初から範時として成立し

ていたわけではなく､最古層の文献では定冠詞は体系的に使用されているとはいいがたい｡

もちろんゲルマン祖語の再建に際して定冠詞の範疇は想定しようがなく､北ゲルマン諸語

においても定冠詞は分化後に個別に発達したものである｡他のゲルマン諸語やロマンス諸

語と同様に､指示性の強い代名詞から次第に文法化されていく過程を経て北ゲルマン諸語

の定冠詞も発達したと考えられる｡北ゲルマン諸語の場合これが他の西ヨーロッパ諸語と

異なり後置される点がユニークなのである｡

しかしながら少し観察する地域を広げてみると､定冠詞後置はさほど珍しい現象ではな

いことに気づく｡最初にも述べたが､バルカン諸語は後置定冠詞の共有という特徴と持ち､

これはバルカン言語帯の現象中もっともよく知られている｡この地方の南スラブ諸語以外

にも､ロシア語口語(標準的ロシア語には定冠詞は存在しないが)など､またアルメニア

語などにも認められる｡これら定冠詞の発達過程は､何語の場合でもそれほど違った形で

は想定されない｡ヨーロッパ地域で最古の定冠詞範晴はギt｣シヤ語であろうが､この文法

範疇を文法家ごと導入したラテン語にはまだ定冠詞は存在していなかった｡(10)

前述のように前置定冠詞しか持たない北西ユラン方言､西ユラン方言､南ユラン方言の

各方言を除いた現代北ゲルマン諸語は定冠詞のカテゴリーには､前置されるもの､後置さ

れるものの2つの形態的変種が含まれる｡大陸北ゲルマン諸語では前置の要素は､すべて

dentalの破裂音を語頭に持つ点で共通している｡島映北ゲルマン諸語のうちフェロー語は

同様にdentalの破裂音を語頭に持つが､アイスランド語ではこれとは違うb･で始まる要素

が用いられる｡後置定冠詞の形態的要素は語末がdentalである点はすべての言語で共通す

るが､島峡と大陸では､前者では摩擦音､後者では破裂音と多少の差がある｡次の例で概

観する:

Danish korn-et

Icelandic korn-i∂

Faroese korn･i∂

NewNorwegian korn･et

Swedish korn･et

`thegrain'

detgodekorn

hi∂g6∂ikorn/g6∂ikorn,i∂

ta∂gobakorn-i∂

detgodeknrn-et

detgodakorn-et

`thegoodgrain'

後置される要素は共通といってよい｡各言語における差は､前述の剰余的規定が見られる

かどうか､語頭音がdentalかh-かどうか､に集約される｡剰余規定については後述する｡
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アイスランド語の語頭音のb･は他の言語に見られる要素と明らかに異なる｡現代アイス

ランド語のいわゆる規範文法では､後置定冠詞は前置定冠詞から語頭音を取り除いたもの

と説明されるのだが､本来的に同じ要素が前置も後置もされていたという証拠はない｡む

しろh･を持つ系列(hinn)と持たない系列(inn)とは本来ある程度用法に差のある要素であっ

た｡なんらかの動機で前者は前置､後者は後置に出現個所を限定されたのであるが､この

点をここで少し検証しておきたい｡

5.1.初期北ゲルマン語

ゲルマン語の古い段階では､いわゆる形容詞の弱変化(n･Stem)(11)が限定に関わる機能に特

化した最初の形態的カテゴリーであったと考えられる｡現代のゲルマン諸語においてもこ

の特徴は保たれていると解釈できないこともないが､その機能は減じられており､他に限

定辞のない単独使用は見られない｡限定に関する機能は文法化された定冠詞などの限定辞

に移行し､弱変化形容詞はそれらと共起する場合にのみ現れる｡

古層の北ゲルマン語文献では､次のような例が見られる:

(1a) Gormrgamli

(1b) Gormrhinngamli

`Gormtheold,

どちらも意味的には差はないと思われる｡前者では形容詞の弱変化によって先行する固有

名詞を限定し､後者では指示代名詞binnによってこの限定がさらに補強された｡時代が下

るにつれ､このような指示代名詞との共起の機会は増加し､これが定冠詞の発達と関連性

があるのは確かである｡ただし､統語的特長がこの例に見られるような構成要素の順序に

由来するかどうかを示す具体的な証拠はない｡

その後定冠詞は各言語でさらに発達していくのだが､ある程度統計的に処理できる量の

文献が発生するのはかなり時代が下ってからとなる｡定冠詞の頻度は文法化の度合いを示

すともいえるのだが､西ヨーロッパ諸語でもそれぞれに異なる｡(12)19世紀にもなるとデン

マーク語では名詞句の6割以上に定冠詞が伴っている例があるが､デンマーク語としては

初期の13世紀の法文献ではせいぜい8～10%程度にとどまっており(Skautrup1970)､この

間に定冠詞の文法化が進行したことがわかる｡デンマーク語はこの時期に多くの文法力テ

ゴリーを失っており､定冠詞という新しい一致の文法形式を生産的に用いることでこれを

補完してきたという側面もある｡これに対して同時期に文法力テゴリーを失わなかったア

イスランド語では相対的に定冠詞の頻度は低く､かつ類型論的に定冠詞の文法化を条件と

する(と思われる)不定冠詞は発達していないなど､デンマーク語とは対照的な様相を示

している｡

北ゲルマン語の古層では一般名詞であるkonungr(王)が年老いている特長を持つ場合
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の表現として

(2a) konungrhinngamli

(2b) konungrinngamli

`kingtheold'or`theoldking'

のような二つ異なった指示詞を用いることが可能だった｡いうまでもなくhinnとinnとい

う2つは現代語の前置定冠詞と後置定冠詞に見られる要素である｡(2b)のように名詞に指示

詞を後置することは最古層にも認められ､文献以前からの習慣と思われる｡この指示詞hinn

とinnは印欧祖語として☆･enO･と再建される要素をともに含むのだが､前者にはさらに別の

要素が組み合わさっていて､その点で異なる｡この要素は☆egh･のゼロ階梯で､一人称代名

詞とも同じ由来を持つ､本来かなり強い意味を持つ限定辞である｡(13)☆･en｡･は一般的な指

示代名詞的要素であり､たとえばギT)シヤ語の定冠詞もこれを含む｡hinnとinnとでは明

らかに指示の強さが異なることには留意が必要である｡

先述のように､限定辞を伴うような環境で形容詞が名詞句に含まれる場合､かつては

n･Stemによってその限定辞と同様の機能が果たされていた｡だからより限定辞への必要が

高まってのは形容詞を含まない裸の名詞への限定を示す場合であった｡古い文献ではinn

系列の限定辞は前置も後置も可能ではあったが､主として後置される例が多い｡これが後

置定冠詞の原型であろう｡一方固有名詞の限定に見られた限定辞の形容詞に対する前置は､

後に(2a)のような場合にも拡大されたと考えられる｡これが前置定冠詞の原型で､後置定冠

詞とは異なる由来を持つことになる｡最古層では固有名詞に対する形容詞に限定辞が付く

例しか認めらないが､裸の名詞に限定辞が後続する例は見られる｡このことは後置定冠詞

と前置定冠詞とでは発達時期に多少ずれがあることを示唆する｡両者の意味的､形態的特

長もこれを支持する｡後置定冠詞の原型は指示性も弱く､形態音韻論的にも強くない｡こ

れに対して前置定冠詞の原型はより強い指示性を持ち､形態音韻論的にもより強い｡

この解釈はGrimm,Delbruckなどの伝統的なものとは異なるが､(14)現代アイスランド語

のhinng6∂ikonungurないしg6∂ikonungr･inn(どちらも`thegoodking,)という表現

形がなぜ出現したかの説明がより合理的になされる点で妥当性が高いだろう｡彼らのいう

ように､konungrinng6∂iのような場合から(前置後置と問わず)定冠詞が発達したとす

るならば､現代の表現との連続性は一度失われなければならない○一方konungrhinng6∂i

のような場合から前置定冠詞が生じたとするなら､元来konungr=hinng6∂iと(意味論的

にも統語論的にも)解釈できる｡一般的な名詞句内の順序を取るようになる過程さえ想定

できればhinng6∂ikonungurの出現は容易に想定できる○一方､g6∂ikonungr-innのよ

うに後置定冠詞付きの名詞に形容詞が共起する場合､アイスランド語では剰余的規定が支

配的ではない｡デンマーク語以外にもこのような言語が存在すること､つまり名詞あるい

は形容詞のどちらかに定冠詞がついていればよい言語が北ゲルマン諸語にあることは､後
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置定冠詞と前置定冠詞の由来の違いを間接的に示す証拠である｡

5.2.現代詩方言に至る過程

これまで北ゲルマン諸語の前置定冠詞と後置定冠詞の由来が異なることについて述べてき

た｡アイスランド語には大陸諸方言に見られるようなdentalの語頭音を持つ定冠詞は見ら

れないが､一般に同じものと解釈されるhinn/･innの2系列の定冠詞は､もともとの異なる

由来を継承してきたための区別を保ってきたものであることを示した｡それならば大陸諸

語で見られる区別､つまりdentalの系列とアイスランド語-innに相当する系列の区別､も

アイスランド語の区別と同じレベルで扱えることになる｡問題は､大陸諸語ではなぜdental

の要素が特徴となっているか､に尽きる｡

由来の異なる2つの定冠詞形式､hinnとinnは現代アイスランド語にはそのまま継承さ

れている｡これに対して他の北ゲルマン諸語では､アイスランド語と同じ島峡諸語である

フェロー語まで､hinn系列の前置定冠詞は用いられず､dentalを語頭に持つ前置定冠詞形

式(古層の北ゲルマン語での対応形式bannで代表させておく)が一般化されている｡歴史

的に見ると､bannはhinnと同じレベルで指示内容の異なる指示代名詞であって､アイス

ランド語ではこれと同じレベルの使い分けが現代語でも保たれている｡これに対して他の

北ゲルマン諸語ではhinnの系列は失われている｡これら諸語にはbannの系列が定冠詞の

原型として新たに出現し､binnの系列と競合し､最終的にこれを駆逐して定冠詞となる過

程が認められる｡たとえば13世紀後半まで遡るスウェーデン語として最古の文献では明ら

かにhinnとbannに由来するth王妃nとが競合しているし､デンマーク語のdenでも事情は

違わない0デンマーク語では14世紀になるとthanが明らかに優勢となる(FalkandTbrp

1900:61)｡13世紀のノルウェイの文献ではbannの系列はまだ定冠詞の原型と認められる

ような用法は見られず､スウェーデン語やデンマーク語の13世紀後半と同じ状況になるの

はようやく14世紀に入ってからで､アイスランド語ではさらにこれより遅く､結局この島

では定着しつつあったbinn系列の前置定冠詞との交替は見られなかった｡時間的地理的分

布は､定冠詞の原型にbann系列を用いる習慣はデンマークやスウェーデンといったヨーロ

ッパよりの地域から伝播し､最終的にはアイスランドには到達しなかった､ということを

示している｡ノルウェイ山間部の保守的な方言の中にはアイスランド語と同様binn系列の

前置定冠詞を用いる習慣が残っている場合があり､こちらのはうが本来の前置定冠詞形式

であったことを裏付ける｡

使われ出した当初のdentalを語頭音とする限定辞はhinnと部分的に競合していたわけ

だが､FalkandTbrp(1900)によればこの用法は北ゲルマン語としては不自然であり､｢ドイ

ツ語的｣であったという(p.63)｡hinn系列は古い層のどこにでも見られる本来の用法なの

に対して､pann系列は後から使い始められたのは確実であり､かつこの習慣が南方から伝

播したと考えるのは上で見たような分布からも正しいだろう｡アイスランド語で匝nn系列

が定冠詞とならなかったのは､新しい習慣がここまで到達した時点で､すでに普及する余
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地がなかったからと推測できる｡この新しい習慣が伝播した時期に､北ゲルマン諸語では

binn系列の前置定冠詞はまだ文法化の途上であったことを無視することはできない｡デン

マーク語とそれ以外の北ゲルマン諸語とを分類する基準である剰余的規定の成立過程の観

察で､定冠詞文法化の進行と新しい習慣の伝播の交錯する様子を明らかできるだろう｡

6.剰余的規定

前置定冠詞と後置定冠詞とが同時に使用される剰余的規定は15世紀以来認められ､スウェ

ーデン語やノルウェイ語では一般に広く使われるようになっている｡これに対してデンマ

ーク語では15～6世紀には認められるものの一般化しなかった｡

デンマーク語とスウェーデン語での剰余的規定と後置定冠詞の関係は次のようである:

(1)デンマーク語ユラン方言の大部分 後置定冠詞なし 剰余的規定なし

(2)標準デンマーク語 後置定冠詞あり 剰余的規定なし

(3)標準スウェーデン語 後置定冠詞あり 剰余的規定あり

限定辞後置の起源そのものは印欧語的にかなり遡るものだが､定冠詞としての文法化の動

機はそれほど古く遡ることはなく､後置の規定辞が定冠詞として文法化され始めたのは前

置定冠詞より後と考えられる｡形容詞は一貫して前置定冠詞と共起する｡剰余的規定は後

置定冠詞の文法化を前提とする｡

剰余的規定という習慣が普及する過程とpann系列の使用が広がる時期は､それぞれの地

域で事情は異なるものの､多くの地域で重なっている｡上述のようにhinnとinnの位置に

よる交替は､形容詞の限定により強い指示が求められたことを反映している｡前置定冠詞

の発達には､n-Stemの弱変化形容詞による規定が弱まったことを動機とし､強い規定の限

定辞b･innがリクルートされ､最終的には文法化がなされた過程が想定できる｡剰余的規定

はこの前置定冠詞による規定が名詞に後置定冠詞をつけることによる規定より強いからこ

そ生じた現象である｡そしてhinnとbannの交替は前者の規定がより弱かったことを前提

に考えなくてはならない｡FalkandTbrp(1900)の指摘するようにbannを使用することが

当初｢ドイツ語的｣というように新奇なものであったなら､これは本来の文法化されつつ

あったhinnよりは明らかに強い指示の機能を持っていただろう｡分布的には､dentalの語

頭音を持つ規定辞を定冠詞化する習慣は南方から北ゲルマン語地域の大部分を覆っている｡

7.定冠詞要素の交替

これらを考慮した上で定冠詞要素の交替するプロセスを考える｡西ゲルマン語の定冠詞は

【DET[NP]]という単純な統語関係を持つ｡定冠詞の要素はdentalを語頭音に持つ限定辞が

果たしている｡本来限定辞としては北ゲルマン語にも存在していたこの要素そのものが借

用語として持ち込まれたわけではなく､この要素と結びついた統語関係が北ゲルマン諸語

にもたらされたと考えるべきだろう｡ユラン方言の定冠詞は次のように西ゲルマン諸語の

それとまったく同じ統語構造を示している:
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前置kTa【NOUN】】

前置hRTa[ADJ[NOUN]]]

ただし､ここでは語頭音がdentalではないことに注意しなければならない｡

標準デンマーク語の定冠詞は次のように示される｡原型と前置定冠詞となる要素が異なる

のみである｡

後置【【NOUN]ART-en]

前置【hRTden払DJ][NOUN]]

これに対して標準スウェーデン語では前置される定冠詞に関してはデンマーク語と同様で

あるが､剰余的規定が見られる点が異なる｡

後置【[NOUN]ARTqen]

前置【hRTden払DJ]][[NOUN]ART･en]]

定冠詞の文法化がどの程度進行していたかが､ここに示したような差の発生に大きく影響

したものと考えられる｡Dentalの語頭音を持つ限定辞の統語関係が持ち込まれた時期､ユ

ラン方言では後置定冠詞の文法化はまだ途上であった｡すでに前置される定冠詞がdental

の語頭音ではなく､限定辞の前置､後置による区別が明確には保持されていなかったこの

方言では､新しい統語関係の導入によってこの区別は完全に失われ､形容詞にも名詞にも

等しく前置による規定が行われるようになった｡限定辞の位置による区別が保持されてい

る方言と比較すると､当該方言では新しい限定辞の統語関係の新奇さの程度はより低かっ

たと考えられる｡

標準デンマーク語に新しい統語関係を持つ定冠詞の原型が持ち込まれたのは後置も含め

て定冠詞の文法化が進行している最中であった｡伝播の方向を考えるとユラン方言より若

干時間的に遅い時期であっただろう｡ユラン方言と異なり限定辞の位置による区別は保た

れていたので､後置定冠詞の原型には影響がなく､前置定冠詞の要素がhin<hinnからden

に交替しただけである｡新奇な限定辞である前置定冠詞の原型denと後置定冠詞の原型一en

とは位置のほかに形態的にはっきりと異なる形式を得た｡この時期のデンマーク語では剰

余的規定が認められるが､hinがdenに交替するに伴って一般化する動機を失っていったと

考えられる｡hinと･enが相互補完的であるという状況であったからこそ､denと･enも同

じ分布を保つことができたのである｡

スウェーデン語でも限定辞の位置による区別は保持されていた｡デンマーク語よりもさ

らに遅く到達した新しい統語関係は定冠詞の文法化には間に合わなかった｡標準デンマー

-95･



ク語と同様後置定冠詞は新しい定冠詞の原型には影響されなかった｡デンマークより遅く

新しい統語関係が入ってきたので､その時点で定冠詞は成立していた点が異なった｡この

ような時期に剰余的規定が始まったことは､後置定冠詞の語彙的意味が完全に失われてい

たことを示している｡標準デンマーク語ではhinに取って代わりつつあったdenと一enで定

冠詞のペアが定着したのに対し､スウェーデン語ではまずhin/･enのペアで定着していたと

ころにhinとdenの交替が起こった｡このことが剰余的規定の一般化を促すこととなった

と推測される｡

8.結論

以上見てきたように､北ゲルマン諸語に西ヨーロッパから定冠詞の統語関係が伝播してき

た時期､まさに北ゲルマン諸語でも自律的に定冠詞のカテゴリーが発達しつつあった｡こ

の二つの流れが交錯したことによって､北ゲルマン諸語は剰余的規定に関する等語線によ

って二分され､またヨーロッパ諸語は定冠詞の前置･後置に関する等語線によってさらに

分割される動機を得た｡規定辞の後置はヨーロッパ周辺部においては珍しいものではなく､

むしろ印欧語の古い特徴を保持したものともいえる｡定冠詞の文法化はヨーロッパ各地で

並行的に生じた現象であり､北ゲルマン諸語においてもこれを外部からの影響と考えるに

は及ばない｡今日の定冠詞に関する特徴の分布は､基本的な(言語的)共通性と小さな部

分での言語接触による影響とに動機づけられている｡いくら共通性が高くても､小さな圧

力によって全体の姿が大きく規定されるのは､他の人間の活動によるさまざまな現象と同

様である｡言語帯と呼ばれる現象の伝播は大方このような過程を共有しているものと思わ

れる｡

ここで考察したような背景を考えれば､19世紀以来研究者を悩ませているゲルマン語の

分類が困難なのは当然ということができる｡こんにちのヨーロッパのように国家間の境界

が明確に規定され､かつ国家内部の教育が画一的指向性を持って行われるならば､今後こ

のような現象の発生はある程度は抑制されるかもしれない｡しかし､規範によっていくら

言語変化を抑制しようとも､言語はかならず変化する｡変化は自律的にも発生するが､隣

からもやってくる以上､言語帯のような現象はかならず生じるだろう｡(15)

注

(1) ここでいうバルカン半島の諸言語とは印欧諸語に属するが､それぞれに異なった下位分類

をされるものをいう｡

(2)pisaniはこれは新たに印欧語を受け入れた基層が自由アクセントは受け入れなかったこ

とに由来する現象だと解釈している｡

(3) 西ヨーロッパにおける｢言語帯｣現象をいくつか挙げる｡

① 人称代名詞の義務的使用とゲルマン語タイプの語順の固定｡樫井(2000)参照｡冠詞は
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古いところでは古ギリシャ語ですでに確立していた範暗で､ロマンス諸語では歴史時

代における発達が不完全とはいえ観察できる現象である｡

② 前舌円唇母音の存在｡ロマンス語の特徴とは異なりフランス語にはこの種の音が存在

し､ドイツ語を経てさらに東までこの音の分布は広がっている｡より広い視野で見る

とこの音の存在する範囲は比較的限定されることがわかる｡ウラル諸語の母音調和と

の関連を指摘するべきかも知れない｡

③ フランス語､ドイツ語､デンマーク語に共通するr音｡これは系統とは無関係の分布

を示し､おそらくフランス語から西へ広まった習慣である｡

④ 過去形式の交替､複合未来形式の導入｡動機としてはもっと基本的な言語変化の特性

を反映している可能性も指摘できるが(樫井2001参照)､明らかに西ヨーロッパ諸語

の共通特性といえる｡

(4) たとえばKufner(1972)Nielsen(1979)などを参照

(5) もちろん正確にはこの地域の国境付近は言語が混在する地域であるのだが､あくまでも利

便性を考えてここではこのように表現する｡

(6) ここには独丁国境以南のデンマーク語方言も含まれる｡

(7)cf.Haugen1984:377

(8) スウェーデン語Overbestemthet

(9)ここでいうJyskは次の方言である:北西ユラン方言､西ユラン方言､南ユラン方言

(10)ギリシャからの文法家の大量流入がラテン文法の基礎となったことは疑いようがない｡ラ

テン文法が後の西ヨーロッパ諸語の文法に多大に影響しているのも事実である｡現代の

(規範)文法はギリシャ人のギリシャ語に対する分析という枠に依然としてとらわれている

といえる｡

(11)n-Stemは印欧詩的にはnomenagentisを形成する機能を持っていたと考えられる｡

(12)定冠詞は指示代名詞とは異なり文脈から独立して使用される必要がある｡定冠詞がたんな

る文法的マーカとなるまでにさまざまな文法化のステップがある｡

(13)人称代名詞hann,hdnの語頭音とも同じ由来と考えられる｡

(14)伝統的解釈とは次のようなものである:

hinn,innとも形容詞に先行する指示代名詞であった｡

･形容詞に先行する場合のみ指示性が弱まった｡たとえばkonungrinngamliのinn

･こうしたケースが再解釈の対象となり､konungr･innのような結合が成立した｡

･さらにここを出発点として形容詞が伴わない場合にもinnが前置定冠詞となった｡

innは当初通称名にのみ頻繁に現れていることからも､ここから一気に後置定冠詞の原形

が成立したとは考えにくい｡少なくとも定冠詞付きの固有名詞は生じていない｡

ルーマニア語やアルバニア語などのバルカン諸語の後置定冠詞発達プロセスも重要な傍

証となる｡

(15)現代においては英語との接触による変化も想定しなければならない｡
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